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ごうして八開中学校における研究は,その後の豊川の中部小学校拿豊田の小清水小

学校3春 日井の坂下中学校,姫路の高丘中学校などにおけるいっそう進んだ研究の基
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礎として,また。わたくしの教育研究に対する基本的な態度をかためていくうえでの

基盤として,きわめて重要な意義をもつものとなったのである。そこで,現在,わた

くしの懐いている教育研究に対する基本的な姿勢について若干述べさせてもらうこと

にしたいoこれは,この度びの研究集会のテーマを「
バズ学習の効果は何か=バズ学

習の問題点とその解明量Jと したこと。とも関連があるからである。

(1)教育研究となしヽ二をも,主として心理学的な方法力Iら のタタ|… チでぁるから,

そのとり扱いうる問題や解決の仕方には自から制約のあることをよく承知して,つ

、ねに謙虚な態度で研究に臨まなければな争ない,`|1同時に,他の分野なゎ?撃
究や新しい方向からの研究に注目をおこたらず,ま た1異ならだ立場からの主張や

批判にもよく耳を傾け,広い視野に立って研究を進めていくフレッキンプルな態度

が重要である.                       l,

121 教育研究は問題の発見と解決の絶えぎる繰り返しであり,積みあげであるといえ

る.したがって,つねに疑間をもち問題をもってその解決に努力し,そ■ら力1撃育

や指導の基本とどのようにかかわっているかを問う態度が必要である。̀‐見周辺的

な問題のように思われても,それを掘りさげていくと塞本の問題にぶつかるもので

ある。そこから本格的な研究が発展する。

バズ学警の研究も。こうした問題の発見と解決の積み重ねによって発展し,も は

や撃なる小集翻購 の方法や技術に関する研究にとどまっているとは考えていなぃ。

い害さか大げさないい方をすれば,それは,も はや教育や指導の基本的な問題とし

て参方法鑢や教授燿識の研究にまで発展していると考えている。

鰯 教育研究は科学的でなければならない。科学的な研究の特徴は事実に基づいて立

綸していく態度にあるといえる。そこで,わた0しは研究授業と実験授業の組み合

せによる研究の方法を重視している。日頃の授業を通じて提起された疑問点や問題

点をまず研究授業によって,その要点を明らかにするとともに,その解決のための

仮説を設定する。勿論。研究授業を通じて疑間点や問題点を発見することもすくな

くない。この間,研究授業は数回重ねられるであろう:そ して,.適切な仮説がひき

出されたならば,次は実験授業ということになるこここでは,プ リ・ポス トテスト

法による効果の測定.観察法による授業過程の記録bその他,仮説を証明するため

に必要とされる資料が計画的・組織的に集められる。つまり,仮説―検証といぅ科

学的な研究の手法がとられるのである。     ハ

このようにして,実践から理論へ,理論から実威る■体化を推し進め,両者の絶

-2-
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えぎる発展を期待するわけである1。 ,

この度びの研究集会に参加さ
'L貴

重な研究報告とともに新して疑問点や問題点

を提起してくださる各校では,いずれもこの線に沿った研究を長い年月にわたって

積み重ねられてきていること―な ■こでとくに申し述べておきたいo

最後に,こ の度びの研究集会が,こ うして盛大にもたれることについては,会場

校である徳島市の福島小学嫁の電富校長朱生をはじめとする諸先生方のひとかたな

らぬお骨折りのたまものであり,・ また,_他県から遠路をかえりみず進んでこの集会

に参加してくださる提案校の諸先生方のご熱意のしからしむるところであって,こ

こに一言記して感謝の微意を表する次第であるざ

-3-
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・
取輔零綱澤饉議繭圏麟整饉懸

立  見  席

修道院の食事lt,‐ 各自が大皿から順番にとって食べる。ある朝, トーストが終二重

ねられてまわってきたところ,た またま,一人の僧のとったのが黒焦げであった。

「 また黒焦げ力Jと苦 し々げにつぶやいた。隣席の僧の分も焦げていた。ところがそ
の僣はおもむろに裏返してから言った6「裏側は焦げていない:あ りがたしヽ,｀ ぁりが

たい。」                     1  ・ it

いろいろな指導方法があっても,それにはそれなりの長所もあれば短所もふる。ま

して教育現場にはあとからあとから問題点が生れてくるものである。 トース トの黒焦

げの面ばかりに目をやっていては所詮口にいれることはできない。問題点は問題点と

して,それを如何に解決していくかというところに新しい教育にとり組む姿勢があり,

研究のし甲費がある.よ いところをうんと吸収して,現在より更によい教育をするこ

とがわたしたちに録せられた使命でもある。

このたびの西日本パズ学習研究集会もこうした意味で現場の苦悩を卒直に話しあい,

よりよいパズ学習方式を生みだすためのものであり,諸賢のご批判を謙虚にお聞きし

て,今後に役立てたいと思っている。

(徳島県バズ学習研究会 長々 四 宮 恒 対

-4-
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豊川市立中部小学校

｀
11きれまでの経過 ‐・  11'‐

`甲和 17年,〈く
ィ学胃の研究を始めて以来 8年目とい うことになる力ヽ 年度が変

,ってみると新しい問題点千界で書、i9守 ?ギ■かと取り組んで来たものの,やは

り今にしてなお多くの課題が残されている.そのうちの主なものをあげてみると次

?Jヽ ,:なつマDtlな ろう01  11 7́.・ 1:

(1}:尋考が零準亭■,存やには適切な課題が与えられなければならない力ヽ どのよ

「

l.1う な譲要オ,|ド9な資ギのよう1■提示すればよいのなということが必ずしも明確

になっていないとい,こ |マわうti.i

{2)各教科の各教材に応じたバズの位置づけが準則化されていないためであろうか,

パズをさせてはみたが効果的であったのかどうかという不安が残るということで

|■ |あや0‐  i t  .‐ ・r=・ 、1    ・
I(3)バ〆は,ひとりひと,9曇煮奮督警し発犀させる|とを期待しているのである

ぅ|トニタ
',「

畢考
=督

祥や言や|うな套
=作

用が,なかなかむずかしいということである.

■.:ltキ 野年11中‐学年lテ
ぉぃてである.

1、 摯}1｀ ,イ9摯果
!まll守稼の質によつても左右:されう・ そのために学級の質の向上を

'I:::甲 管年t11｀ ■Fllく 咎琴があるということである・

― こう:し |た残されな課題Iというよりも,これまで取り組んではきた力ヽ いまもな

お満尋Fき る状態r■ないものがあるわけである,これをふまえて今年度の研究の

/焦点を設けたの
'あ

るがそれを泰l■0今や■とにする.

:2 
研究のね らい

.残された課題をふまえて,と はいうものの新しい次の方向づけの必要もあるので,

次の諸点を方向づけの論拠にした.

(1}「効果的な授業Jの考察の視点は何かと、いうことo

-7-
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「 効果的な授業Jと よく言われるが,何をどのようにしたならば「 効果的な授

剤 といえるかは人によっていろいろな取り上げ方をしているが,授業の参加の

量と質は当然考えられなければならない.それに最近になって態度的な視点も重

要視されているので,それを加えて次の二つの考察の視点を考えたのである。

イ 学級の全員が学習活動に積極的に参加しているか.と いうことである。その

ための指導法,形態を取り入れていくことが当然考えられてくるわけである。

口 ひとりひとりの児童の思考が促進し発展されているか,ど うかということで

ある。児童の記憶に頼った
″
詰め込み主義 ″の学習に偏していると,児童の思

考の流れに即さなかったり,児童の自由な思考を制限したりしてしまう。した

がって,思考活動を活発化する指導法,形態を考えていかなければならないこ

とになる。            ‐

ハ 態度の形成が考えられているかということである。イ・口が効果的に行なわ

れているならば,同時学習の形で,当然,態度の学習もなされていくわけであ

る力犠こ■嵐   Lなが多     _I.1量墓
=上

盗がら人間をつ.く 1劉

こl12二雛 機 疑 ll登妥響 数 型 ユ 鐘 堕 堕 塵 製 里
=

る.

(2)学力というものが,どのよぅに考えられているかとしゞうこと。

学習指導を考える場合 当然,学力をどのように考えるか,と いうことが問題

にされなければならない.戦後の学力観の推移は:言語と数量の要素的能力を重

視する学力観から,知識のうえに.さ ら'に理解を加える学力観となり,さ らに現在

で:お 態度をも含めて基礎学力と考えるようになっている。受験競争に勝ちぬか

んがための学力観は知識の量を偏重するあまり,他の諸能力の伸長:態度の発達

などを無視していくことがある。知識は単なる知識である瞬り・有効な思考活動

を展開ザるごとができないもその知識が課題の内容に応じて適切に利用できるよ

うになって,はじめて「生きて働く学力Jと なることができるのモある。

つまり,現在の学力観は,知識技能の修得を目ざすのみでなく,知識として働

かせるための思考力・批判力・鑑賞力などと,働くためのエネルギー源である態

度とを含めて学力と考えている。いいかえれば,知識を単に「 覚える」というこ

とにとどまらず「生きて働く学力J(転移度の高い学力)と して身につけること

が必要だということになる.

こうした学力を高めていくには,いわゆる問題解決の過程 (目 的追求活動の過

-8-
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=・

程)をふむこと力ヽ まず考えられるのである.

{3)思考活動を重視していくということ。

「 患考Jと いうことばは,いろいろに使われているし,その定義のし方もさま

ざまである。ある人は「新しい状況:こ適応するための考える心の働きであるJと

いう。また「与えられている問題を解決するためぃこれまで記憶がたくわえてく

れた材料を駆使し,すじ道をたててまとめあげる働きJと もいう。また「課題状

況に対処する精神機制 ともいちているこンJ壁聾J五窒L.二理露ま態に直面、ぼ

翼鴇轟諦衰鷺五「五1111「動1醸画」暑■
形で与え,課題 (問題)解決的な過程をふませることが児童に活発な思考活動を

'営ませる必須の要件となろう二 ‐   'ヽ           `

4ず鮒:貫言:[ltiIITEEζ :力 1`:1',1サ |こ

す
1ば

'指導すが,おの

そのほか,記憶を   ,指釜法,職 主上螂 導法,問答を主_L竜掛_.瞳婆

法,4ニグラム学習などもあるが,何れも,自主的思考が困難であるとか,高度な

諸能力が動員されることがないと力ti息考の範囲が制限され:思考の統一と連続が

f妨
害されるとが,教師と児童の人間関係に欠|ナるとか難点があって,,われわれのか

かえている課題を解決してくれるものではなさそうである。     ・

らまるところ,系統学書論の主張する客観的な知識をくみ入れて,それが児童の

目的追求活動によって習得され,客観的知識の形成と人間的諸能力の形成と力ヽ 同

時に進行するというかたちは問題解決の過程をふむことによって可能であるという

ことになるこ 1       ・
・

そこで,今回の研究の焦点を次のようにきめたのである。

(1)課題 (問題)解決の過程をふむ授業の研究

(2)思考活動を活発化するためのパズの研究

0 自分の思考を深めるためのノートの研究

何れも,積極的な活動をねらったものであることに統■点を求めたとしヽうことが

できよう。                       ′

… 9-



5 授業の手順

研究のねらいは,これまで述、てきたことで,およその見当はつけて頂けたと思

ぅが,具体的にどうするのかということを次に述べてみたい.

{1}本時の目標をおさえる。

り 指導目標を仮説とする。

輯 子どもの実態と指導目標の距離を考えるP

仮説された指導目標を実際の授業場面を想像して児童の反応を予燿し頭の中

で授業を進行゛せてみる。こ|で仮説目繹を検討する
,

‖ 目標達成 (学習の成立)と いう|と は,どうな,||.なつか'暴体甲行動,

反応を明らかにしておく・つまり,学習が成立すれげ111■

'な

.や いずギ|か '

この問題が解けるはずだというようなものをおされるo   ,,年 1.|

{2)目標に到達させる手だてを考える.         1  ■   _
0 授業の焦点などこにおいたらよぃな.構成要素間の相互甲係t叩確に

す
る。

一 構造的に見る。                        ,
〔J 学習内容を構成する.あ るいは,学習il15程を考える.,     |

ク1 目標に到達させる手だてを考える.どのような方法で,何を使用するむとい

うことがくふうされる。 1

0 どこで思考活動をさせるかoあ るいは,

考えられていく。

課題を考える.。

目標に到達させるために,この方法で進めていくとすれば,どのような課題

を与えればよいかを考える。

・課題は,目標とするものの返聾夕甲ざすものである。    ょ    :
・課題は,子どもの思考を解肇する予がかりとなるもの。   ::ィ

・課題は,学習への動機づけの役目を果すもの。   1  、 1 1:

・ 課題はが不確かさ,あるいはあいまいさをもってぃて弩々すれヤギ,解■11可能

な程度の困難さのあるもの。                 ‐ ■'

0課題は,児童に,す じの通った考え方ができるもの。

・ 課題は,既有の知識,経験1技能がある程度活用できるものであること。

14}課題提示を考える。

… 10-
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)発見的にもっていく場合もある● 1 。・ :

0_話し合いながら枠づけをしていく場合もある。

11 事実,具体物から進めていく場合もある。

・II:0,,予盾の事態に当面させる場合もあるご

麟 必要感に追らせる場合もある。             ｀

村 価値追求の意欲をもり上げていく場合もある。

{5)発間を考える.     ‐`

授業を進めて<ステツプごとで>何のためにその発間をする
｀
のかという発間の

目的意図4率れに適する独自のことばを選び出すことになる。

1、 、
‐ ｀ 1｀ ' i  :   ′                                   

・I

以上は,,:指導案ができ上るまでの内容とでもいえよう・ 以下,述べることは,授

業を進める実際場面での課題 (問題)解決過程の一般的な基本型を説明することに

なる。  .‐二
|、 lil l l.11111二 ・

・」サ       l

・   ・
111:|■

‐・
1・ ・1 ヽ 1,;1、 li L・ 1・

〔

(‖・
・問題意識をもたせる。ll●‐

~ 
●

0 思考は何らかの困難度が感じられたときにはじまる。

・・ 事実・事態を観察したりJ考察したりして疑問・問題点を抱かせていく・

■ α事態とご
・既有経験′

・ 知識とのズンが問題意識をもたせていく。

・i「
'・

I「 自らの問題上をもち1・ 目標達成に困難度を感じたとき問題意識をもつ。

餞 思考には何らかの材料 (資料 ご情総 が必要である6

・ 経験,既有知識が貧弱であれば,それだけ問題を感ずることも少ないoそ

れを補なうためにも材料が必要になる.         ‐ °

(2}問題を,ひとりひとりに明確にする.

l i:LJ問題が■そう正確ば把えられていればいるほど,学習者は自分が行なってい

る反応や,自分の抱いている考えが正しいのか,正しくないのかを自分で評

'1「 ,`1価するこ・どができる
=■

i「 ―                   `

。この段階がしっかりおさえられていないと,学習が受動的になり:機戒的盲

目的になる。

(3)解決のための準備 (資料・情報)の収集はよいか・

0 思考の誤りは,資料・情報の不足によることが多い.

:10 推論する根拠 (これていいというもの)を得ることになる。

… 11-
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{4}解決のための仮説,見通しをたてるb

① 仮説をたてることは問題解決におけるもっとも重要な位相である。

・ 仮説は,やがて概念化されるものであるから

0 -つの問題に対して,観点をかえて眺めるこ、とが望ましい。

ことでもある.

O 仮説には論拠が必要である.

0 子どもは仮説をどのようにしてたて1るかし

・ 経験の再生によらて,_`‐
・. ,`..・ ヽ1   ′l i′ 、1■

'

0知識の再生によって,

0既有の形式的なことばによらて く本,テ ンピで見たから)・
:  ,・

.

・ 論理的な推論によって

「

く与えられた資料,1事実などをもとにして)

問題解決の実践じあるいは検証

仮説を評価し,検討する. ― バズで,全体討議で,自己評価

・ いろいろな視点から誤りはないかどうかをたしかめることが重要である。

認識ということからすればが
｀
分析と総合の論理的思考が中心とならていく.

― クラスの力を結集して,ねり上げる.,     .   :  一

自巳評価をさせる.あるいは確認をさせる.``'    1  …

・ 何がわかったか。 ・ 予想,仮説のつまずきの原因はどこにあったか。

・ 学習へのとり組みはよかったか. ・ まだどこがはっきりしないか・ など,

0 言語化による確認         ,
・ 言語化できなければ一般化は困難である.1    1

椰)一般化               °.     1_'
0 反復により,把持,記憶をはかる.          、

0 練習により,新しい事態において必要に応じて生きて働くものにならなけれ

ばならない.                   ・ ・, ″1.

0 習熟により,知識b技能が必要に応じて自動的に出てくるようになることが

必要である.(九九・文字など)

0 応用してみる.    : 「
    `

{7: 評 価    :            `         ´

以上の過程において,思考が促進されることを期待してのパズrヵ 全体討議が組み

-12-
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込まれたり,話し合いの前に自分の考えをノートして,それにもとずく話し合いが

行なられ,自外のシートしたもあを加除修正じて自分なりの知識体系をづくらせる

ことなどが組み込まれていく。これらについては,後に述べることにする0

. 
さて,こ うした一般過程を各教科で実践した場合,どのような形が考えられるで

あろうかoそのことについて,国語:社会,算数,1理科の四教科をとりあげて試み

に■般的過程をつくってみた。これは昨年のもので,今年度は,授業結果の反省に

もとづいて,こ の試案を修正し,1き らに実際的なものにしぶうと努力中下ある。も

しこれが基準として示すことができれば,,授業は,特別の人の名人芸といわれるこ

ともなく
'な

り,誰もが一応効果的な授業ができるということになる。教育の科学化

‐ということも,こ うしたことを意味しているのではなかろうか。

.‐般例にてて紙数に需1限がある
・ので,・ 全響を掲載することができないので,あ ら

かじめ,おことわりしておく・  l  
夕

|

国  語  一般例 3・ 4年

地
程 主 な 内 容 形

・
態 点意‐留

課

題

（
問

題

）

把

握

●

から        |
・ 学習問題を明確にする。

→

帯
バズ

・できるだけ多様な意見を引き出すよう
:にする.た くさん出た場合は話し合い

|ながら方向づけをしていく・
・ きめ手になるもの,発展するもの足が

かりになるものなどは板書していくな

・ 問題を自分のものにさせる.

・何を読みとるか。 。何が知られて

いるかo ・ どんな順序で進めるかな

ど.

・ 必要に応じて不明確なところの応答を

する.

予

　

想

・ 問題についての予想を

たてる。

・ (個別指導)

個人 ・ サイドラインしな力ヽら,ノ ートする.

・ 予想の論拠がもてるようにする.

討

　

議

・ 予想を出し合う.

・ 全体で討議する。

(板書)

ノ`ジで

全体

・ 各自のものを出し合い,相違点とその

わけなど話し合わせる。

・ 教師の司会で,いろいろ出されたもの

を比較しながら,ほかのものの意見を

-13-
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過

程 主 な 内 容 形 態 点意留

・ 必要に応じてバズ ′くジで

引き出していく.  :   ・‐'i

・ 問題点がどこにあるのか,どこ:ま で進

んだかなど誘導していく.

・下位群への配慮にもなる。    (
・ 指名して発言させることも考えていく.

実

証

確

認

・ 教師の解説を中心にし

て本文にそってたしか

めていく.

・ または,全体討議で確

めていく。

・ 予想の評価をする。

・ 結果の確認

帯

孝

個人

一
斉 l.

′ヽ /

・ 間答しながら論拠の修正をしていくご

・ 教師の司会で,発言を相互関連させな

がらまとめていく。      :
ここで,補足・解説が行なわれていく.

・ 評価は厳密に行なわれることが必要

・何がわかったか・      
い ｀

・ どこがはっきりしないのか。

・つまずきの原因はどこか.

・ ノー トの修正整理が行なわれる。

・ 板書とか,ノ ー トとか,本文によらて

行なわれていく.   _ ・´―

一
般

化

・ 習熟b応用が行なわれ

る.
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語 す般例 5・ 6年
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国
一

・ 読む目的や文章の内容に応じて学習間

題をつかむ.

ニバズによって学習問題をっかむ。

_・ グノイープの発表をまとめる.

0問題を自分のものにする.

: ・何を読みとるか. ・どんな順序F
さぐるが。 。何がわかっているな二

どんなまとめ方をするな,など。

・ 問題意識をもたせる。

既習内容か ら,生活経′

験か ら,事象から,さ
し絵,写真 図表,題
名,本文のあらまし,

感想などから

・学習問題を明確にする。

課
題

（問
題
）
把
握

・
1921?享季:掌

'し

.書き込み)

。主題,内容の要約,主人公,段落の

関係把握,作者の意図などo

・ 裏づけをもった予想がたてられること・

・ 問題についての予想を

たてる.

・ (個別指導)

予
想

・
見
通
し

・ 思考様式っ発想,解株の同じもの違う

:も のを出し合し、 そのわけを確め合う

・異質なものの相互葛藤が行なわれるふ

・ 自分の論拠にもとづいて話し合うこと

・ 対立させることによって,~つの事態

のかくれた側面が明らかになり,葛藤

させることによって諸側面の関係づけ

ができはじめる.一練りと深まリカ1で

きる.

・ 教師の助言が必要.

・ 思考のスピァドの合わないものへの配

慮が必要6         _

一摩・
一　
　
　
鉢

′ヽ ジc

・ 予想を出し合う・

・ 必要に応 じてバズ

・ 問答により論拠をたしかめていくゎ i
l・ 比較,分析,総合して,ま とまった知

識とするF         
・

1・
教師の司会で,発言を相互関連させな

がらまとめていくo

一斉

鉢

臥

・ 教師中心で本文にそっ

て確めていく・
・ 全体討議でたしかめて

いく・
・ 内容によっては自分で

たしかめる.

過

程
主 な 内 容 形 態 点留    意

一斉 ‐

個人

討

議

実

証

・
確

認
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過
程 主 な 内 容 形 態 留 意 点

実

証

・
確

認

・ 予想の評価をする。

・ 解決のし方を評価する

。結果の確認が行なわれ

る.

→
ノく」で

・ 予想はいろいろな視点から評価するこ
とが必要である。

・ ノー トの整理

・ 定着をはかる.

(板書・ ノー ト・本文などにより)

一
般

化

・ 習熟b応用が必要によ

ってなされる。

2年

過

程 主 な 内 容 形 態 留   意
‐
 点

課

題

（
問

題
）

把
握

・ 問題意識をもたせる.

事実,生活経験b既有

知識し さし絵,図表,

テンピ,写真などから

0子どもからでた問題を
整理する。・

・ 問題を明確にする。

一斉

ザ

・ できるだけ気づいたことを出させ,そ
の発言の中から問題への方向づけ枠づ

けをしていく。
・ ここで扱う資料は,考えさせようとす

る問題と一致していくものである。
・ 資料からどうしてか, どうなっている

かなどの問題にしぼる.
0できるだけ視覚に訴える方法を考える。

・ 二人バズも考えられる。

情

報

・
資

料

・ どのようにしたらよい

か,それに必要な資料

を提示する.

(子どもが見つける場
合もある)

‐斉 ・ ここの資料は,ふみ台の役目をするが
やがて知識となって定着するものが資
料となる.

子どもは,これを解釈して予想をたて
る。

・ ごoこ ,絵をかくなどの活動も有効に
利用されることが必要になる。

0気づかせることを重点とする.

社  会
=般例

-16-
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過
程 主 な 内 容 形 態 留 点意

予
想

・
仮
説

・ 情報ァ資料にもとづい

て予想をたてる.

(ノ ー トの無理な場合

は□頭発表)

・ (個別指導)

個人

帯

。
「 ○○だから,こ う思いますJと いう
ような発表をさせたい・

・資料を中心に,教師と話し合いで進め

ることもある。

討

議

・ 予想を出し合う

(板書)

・ 教師中心で話し合う志|

――はっきりしない 一
・ 出された予想の評価を

する|

・ 教師の補説・解説が行

なわれるご

硝
　
稼

ァ予想の出し方 一 ①ひと通り発表して

から板書にもとづいて話し合っていく

②予想の発表ごとに話し合っていく・
・「 どうして……なの ?」 というように

理由づけができるようにする.

・資料からはなれないようにする.ぃ

予
想
の
評
価

個人
二斉

・「 どこがいけなかったの?Jと いうよ

うに,誤りをはっきりさせること.

・ 自己評価もさせることができる.

確

認

・ 確認する.

(板書・本文・資料な

どにより)・
  ´

・ ノー トする二 i  '

→
′くズ

・ 言語化することも考えられる。

一
般

化

I

|

-17 -
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6・ 4年
ヤ
～
事

　

０
　
‘

過
程 主 な 内 用 形 態 点意留

課

題

（
問

題

）

把
握

・ 問騒 識をもたせる.

事実,生活経験,既有

知識 さし絵,図表・
テンピ,写真,地図,

スライドなどにより

・ 出てきた問題を整理す
る.

・問題を明確にする。

帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
な

・ できるだけ視覚に訴える方法をとる。

事実.資料などから気づいたことをた

くさん出させ,その発言の中から問題
への方向づけをしていく.

・ ここで扱う資料は,考えさせようとす
る問題と一致していること。

・資料から「どうしてか」「 どうなった
いるかJ「なぜそうなったのかJ「ど
ういうつながりがあるかJな どの問題
にしぼる。

0関連,比較,条件,因果関係などどの

ような思考が行なわれるかをおさえる

情

報

・
資

料

・ 資料を集める.または

資料を提示する。

調査:見学薔訪問,写
真 絵,図表,地図,

副読本,など多くのも
のが考えられる。

種 々 ・ 資料は,教師が提示する場合と,子ど

もが自分でみつける場合とがある。自

分でみつける場合は問題か らそれない

ようにする。       .1
・ ここの資料は解決へのふみ台の役目を

するのが,ゃがて知識となって定着す
るものが資料となる.

・ 資料の見方を必要に応じて説明する。

・ 資料のない予想は,見当ちがいのもの

がでてくる可能性がある.

仮
設

・
予
想

・ 情報,資料にもとづい

:て予想をたてる.

,.(ノ ー ト)

・ (個男lll調事)

個人

バジで

・ 予想のよりどころをはっきりおさえる.

・ 問題とへだたりがある場合は助言する。

・ 予想をたてながら行きづまることもあ
る。行きづまりが多ければバズをさせ

ることも考えられる。

討

　

議

・ 予想を出し合う

・ 全体で討議する。

・ 必要に応じてバズ

′くジで

全体

・ 思考様式,発想,資料の解釈の同じも
の,違 うものを出し合し、 そのわけを

確め合う.

・ 子どもから出されたいろいるな予想を

比較しながらその相違点を明確にする.
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算  数 ′.・ 報 例       1・ 2年
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過
程 主 な 内 容 形  態 留    意   ・

点

仮

説

の

評

価

・出された予想を評価す
る。

・ 教師の補説・解説

一斉

・ 資料の活用

・抽象化3法則,関係把握に至るとき

の資料は 一 抽象的なグラフ,図表

年表で

・抽象か ら具体へ至るときの資料は

一具体物,写真 スライド物語など

確

　

認

・ 確認する,ノ ‐ト

過

程
‐主 な 内 容

‐
形 態・ 留 点意

問

題

　

　

把

握

るせさづき
つ

まを
　
　
．

題間

む課題提示により問題意

識をもたせ本時の動機

づけをする。

教科書・ 具体物,・ 半

具体物
~既

習,経験

などの活用

・ 問題のとらえ方のた し

かめ

→

一
　
　
　̈
　
な

・ 低学年では場面の構造認識ができにく

いので,具体的操作 (視覚的)を通じ

て構造的にとらえられやすくする。

・ 具体物によって興味が集中するような
'提

示のし方をする。

・ 文やさし絵のことがらを具体や半具体
:におきかえる。
0具体や半具体に即して既習のことを思

ぃ謄卜させる.

・何をどうするか。

「 ゎかっていることJ「きいているこ

と」の抽象的なことばではとらえにく

い.事象そのものから順奥 はっきり

させていく.      一

・ 何をするか班で発表し合うことにより

確認していく。 一

予

想

・ 予想させる

具体,半具体による

饉人

一斉

・何をつかって,どんな予想をたてるか

をはっきりさせることが必要



過

程 主 な 内 容 形 態 点意留

予

想

予想

式 。ことばによる予

想

・ 予想の話し合い ′《ジィ

。何をどう操作するか,こ とばであら
わす.

・ノー トに式をかかせる。

(かんたんなことばで)

・ 考えやすくするため視聴覚教具の活用
を考える必要がある。

・ 直観,独創を重視すること。

・ パズで予想を話し合わせる.低学年で
は異同に気づく程度であろう。

・ 2年ともなれば,自分の考え方の理由
もいえるようにしたい。

|

・ 予想を発表する

・ 問題解決の手だてを考

え条件を調整する。

・ 新しい算法.用語,記
号とのむすびつき

・ 抽象化

ご予想を評価する.

全体

二斉

個人

′く」で

全体

・ 正答・誤答を問わず出させる。
。それを比較させることにより考えも深
まり,発展されていく。

・ 学習内容に応じた手だてが考えられる.

・ 教師は児童から出た予想の一つ― を
はづきりおさえ,児童に発表させたり
操作させたり'し て,教師も児童と同じ
教具を使って,全員に理解させながら
進む。       ,

・ 自己の考え方の適否に気づかせる。

・ 手順をはっきりおさえながら進む。
・ ことl島 数量とむすびつけながら進む.

できるだけ算数用語を使う。
・解決の結果あるいは過程を,用語,記 |

号など使用したことばで表現させ,自 |
分のもっている用語や概念の中に関連 |
的に位置づける.         |

・ どれがよかった.どこでまちがったの |
かなどの自己評価,全体評価をする。 |

・ 適用,練習… . *fr, )iN

ャ
～
奉

　

０

　

ヽ

-20-



算  数   一般例 5・ 6年    ヾ:

過
程 主 な 内 容 形 態 点意留

問

題

把

握

・ 問題意識をもたせる=。

`問
題の要求にせまる。

数字・記号に目をつ

tナ る。      :`
文意,数式を理解す

・
る.       :

・ 本時の学曹方向がゎか

る .

方法,留意点がわか

る.      :・

発 問

一斉 ・ 条件構成を考える.― どんなプロポ
Cシンョンがあって,どんなステップを

考えていけばよいか明らかにする.
‐・ できるだけ具体的に,何を,どんなも

1ので,どうするか組織する。
。具体物,図表,図式などを使って働

きかけやすくする.

。わかっていることの中で主要となる

数量の意味や相対関係を順序だて明
確にする.

・ 解決のための条件を明確にし (板書)

この方法でいけるだろうという学習方

向を明らかにする。
,新しい条件と既習のものとの組み合わ

せによって立式も計算法も決定されて
いくことを明らかにする.   : |

|わかったことの確認,不明瞭な点はど

こかの確認が必要。

・ 発間は,立式へ集約すること.複雑な

:発間は混乱を招く。  ′、

仮

説

・ 甲
要?算ζ :昌影I異 1

0客轟的知識と技韮ふ確‖

認         |

(ね らいがわかり自分で |

条件を抽出しぅだヽ集団

の中で資料として提供

できる.)   .|
・ 予想をたてる.

個人

′ヽジで

個人

・ 解くための条件を探索する。

どんな考え方Ъ方法,立式ができるか,

目標に合わせて予測する。  :
・ 目的活動をおこす原点として,客観的

思考の場づくりをするため,海分に相

互作用が行なわれなければならない.

・ 個 の々反応 一 直観,既成学習+新し

↓い学習の基本,独 31

0集団思考のための場の調整 ― 主観の

公共性へ
。今までの知識をもとにして,自分の考

えを組み立ててみて

↓。こうだろう。こうなるだろう。やれ

そうだ一 素朴な概念ができる。

=21-
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ヤ
～
ネ

　

０

過
程 主 な 内 容 形 態 点意留

検

証

・ 予想されたことがらを

発表する.

・全体の認識を高める

・ 問題解決の手だてを考

え条件調整をする。

・ 抽象化する。

0予想の評価

※ノー トに加除修正を

加える. ‐

全体

討議

一斉

・ 予想の集約をはかる。

・同類か,異質のものか,類似的なも
のか見分ける.

・ 理由をつけて自分の意見が出せるよう
にする。             1

・ どうしたら問題がとけるか (予想のた
しかめ)具体的な計画をたてる.教師

は目標に到達させるための道案内を全

体の問題として全員に理解させる.

例 。何をもとにして (問題の条件)

・ どんな形式で (式・計算法・

作図)          
′

。どんな順序でゃれば

・何がわかるのか (ね らい)

・ 言語化して,身についたものにする
(抽象概念としての形成をはかる)

・ 検証の結果,何がわかったか。 (検証

の発励

・ 予想,仮説の時点で考えたこととつ

き合わせて自己評価をする。

・つまづきの原因は確認させる。
0自分の仮説から自分の問題を数理的に

検証するのがたいせつ.

般

化

・練習をする.

l          

・

・ 評価

S＼
ノく/

全体 '

・ 基本的なものによる反復練習

ことばの式,量名関係,単位,記亀

整数,小数,分数関係などの理曲づ

けをする。

・ 数値や単位などかえた問題で,習熟度
の高まりを促すようにする。

本時のねらいに直結した問題を解明

するやり方Ъ立式を適応させる。

・ 関連教材しないしは次への発展を考慮

した応用問題にあたらせて知識ゃ技能
の巾広い適用の場を提供する.  |

難

・

警

・ 定着度を高める 個人

バズ

・ ―mfLの 問題を定着させる。

・ 問題の妥当性,児童の推理の限度を考
える。              |

・二次的な数量関係に注意一応用の範囲



:

理  科   一般例

… 23-

3・ 4年

過

程 主 な 内 容 形 態。 占
¨

意留

課
題
の
提
示

Ｑ
問
題
把
握

7問題意識をもたせる。

生活経範 事象,現
象,既習事項,実物,

'実 験,な どにより .
・ 児童自身気づいたもの

をFp5題とする。

一帯 ・ 話し合いながら方向づけることもあり,

比較からとか実験からとれ いろいろ

くふうする必要がある。

,本時の目標を適確につわませること。

,「何をどうして,どの
・
ようにするJと

いうような焦点のはっきりした指示を

する.

・ 確認に重点をおく。

仮

説

・
予

想

・ 先行経験をいかし既有

の知識を基にして予想

をたてる.

(ノ ー ト)

個人

バズ

全体

I`先
行経験をもとにして個人の考えをし

っかりつくらせておく.

,討議をする場合は,その考えが生まれ

1.て きた根拠をあげさせる.

・ 討議は問題の難易によっていろいろな
:形が考えられる.

3直観的予想も尊重する.

実

験

計

画

・ どのようにしたら仮説
。予想がと

'十

るかを考

えさせる.

・ 観点を指示する。

0新器具の取扱い方につ

いてキt鐸婁

バ ズ ・ 実験器具を示して実験法を考えさせる

・ 観点をはっきり示す ことにより計画を
_たてさせる。

・ 条件の統一をして実験させる。

実

験

・ グループで実験したし

かめる.

人

ズ

個

バ
・ 結果が正確にできるように順序よく実

験させる.

・ 予想したすじみちをたどって観察をさ

せる.

・ 結果が仮説どおりでないときは実験法,

仮説のたて方を再検討させる。

考

察

・ 結果のつきあわせ ・ 他グループの結果も見て,予想と比べ

る (結果の差の大きいときは実験上の

不手際 lrtなかったかたしかめる。)



ヤ
～
れ

　

０

過
程 主 な 内 容 形 態 留 意 点

・ まとまったものを文章で表現できるよ

うにする。

一
般

化

・ 知識の個定化をはかる

・ 新しい問題をみつける

・ 他の場合や事実にあて

はめる.

。まとめたものを目頭で表現させ定着を

はかる。

・ 本時の目標確認のため,問題をだす。

・ 生活の中の具体例にむすびつけさせる。

理  科 506年

過

程 主 な 内 容 形 態 ` 点意留

課
題
提
示

・
問
題
把
握

・ 問題意識をもたせる。

既有知識.生活経験

事れ 事実 などか

ら
・ 問題の焦点化する。

(ノ ー ト)

一帯

一斉
′くジィ

・ 児童が本時の問題を発見できるように

する。

・ 問題のおさえ方をどこまで意図してい

るのか,はっきりしておく。

予

想

ｒ
仮

説

士

・ 既有知識,生活経験,

事実,事象から個人の

考えをまとめる.

(ノ
‐ 卜

・)     …

個人
・↓∴・
′ヽ ジイ
‐'↓~・

全体'・

・ 助言を明確にする.         |
・ 自分の考えをまとめ,理由づけをする|

`既有知識を生かすようにする。

・互いに批判検討できるようにする。

・多様な予想をもたせる.

・仮説の段階まで高められる.

・選択肢の利用も考えられる。

実

験

計

画
|

・●適切な検証方法を考え

させる。    ・
・ 検証の観点を確認する。

・ どんな方法で,何を使って,ど う操作

していくのか発見させていく.

・ 実験方法を指示する場合もある:

・ 新しい器具操作及び薬品を扱う上での

注意事項を守らせる.

二 24-
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・ 記録者,実験の担当者,観察者等の分

担をさせる.

・ 実験b観察途中の状態の変化は,話し

合いながら確認させていく。
.

・ 実験b観察方法の吟味   :
(再実験の場合もある)

・ 状態 (事鬼 事象)の
何を見るのかを確認。

(ノ ー ト)

検
証

（
実
験
）

・ 検証結果を個人の予想に立ちもどって

確めさせる。

・検証結果を評価理解させる.

・ 問題に対しての解答が論理的に説明で

きる。

・教科書で確認をさせる.

・教師が補足をする.

・ 予想に立ちもどっての

確認結

果

の
考

慮

・ 類似の事象に対して論理的に説明させ

る。

・新しい疑間が生まれてくるときもあ

る.

・ 本時の学習内容か ら原理 。法則を発見

させる.

・ 活用・応用化

・ 原理・法則化

… 25-
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4 思考 猛促進 させ るためのパ ズ

(1)課題 (問題)解決と集団思考

学級とぃぅ集団を対象として,ひ とりひとりの思考を深めるという場合,集団
思考 (バズ・全体討講 は必須のものである.

課題 (問題)解決的思考が成立するために欠くことのできない条件として″別
の視点に立つ″とぃぅことがぁげられる。その条件を満たすためには,学級のひ

とりひとりが課題に対して自分自身の考えを示し,それを交換し合し、 お互いに

相手の視点,考えを理解し,ぁ るものを生産しよぅとする集団思考にもっとも期

待できるのである.

また,思考のしかたを学びとらせる方法は,ゃはり課題解決を目ざしての集団

思考がもっとも適切である。思考のプロセスとして,①知覚的思考 ②連想的思

考 ③婦納的思考 ④問題解決 ③批判的思考 ○倉1造的思考がある.そのうち
′ ①②③は直接D集団とはかかゎりなしに成立するが④⑤⑥は集団と密接な関係を
'へ もち,また①②Oは思考の定義からいえば思考と名づけるのに不十分であるとい

| われている。このことから考えても,課題 (問題)解決過程で集団患考をさせる

.1.|と は思考のしかたを学びとらせることにもなるのである。ただし課題解決とい

:.、 ,知神なものの媒介のないおしゃべりは思考する力を育てることにはならないと

いうことに注意したい.

:12}一
集団思考 (バ ズ・全体討議)に影響する要因

0 課題がひとりひとりに明確に,であること.

勧 課題の吟味が必要である。思考の深まりは課題の良否に左右されるといって

も過言ではない。

レ→ 思考の材料を豊富にしておくこと.

0 集団で思考する場合しまず,ひとりひとり独自のものを持つことが必要であ

る.そ して,異質のものが出され多角的な考え方が出されるほどよい。

婦 ノートに自分の考えをかかせ,それを出し合うこともよい。

村 学級集団の質は,大きな要因となる.集団の機能は,集団思考であるともい

える.

(卜)論理的思考を促進させるため,自分の考えを系統だてるため,問題解決の思

考のしかたを学びとるために,    形式ム意講
守ャ

要経なる.

-26-       み｀`
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例 ・考えを豊かl■するために ,~`「だからJ「いいかえるとJ

・練りと深まりをもつために一「 質問がありますJ「み方をかえてJ

「反対ですJ

・発言に関連づけるために一「 それについてJ「関係づけを」「関連

してJ

・要約一 「つま:り J:「ま。とめていうとJ ・
.

・発言バ トィT」 .「

｀
ハさを,ど うですかJ       ‐

・ 受け方 ―「 ョ、さんにっ|ナ
.た しJ「そのことについて質Fpu

{3)思考操作のしかた  I■ 卜
 11.・1'・

イ)個人思考 (こ こでノIT卜 する)。・

集団思考と個人思考は,lrレ,)つて 相ヽ互補足的なもので,話し合いが禁止され

ている状態をかこ:■では田人思考と呼
～
でおくoまず,課題に対する自分の考

えをノートさせる。というのは,_■ れまでの経験で,同調琴象 あなたまかせ

などが見られるためて,それを防̀ぐ
こと・と,ノ ■.卜 することによって自分の知

識体系をつくり出そうというならいをもっ、いるわけである.

blパ ズ    →it,11l l.lし 1  ■ 1

いういうな視点やヽら,てきうだけ多くの考え方が出されるほギ集団思考に意

=味をもつ。自分の考え.が力、かれたイ‐卜を中1いにして考えの変準をレ合うので

あるが,こ こで比較
`関

係脇 分化,統合などがある程度行なわれる.ま た

評価,確認ひ修正の機会にもなる。

11,全体思考、111:1■ 11.■ ザ '

、̀l,学級全体の専見交拠 、
`討議は,多彩であるだtiに思考の高まり芍,ある力ヽ こ

|れのみていくと二位帯のみのべTスで授業が進ゅゎれていきやすいので肇意し

なければならない・

この三者を交互に組み合せながら,児童相互の考えを積極的に出し合し、 批

判し,補足し合いつつ協同で思考を深め,認識を高めていこうというのである.

5 思考 を促進 させ るため の ノー ト

集団の思考を決定するものは,個人の思考の深さであり,そのひとりひとりの思

考力ヽ よどみなく相手に伝達され合うことにあるという.また,自分の考えを集団

で思考することによつて,他の考えと結び合わせ発展させることが集団思考である

-2L―



ともいう.これらのことから,まず自分の考えをノートさせるということを取りあ

げているのである。

例 国 語

目標

1 年  ・ 語として書くことになれるようにする。

・ ことばの単位表記になれさせる。

2・ 3年   ・ 自分のことばが,文や文章に書きあらわせる。

.・ 思ったことが,自 由に書ける。

・ 事実と感想を区別したり・ 両者の比較がかける。
・

・ どこからどう自分は読みとったれ みんなで話し合う中で,

~ど
う考えが変わったかがかける。

・ 自分と友だちの考えの比較がかける.

4年以上  ・ すじを追ってかける.

・ 経過の分析がかける。

・ 比較や関連事項がかける。

・ 心情をとらえていく過程がかける.

要する:■,課題内容に応じて,自分の考えを書くことができることを当面の目あ

てとし,書かれたノ‐卜を中′蜘こバズをさせ,全体思考をさせていくのである.

6 課題解決的思考活動の評価

以上3課題解決の過程をふむことにより思考活動を活発化させようというねらい

のもとに,パズの位置づけ,ノ ートの活用にういて概路を述べたわけである力ヽ こヽ

れらのことが効果的であったか,ど うかの評価基準も‐応,作ったみた.紙数の関

係で,‐例を述べておく。

… 28 -
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国   語

… 29-

点観 評 価 の め や す

間

題

把

握

・ 問題意識をもつ   -1._

0課題が自分のことばで書け

る 。

(ノ ■ 卜)

個 の々考えをもって. 自由

に話し合いができるo

(話し合しう

学習課題がはっきりとられ

る。           
‐

(発言)

íズ点検で

A 自分で課題をわかりやすくしている
B 言われたとおりかいている。

C ;課題が何であるか,つかめない。

・
わかちてし`ること力ヽ な`っきりする.

絶人と自分とのちがし`がぁ
1づ

たとき言

l全体観察でl

・自由発言ハ 随所ではじまっているo

問獄 で

・文章や資料を加味して発言する。

・課題の出された要因から発言する.

。前時と本時の予想との間に立って吟味

する。      _ ._

るえヽ

で

予

　

　

　

　

　

　

ｒ
　

想

ノT卜 するo

サイドフインをひく。、

教科書に書き込みをする.

_Al裏づけをもらた発言がなされている

B ノートやサイドラインのつけ合わせ

をしているc

C・ 文章にかかれていることばを問題に
:し ていない.

5・ 6年



点競 評 価 の め や す

討

議

・ 予想のたしかめをしながら課
題解決にせまる。

・ 文章に即して内容を考える

ことができる。

(発言)

別な立場からの考えを持つ

ことができる。

(発言)・

(― 閣

[間答式で
|

0時間的経過が順序だてられてぃる。
・セカ

ンテンスのつながりをみて,中心文

や中心語句が選び出せる。
いうなぎことばによって文のしくみを理

解し,内容を明確におさえる.

0段落相互の関係がよみとれる。

気づ 状態観察で

ご略す ― )

7 今後 の問題

課題解決的思考を中心にして,パズとノートでさらに思考を促進させようという

ねらいをもって今日に至っていなが1.″ これでよい″ という段階に至ったといぅ
ことではない.今後,一そ

・
ぅ努力をしなければならない点が数多くある。

ほ)子どもの思考をゆさぶるような「 課題提示Jのむずかしさ.

{2)思考への努力を促す「 場面設定Jのむずかしさ.

・
(3)教材研究は,課題とそれに対する予想や仮説を設定する過程であるというが,

その教材研究のむずかしさ。

i4}集団思考における交互作用を活発化させることのむずかしさ.

{5}全員活動を目ざしているものの,下位群をどのように参加させるかの,むずか

しさ。                           ´

-30-

ヤ
～
れ



鰺 鑢覇鑽 饒 鼈 醸眈 晰 祓 饒 圏麟勒 鼈 鑢 鼈 欲 勒 暉輔 蒻臨鑢 鼈 蝙 鼈 醸 鼈 鰊 厄 鑢 曖 購 麟 蝙 祓 繭鼈 、

(61 子どもの思考に即しての発間の様式のむずかし書.

{7)学年段階に応じを:iどのような思考活動ふ期待できるか
.と

いうごとのおさえの

むずかしさ.

{8}話すことに対する子どもの抵抗をときはぐすことのむずかしさ.、

{勢 をあ福「:・ :1、 ti‐

:′
t・ Iif rⅢ :‐

研究FpD舷をもニセ実践をちみ童ねてtヽ 1チぼl itfく まヽどに次々 と商題点,困難点が

生じたくる。しがし

':研

究Lし、ぅことな|,i歯難点を避けることではなく:それを発明

していく過程であると考えてヽ 今後一そうの努力を続けていくつもヴである。

「 日,暮れた,道,遠し」
rの

感が深い二

-31"ニ
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課題 方式 バ ズ学 習 と授業 の実際

豊田市小清水小学校

バズ学習というので話し合い万能主義で「 何 に々ついてみんなで話し合えJと いっ

たような漠然とした発間による指導には,高度にして能率的な相互作用は望まれない.

もともと学習指導の中には,教えこむ内容と,考えさ芦る内容とがある.キ ッォルが

教師の役割りについて「 子どもたちが発見すべき原理を正答を与えず暗示し,その練

習を与えることによって,彼らを援助すべきであるJと いっていることは,そのまま

パズ学習における教師のあり方を示してしヽるといえよ
`う

。考えさせ。る場合でも,その

方向づけの必要性はいうまでもない。

およそどのような学習指導にも,教材研究は必須の要件である。一つの単元・ ある

いは一指導単位時間のどこで,どのような内容について,どんな相互作用を,どれく

らいの時間とりいれるかは,指導者の教材に対する精通度によって多少とも異なって

くる.われわれの研究の一つは,いつでも,どこでも,だれにでもできるパズ学習の

パターンを打ちだすところにあった。しかし,教科のちがいや同じ教科内でも,ジャ

ンルによって必ずしも同じようにいかないし,また,教えこむ教材ヵ、 考えさせる教

材かによっても異なるであろうし,あるいはまた,共同で解決するとか,共同で思考

するとか,共同で要約するとか,共同で練習するなど方法にもさまざまなものが考え

られ,これらを組み合わせてバズ学習を類4fLす ることはきわめて困難な作業であっ

た.

ところ力ヽ 話し合いの形式や方法をじゆうぶんに身につけた児童に,深い教材研究

によって系列化した内容を課題として与えてし■ナば,パズ学習の質はすばらしく高まる

るだろうことは想像される.われわれは教材研究によってデデインした指導内容を課

題とよび,この課題をベーパー・テストの形式で示していこうとした.課題を与える

のに,能率的な□頭指示をやめてプリントにした理由は,授業の流れについて教師は

認識していても,児童の意識化が欠けているとみたことと,こ こでテストに対する心

がまえ (テ ストを権威からの評定としてではなく,自 己の学習の指針あるいは,フ ィ

ドバブクとして受けとる態度)をつくりかえていこうとしたからである。

… 32-



結

I 課題方式パズ学習と授業の流Ⅲ

ゎれわれは,課題方式バズ学習の展開過程を三段四分節でおさえることにした。即

ち,準備課題・中心課題・確認課題の三段階がそれで,①準備課題は,ウ ォ
=ミ

ング

アプノ効果を含む新しい学習に対するンディネスや,動機づけの意味において導入段

階で与えるものをいしヽ ②中心課題は,展開段階で1新しぃ学習内容を指導の順序に従

って,問題解決形式でいくつか与えるもので,提出前後には必要に応じて替足・解説

・ 要約などを行い,③確認課題は,終末の段階で学習内容の概括とか,要約とれ 確

認とか,練習とか与えられるも,な指している.1‐そうして,いずみの課題に対しても,

0個人思考 ⑥集団思考 ◎肇毒 Qま とりと補足,四分節をふtr■ L_4を基本と考え

た。これはどこまでも形式的な段階であって,「 朱ヽにヽ ■尋なよつlシ なこネば,知識

・理解を主とする学習の場合 問題解泳を主とす 0、
学胃の場合 球能の じ芝、ルを主と

する学習の場合,創作,鑑賞を主とする学習の場合など,∫ 領域・■分野によ?て多少と

も異なるのは当然であろう・ 以上のことをまとめれば,つぎのようになる.1

<準備課題>  年1 1■ :‐ . ■ ‐ 1:'■  ,ぁ ■ ・ 」

復習・予習課題などとして与える.       :  ■li′

○ 個人思考         : 「     ■

・課題に対して,.個人r教科書,辞典類,ノ
=卜

をみて考える.

・ただ,「読め」というだけでなく「 このことについてはどう思うかJな どの

指示を与えて「 なぜだろう」を引き出し,児童ひとりびとりの課撃:こ対する

考え方,視点を明確にする.

。このひとり調べは,課題用紙にメモさせる。

0 集団思考

・グループで各個人の考え,

・討論ではないo

O 発 表

意見を交換し補足・修正する.

・教師の指示で,一二のグループに報告させる.

・ この報告は,課題に対する正否をいうのではなく

だれだれはこうでしたJと いうふうでよい。

① まとめ

・教師が補足し修正してまとめる。

-33-
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これで参加度を増し,次の中心課題への準備 (セ ッ

る.ふじゅうぶんならやりなおす.

卜あるいは構え)をつく

<中心課麗>

概念・原理課題と

0,餞人思考

して与える。

・準備課題をふまえて学習すべき課題を提出し,テ キスト,参考書で個人の考

えを深める.

0 集団思考

・グループごとに課題に対して話し合し、情報の交換や共同で思考する。

・この場合教師は「 この点をみんなでもっと考えてみましょうJ「その先をも

う少し考えてごらん」「 なぜこうなるか」「 こんな時どぅしたらよいかJな
どと発問し,思考の観点を方向づける.     。

。このパズには正答を要求する。               `・
0 発 表                   |

・各グループから,それぞれの考え,解答を報告させる。

・報告に基づき,教師中心のコミュニケーンョンで質疑する。問題によちては,

再びグループに戻し,集団で考えさせる。            ・=

。
「 こういう考え,意見はな力`ったかJと しヽうように,児童ひとりびとり

°の考

え方やつまづき等にも留意していく。      `∫ : |.

0 まとめ                ■
|‐ 1・ Iil‐  1

・教師が補足しまとめる。           ・  ● =:・

´
ぼ

<確認課題>                  ' 1・ .   ́ '

練習,応用,まとめ課題として与える。                1
0 個人思考        ・:                 … :`:・

・課題に対し,個人で思考しあるいは練習する。          | ・

0 集団思考

。まとめ,確認の話し合いをする.あるいは相互援助によって     ゛

練習する。                      ,    ・

0発 表                  
′
‐

・うまくまとめているか発表する。

● まとめ                     i

'3石 ―



・教師が全体をまとめる。

・次時の予告と次に発展するための課題を指示する。

(も ちろん,以上の三段四分節をいついかなる場合も必ず踏まなければならない

というのではないが,パズ学習指導の典型的な過程として設定したものである。)

= 
課題方式バズ指導の実験授業  ・ザ

':11'i…
… … 11イ :._f■ 1:∵ it

(1)実験授業のねらい 、  1 :. :……: 」:・ 11.1.

課題方式のパズ学書では,今まiで述、てきな理論な,1_認知的な目標 (知的理解

面)はもちろん,理科や社会がねらう態度目標しさらに社会的な人間関係が一そう

深fヒ レ申キすや||が■

'ヤ

■なけ■唯な々誉
い。・

`し

F'このような人間関係の

深化向上の割合は,グノイァプ員の相互作用のあり方とその高まりと|■密接な関係が

ある警Fぁる.  ::: .`・
1'「  : ::.                

′

従来行なわれていた一律一斉の授業とバズセッションをとり入れた授業における

進歩についてら 豊り|1中 部小学校,蛯歓研究てもあきらな11されてぃぅ。、(「小学

ξ〔Illi,電
=:蒻

覇lIご

・
:軍ltti甦[講:IttL

‐
「グルニプsil成JT'~=ダニの問題J・などをもとに,「学力の進歩状況J「態度の

変化 (発達)J:にっぃての研窪をし,課題と相
=作

用,課題と児童の思考などに関

する今後のあり方などの検討資料を得る目的でこの実験授業を実施したわけである.

)指導i15程の観察方法 ・:11.11  ■l      ´

" 
教師と,各バズ分団に 1名ずつの観察者をおくo            '

竹)教師の活動は,課題提示1発問,指示.説明,要約.指名,板書,その他に分

類して記録した o

{ジ 児童の活動は,対教師と,児童相軍のコミュニケーンョンに大別し,対教師は,

3警i::i17置奮〔Lf層理露::FI:‡igi曇[.編曇:[lttTTi
どの項目にしたがらて記録する。・

        '`お    ・″

0 記録なメあらかじめ準備した記録用紙に:始業がら終了までの全指導過程を5

分くぎりて記録する。 i

… 35-
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単

・鬱

社 会 科 学 習 指 導 案

今後の農業

(3時餞 _

農産物について……… 1時間

農業人口について…… 1時間 (本時)

共同fヒ について……・・・1時間

― 農業人口が減少し農業がどのように変りつっあるか :

一 資料やグラフ統計を利用,他人の考えをよくきく

いろいろな意見や考えを比較,自分の考えをまとめる。

1単  元

2 指導 計 画

5 本時の目標

認知的なもの

態度的なもの

4 指導 過 程

ねらい 教 師 の 活 動 児 童 の 活 動 評  価

農業人日の

うつりかわ

りをは握す

る。

自
｀
分の考え

を卒直にあ
べる

わが国の農業人口の

っているか .

》つりかわりはどうな 農業人口が

減少しうっ

あることの

事実が確認
できたか

・グラフからどんなこと
に気づく

'か
調べさせる

① いつごろから農業人
口がへりはじめてきた
か 。

② どのくらいへってき
たか。   ・

③ どんな人たちがはな
れ ていったか .

0 はなれた人たちはど

んな産業についたか。

・ 個人思考によリメモさ
せる。

●グループでバズさせる

・ グルァプ発表をさせる

資料のグラフを各自で

読みとったり,グラフ

から推察したりして課

題を解決する。

・各自メモする。

・ パズよりまとめる

・発表する.

課題を解決して,またつぎの課題にとりくみ,順次つみあげて本時の目標を

理解する.(中略)

-36-



蠅姜瘍 鼈 瘍 簑
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(1)wffieftffi..;."-.;-.-.*....

'OmHa=a*(#roi I r," ', . ,

渋 師 発   問 指 : 名 板   書 そ・の
'他

5分

グラフ指

示しソコヽ

鞭
な さし、

気驚
ことを書

きなさし、

ク フを|

指示しな|

が機
をみなさ.

し、
気う だ
ことを書_

きなさい(

01几
轟顕盤盛見

5分

●
畔

神 薇
さいふ

:・ グループ
でま

.と
め

なさい。

5分

グラフか

ら北かっ

たことは

どう考え
たらよい
力、
その理由
1まざ110ヽ

・話レ築 ヽ

勒

・ 議露雲11こ

ついて
・ 謗 躍 :1に

う て

3ク ‐プ

6グループ

アク ープ

ρへってき
組
口

― この課題に対し,児童の活動は次のようであった。

② 観察記録 (児童)1             マ

グ/7-プ グ ル ー プ I グ ル ー プー E

項  目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極0 消極0 集・ 外 :積極○ 消極0 集・ 外

5分

5分 0 10 14

5分

0 18

―‐37- ま
量
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一
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1毅‐‐_1‐ ●:==鰺鵡銃

グループ グ ル ー プ E グ ル ー プ IV

項 目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極0 消極0 集・外 積極0 消極○ 集・外
5分

5分
14

5分

計 23

グ″―プ グ ル ー プ V グ ル =プ Ⅵ

項 目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極0 ′肖麺K∋ 集・外 積極○ 消極○ 集・外
5分

5分 : 18

5分

計 37

グループ fp-/W 計

項 目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極的 消極0 集・外 積極○ 消極0 集・ 外
5分

5分 ・
4 80″

5分 52

計 5 134

この観察記録からいえることは,各グループとも,課題に対し多くの相互作

用を行なっていること, しかもその内容力ゝ 相談,助言に集中していることで

ある.従って児童は,次の段階の中心課題へと,比較的スムースに進むことが

できたのではなかろうか。

-38-



―

(2)中 壌ヽ縦

① 観察記録 :(教師)I

課題②の「農業人口が減少した理由は,

課題②の「 農業人口が減少した理由は,どんなことだろうか。そして減少し

たことが,どんな影響をあたえているか。」を提示し,究明の段階へと授業を

進めた.          ・   i

この課題に対し,こ の段階では,パズセツンヨンの時間が長くなり,時とし

ては話し合う内容が深まり'のない平板的なものになるおそれがあったこそこで

約5:分間課題の説明とその究明のための方向づけとに費やした。
…

この記録ふら義勇チぶよぅ:こ:タループ→教師→グループというような方法

から内容的な深まりがでてくるのである。

-39-
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褻 師 発 間 指 示 説 明 要 約 指 名 板 書 硼

5分

翻 グラフを見
なさしゝ

・ 妥護葺ヨ費塑k
~て

な痛受魁層

・ 議醸 額議 グ号

えなさし、

わかし大
鐘
勁
軸

●卿

勁
竣．購

闘
・ 話震 藝 α 渡 滝

明
・ 樹臨

5分

・話レ舗ヽ

をはじめ

なさし、
・ リーダ‐

まとめな

さし、 ヽ

1`海′―プ

4グループ

5ジ)
mt
なぜよいか

・ もう確
バズしな

さし、
・話レ鵠ヽ

わ て

卿 移
しだと

1餞署澤メよ
しtと

4//レ…プ

3グループ

6/ループ

2多ウンープ

・ 夢 輌 司

・ 駐 る

5分

・ t脇「 副作覇鷺
C撻諺縫こ
ついて説

明

潮
議
軸
新



・譜―― ―一 ‐ ~ヽ
“
諄藤議=

|

l     l

鸞

② 観察記録 (児齢 五

グループ グ ル ー プ I グ ル ∵ プ I

項   目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 .互

積極① 消極○ 集・外 積極○ 消極○
5分

5
5分

5分

5分 6

5分

計 57 35

グループ グ ル ー プ I グ ル ー プ Ⅳ

項  目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極○ 消極○ 集・外 積極○ 消極○ 集・ 外
5分

6
5分

5分

5分 20

5分

計 47 2 8 一
〇

グループ f )v ts / Y / )v *- / lI
項 .日 対教師

児 童 相 互
対教師

児 童 相 互
積極0 消極○ 集・ 外 1積極○ 1消糠0 1隼 .晨

5分

5分

5分
25

5分

5分 16

計 6 45 60

-404
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中心課題に対し,児童がどのように反応を示し相互作用を行なったかを考察

してみると,教師の指示により大きく2回のパズセプン轟ンの場が与えられて

7っのグループのうち,グループⅣとグループⅧでは:2回目に行なつ・べき

話し合いがほとんどなされていない。この2っのグループは,課題に対し一応

の究明がなされ,グループ発表後教師により再び発表内容についてのパズセッ

。ンコンの指示を受けているが,話し合いが活発にできなかったグノンープである.

しかし,これらのグル‐プでも前もって教師が準備していた課題に対してはi

かなり活発な話し合い活動がなされているということは,課題の与え方に問題

があったのではなかろうか。

この中心課題に要した時間は25分であった.       ｀ ・ヽ:・
:

13)確認課題    |
① 観察記録 (教師)I

*41 -

いる.

グループ グ ル ー プ Ⅷ 計

項  目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極0 消極0 集・外 積極0 消極0 集・外

5分

5分 9 8

5分 18 90

5分 18 74

5分 5 66

計 34 2“

ヾ 目師 発 問 指 示 説 明 要 約 指 名 板 書 勧

5分

純 これからの

方針はこれ
でよし哺、

織
考えなさ
し、

/ル
ー

宍

まとめなさ
し、

」糧留整鍵聾こ
ついて

輔
"しゞCr

グラフの説

明

場麟覇軒ヒ

1//p― ノ
5グループ

餞  輝
議  細

1軍

|        

も

:

:

:

臨

"
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嚇

課題0(確認課題)では「これから,農村弯tま,'ど ぅしたらよぃだろうか:J
を与て, こ■までに得た知識から将来を見通す段階とした。
板書によりまとめた事項をもう一度繁材とし話し合いに移るよ:ぅ 指示し|ま

とめさせ,発表させた,グループ間の結手作用も若干はみられたが,どのグル
ープも活発に話し合いがなされ. ぅまくまと力1できたよぅであらた。||

(次の児童の観察記録参照)               
°
「 ｀

1  1
② 観察記録 (児封 重

課題③に対し観察記録からいえることは,各グループとも話し合いが活発に

行なわれ,一時間のまとめとして
`の

役割が果たされてぃることがわかる。
この課題に要した時間は 5分であった。ゃゃ時間不足のうらみがあったよぅ

だ。

‐ 42-

グループ f )v E / fi グ ノン ー プ Ⅳ

項   目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極○ 消極O 集・外 積極0 消極0 集・ 外
5分

グループ グ ル ー プ v グ ル ー プ Ⅵ

項  目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相

｀
互

積極① 消極○ 集・外 積極0 消極○ 集・外
5分 16

グループ グ ル ‐ プ Ⅶ 計

項  目 対教師
児 童 相 互

対教師
児 童 相 互

積極○ 消極○ 集・外 積極○ 消極○ 集・外
5分 D 56 0

ｙ
，



畿

2 キ鱒 の結果と考察

ゃ,これまで考察してきたように,準備→中心→確認の3っの課題による指導のi15程

は,・ ほぼ計画どおり進めることができたといえようなしかし,このような指導が,

いかに効果的であったかどうかは,これだけの資料からでは何ともいえない。この

.指導における,`児童の
1学

習に対する興味,関心,満足感などはどうであったか。ま

た,,こ れらの理解 b知識などはどのように進歩したか,などに関する資料がなけれ

ば,指導の効果を的確に判断することはできない。        ・

そこで,こ の指導の効果を判定する資料として,参加度と理解度 (進歩量)の測

定を行なったが,それらの結果を述べるとともに,それらご各グル‐プの相互作用

の状況との関連についても考察を加え:。 今後の指導の参考にすることにしたい。

(1)学習に対する参加度について :

この時間の学習に対して,児童はどのように興味や関心を示したか,また,ど

のように満足を感じたか,さ らに,仲間たちの態度はどうであったかとし`う3つ

の倶1面から,かれらの参加度をとらえることにした.

興味・
:関

:ふな7項目, 5段階評定によったので3各人の参加暉は,5暮γ 7点

ぉょび25点
～

5点という得点によって示される。なお,調査は,指導終了直後

1 に実施したものである。  i

・表1)お このような参加度警学級全体とグループ男帳二永したもあであるふ

この表を見ると,およそ次のことがわがる。i二・
:       i

-43-

グループ (人総 ②満足・理解 ③仲間の態度 ① 十 ②

学級全体(59) 128:ブ   :(4151)'| 21.4(3.54) 2a6 (3.34) 5a2 (λ 67)

(g)

(6)

(6)、

(5)

(6)

(5)

(5)

ｌ

Ｅ

Ｉ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

24.3 '( 4.86 )

Io.B t a,to )

n.5 (,g.es )

30.6 
,( Iruo 

)

50.8 6 a.eO )

zT.B ( s.Ba )

Zl.Z ( l.gt )

17.1 ( 4.s5 )

nJ ( 5.63 )

n.r ( o.?+)

n,4 (0.90 I ,

n.g ( o.go )

21.6 tz.Ez)

2A.6 ( a.gg )

17.a ( s.os )

1?.9 (zll)
n1 10.6t)

n.2 .( t.sa )

?21 1 i.ts )
zo.o (z.gt )

z1.z ( t.Tz)

4LA 6t0O)

53.5 ( e.Zg )

sl.r. (4.tp)

sr.o ( e.sa )

55.7 ( 6.08 )

4g.4 ( 5.51 )

41.ti I S.tS )

「①興味ι歯:ぶ i



″ ―プCA総 知 能
′
①事前テス ト②事後テスト

'

進歩量②‐0 進歩率(%)
学級全体(39) 4202 8.2(2.13) 12.ア (2。 11) 4.5(1.84) 66.2

1  (6)

1   (6)

=   (6)
IV  (5)

V   (6)

lT  (5)

Ⅶ .(5)

428

46.1

51.0

48.4

,4.5

4乙 2

52.0

8.7(1.88)

8.5(1.79)

ス7(3.14).

ス6 (2.65)

8.8 (1.78).

λ2(232):

8.8 (o.75)

12。7(2.14)

15。7(2.56)

127(2,o5)

12.8(1.46)

1多.8。(1:46)

11.4(2.42)｀

12.6(1.ア 4)

I 
o'o ( t'oo )

I 
u., ( t.sa)

I 5.0 ( z.gs )
I

I 
u., ( 1,sz)

| 4.0 ( l,zy )

4.2 (gla)
r.B (z.Ea )

“

.5

80。 0

68.5

7Q3

64.5

%.8

61:3

① 学級全体では,「興味・関倒 28。7,可能最高得点35点に対して 82%,
1 1 _「

溝足
:理解J2■4.可能最高得点 25に対して約 86%「仲間の態闘 20.6,

7警最高得点 15に対しそo24%で ,ぃずれもきゎめて高い値である。すなわ
,́参加度といぅ点では,満足すべき状況であったとぃぇる.

9 グル‐ノ別では,最高 (0+②)はグル
Tノ Vで 53。7(可能最高得点比は,

約 90“ ),最低はグループIの 42o(可能最高得点比 70%)でぁる。
なお,こ のよぅなグループEIJの参加度の高低と理解度 (進歩量)の関係はど

うか,また,相互作用状況とはどぅか,などについては後に考察する。
(2}学カテストによる理解度について

この時間の指導で,児童がどれだけの理解度を示したかを明らかにするために,

事前と事後に学カテス トを実施した。両テストは同じ内容のものであるヵヽ 問題
の配列

`の

他に工夫を加え記憶による影響を下きるだけ避けるようにつとめた。
事前テス ト(6問 1.5項目の 15点満点)は次のよらなものであった. .

表  2
(15点満点)

(警) :進
警
率レ事     X100

表2に よると

① 学級全体ではb事前テスト8.2(可能最高得点比は54.7%),それが指導後
の事筆テストでは147(可能最高得点比 04。7%)で 405の進歩量bこれを進
歩率にすると6&2%の 向上を示してぃることになる。

()内は標準偏差
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事後テストの127は. loo点満点法でいえば,学級の平均点が約 85点と

いうことになり,かなり高い平均点であることがわかる。11・・ili t ''

② グループ別では,最高の進歩量ユ2を示して、いるのぼL」グル プ1と Ⅳ,反

.: 対に最低の|.8}ま グル■プⅧであるカギ進歩率でいえ・なb最高はタループIの

r i00%,最低はグノイーノⅥの5ユ8静・1でぁるざ:総じて
`fiど

のグループもbヽ なり

の進歩量,進歩率を示しているといえようLi F■ 1(■・::.111'r 、～

③ なお,グルーノ別の理解度 (進歩量)と 参加度の関係をみると,進歩量の最

高のグループIと Ⅳの参加魔 (①士②)、 は535_… (可能最高得点比8Я 17%)

53.0(可能最高得点比88.51%)「1友対

'こ

,1最低あグループⅦのそれは4ス 8

:(可能最高得点比7'6_7%)で :両者に密接な関係がぁるこ1がわかる。,こ の

点:二らしヽては後に,点めて考察する。ヽ  1・ :1  :、 ′:::

0 相互作用・参加度・理解度の関係111いて
|._‐  Ⅲll :::    

¨
|

ここでlお まず各グンレープの相互作用状漏 (積極的な相互作用の回数)と参加

度および響鷹度,相互関係:(ゃ また,ぎ :D_´を算出してみよ〕・
・
:これ■よ?:て三者

の一般的な関係を知ることができる。/  1 rr  i

表3は,さ きの観察結果からグループことに相二作用 (積極的なコミュニケー

ション)のひとり当り回数_平均参加得点,平均進歩量「進歩率を表示したもの

である。

表 3

QD。 (購は標準偏差
.・

散布係数は1.T X100:‐ l

-45-

グループ°
(人数).

相 互 作 用

1ズ当う
回 ,数 散布係数 ①十② ③

・
進歩量 進歩率

ポース ト
な 卜響署ポミ

1  (6)
(.ふ ,島

8・4。7 '42。
0:・ 1乙

'0
4.0・

`■

5 12。 7

題  ,(6)
(九鶴′ 7■ 5

′
椰:5 1■8' 5。 2・ 臨 Q:

菫  (6)
(』 1島

5■ 1 51.3t
1 22Ll

5。 0 d誡 5i 12.7

IV て5)
(1」:島

74:3
・
53.o 22・ 5。 2 瀾馳3 12.8

V   (6)
[ご鶴 6乙 8 53.7 22.1 4。 0 64.5 J2.8

ll  (5)
(g掲 i

84.7 47,4´ ′200 4.2 5■8

斑   (5)
(4.'丹

95。 4 F乙 8 21.21 3.8 ,6■3 12.6

参́ 加 .度
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表5か ら,相互作用,参加度,理解度の相互瀬関 (亀 または P)ヽ を算出すると,

表4の ようになる。

表4の相関表をみると,およそ次のことがゎかる。

① まず摯相互作用と参加度の関係では, 1人当りの相互作用回数の多いことよ
りも,`グループ内の相互作用にかたよりが少ないこと (散布係数の小さいこυ
の方力ヽ 参加度との関係はより深い傾向がある。      に

表 4                   ⅢⅢ彙

参 加 度

①十② ③ 進 歩 量 進 1歩
:率 ポ,ス ト

ニ _ス ト

相互作用 卿］
0。 43 0646 EL 48 0。 00 a21

布
数

散
係 a69 0161 0.52 0。 62 0.59

参 加 度

¨ ＼ a50 a64 ,a79

③ ＼ _0.25 a28 a18

(涯L) O N=7(グ ループ)

② 5秘 永準で有意と認められるには0。 79以上(両側検越
であることが必要。

② 相二作用と理解度については,こ のような傾向はぃっそぅ顕著のようである.

.すなわちal・ 1人当り相互作用回数と進歩量が 0.48でぁる以外は,進歩率とは

=0.00,ポ _ス ト・テス トの得点とは 0。21 とぃずれも低いごこれに対して,相
互作用に

″
かたより″が少なtヽ こと (散布係数)と は進歩量,進歩率

`ポ
ァス

ト・ォ■卜得点とも050以上である。           ・.

9 そこ
下'相互作用,こ とにグルT4中の警レ合いに

″
かた|:う しが少ないこ :

とは,.メ ンバーの学習に対する参加度を高め,理解度を深めることと関係があ
ると,いぅことができそぅである。

・0 次ll,｀ 参加度と理解度との関係であるが,こ こでは,.参加度のOと②あ合計
得点つまり興味.関′れ 満足度とポIス ト・テスト得点との間には5%ンベル
で有意 (両側検定)な相関を認めることができる● (全相関係数中唯■の有意

-46…
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,な値である)進歩量,進歩率とも0.5・ rO.64の比較的高い値を示している。

参加度のOは仲間の態度に対する認知の傾向で,あるが,これと理解度との間に

は,ほとんど関係はないと.いえう。・

なお,参加度 (0+②)と③との相関は0る 1でそれほど高い値で}まない.

0と②は自分自身,暴鳴 ,関金、・満足度である力ヽ ③は仲間の興味。関心・満

足はどうであったかという認知である。

以上のような相関研究の結果は,「適確な課題を提示することによって,、 児童

間の
″
かたより″.のない相互作用を活発にすることが,児童の学習に対する参

加度を高め,_かれら,理好を促準すること|こ きわめて重要なことである.Jと い

ラわれわれの基本的な考えな支持するものとしてきわめて有意義であるというこ

とができよう。 1メ :11・ 1:_・
・

:i:三 ・
i

上記の結果は,集印ィ,ノ7のものであった力ヽ これを個人ンベルで検討してみる

と次のとおりである。

まず,積極的な相互作用回数によって,全員を多中少に5分する。次に進歩量の

大中小にようて3分し:こ
・
れを分割表に示すと次の表ができる。  ・

この表かり,こ♂を算出する18:71‐ヵヽ得られる。■の場合0自 由度は4であるか

ら, 10%水準で両者の間に連関あつといえる.なお,これから0(連関係数)を

算定すると,C〒 0・
451と なう・ 19Cの値は, =(譲 力,審全な連関,Dく最

4う の場合は独立を意味する。したが■て,それほど顕著ではない力≒「 相互作用

回数の多い児童は,その進歩量も
｀
大きしt傾向があるJと ,こ の場合もいえそうであ

る 。

3 11i曇
基に11111撃薔:逼≧|1畠轟|づ農討する1あになさ.た実験的な研究

授業の概要について述べたが,~をあ主要な目的であるこ①課題の設定と提示の仕方.

0課題に対する児童|キ ,緯み方
・
10警縮1援助・助言Ⅲギ警導?仕事 などに関

する一般的な指導方法論考ぇ方)・がいかに妥当なものであるかを実証的に検討した

い

‡IЁF思1璽

'曇

曇[I1113喜 i亀二〕二底こ〔勇違[i参加度を膏め,

理解を促進するという効果め面がらして妥当なものであるということ・ ②課題によ

‐ ■7ア

‡

―

―
‥

‥
‥
‥
ま・ま
‥

‥
‥

‥
…
‥
‥
‥

‥
〓‥
―

ま
」
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攣

って,児童の有効な相互作用が促進されるといぅこと。③相互作用の指導としては,

単なる回数の多いことょりも, 
″
かたより

″
を少なくする準とに力点をおく人きで

あること。などを明らかにすることができたのである。

「 錮

・・  理 科 学 習
´
指 導 案   6年

1.題   材  空気中のしめり

2 本時の目標

認知的なものT― 水は地丸 、水醜 動植物体ゃヽゎ蒸発していることを
…           知る。また蒸発の条件として表面積の大小があるこ

とに気づき,その実験の計画をたてる.

態度的なもの ――科学的なものの考え方卜態度を養う。

il ―        友人の着想や考えを尊重する態度を身につける。
3 指導 過程

-48-

ねらい 教 師 の 活 動 児 童 の 活 動 評 価

日常の経

験から問

題を提起

させる。

・ 蒸発に必

要な条件

に気づか

せる。

11奮
IIIF11:1:

・晴天のときのせんたく
もののかわきぐあいは1

:111ギ患裏曇:夕
|

・前の課題にあけた個個
のことがらについて考

える.

・ 温度,湿度,表面積に
ついて考える。

(個人→バズ→発表)

・ 問題がつ

かめたか

・ 蒸発の条

件がわか

ったか



軸 鑽 簿 攀 集 囀 暉 瘍 黎 黎 黎 録 蘊 蜀 黎 鼈 躙 鼈 鼈 躙 鼈 鰊 輻 蒻 鼈 鰊 晰 鰈 蝙 鼈 蘊 蝙

0バズグループの編成

・ 知能 。学力・諸調査の結果を基準として各グルTプカ手できるだけ等質に,なるよう::

・できるだけ男女同数の6人または4人の偶数グル
=プ

をつくるようにした。 ..・

0各グループのリーダーは,あ らかじめ適当なものをえ.ら び二各グル言ノ:二 配した。

(麟 題材とその展開

① 題   材

② 題材の系統

蒸発の条件には

水面の表面積,

温度・
・湿度があ

げられるふ

-49-

に編成する。

表面積のちがいによる蒸発量のちがいをし

らべるには, どんな実験をしたらよいか。
:。

|‐

・
(中心課題 Iヽ)、

へ 発 展気象 教材「 雲 と雨」



ク ニノ暮 グル…夕II(5名 ) :1~フ万1薦百西蕊百

グルー/1(5名 ) l__グループV(5名 ) グループⅥ (6名 )

対 教 師 1児童相互

… 50-
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■有   Ⅲ

' (注)11符号 (対教師) .: :      ~

■二■lli鷲言:鷺ず「 :■竃繁鷲量:
: l C・ :・

・・」挙手―非指名―発言 f:・・…挙手のみ

|    |   て児童相互)

‐ | ‐ l q■・:r注意・_指示・指名 (話 し合いの進行等に関する発言)

-51-

課題

間
　
過

時
　
経

教師との相互作用 瞳 IEI

b d 計 r t 計

準
備
課
題
（続
曜
）

0分

t

5分

i準備課題 |せんだくものをかわ
かすときの水の蒸発の条件にう
いて (前時復習)

(個人→集団→発表)

21 16 6 22

吟
―
麟

(補足と説明)
・
表面積と蒸発量

の関係をしら、る実験のしかた
を考える。

≪個人)

。

　

３

′

　

２４
鵜

吟
―
勁

同上      …
(個人→集団二発表)

15

麟
―
麟

同上

(発表→補足。まとめ)
24

20ジ}
t

25分

中心課題盟b 実験するうえの
注意を考える。

《個人)

31 50

形と容̈・内
―

一の習学

Ｉ

鷲
≪

輝
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「
.壼声「

■姜ざ

課題
時間

麟

教響と,神三作用… 児童相互

lb

一　
ｏ ・計 qlr 計

25ジ)

t

5瞬

同上   ・
・ミ::■卜l… … 1

≪集団→発表)
1.1:=I・ '1 

∵|=:::   :.11√ ル:1.」

２

　

　

・
ｒ

11
一，

　

ｒ
ｆｌ

・

　

　

８

　

　

・

8

|

3吟
t

55ジ)

課題Eabの整理をする
(瀬足。まとめ) 17・

“

　

８

　

　

・

16

| 確

認

課

題

麟
‐
鋤

I確認課題 l 実験の装置を
セットする.

(集団)
27

銹
―
働

38 50

７

一
32

“

131 222

1｀12・ 2:22

(注)i 符号 (対教師)

a,・…・・挙手→指名→発言

.p`・
…・1指名→発言

。・……挙手→非指名→発言

: :(児童相互)・

q…
1・
・注意・指示・ 指名

r::L:・・相談 :・ 助言

d・ …・・非指名→発言

P:.L...指名→発言なし

f……挙手のみ

S…・・・さい足

t・・'… 援助
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3)指導経過の考察と反省    |    ・

0'総合的にみた反省 ‐ :・  :

'1=当初・あ計画では,一時限で確認段階の課題である実験のセフトまで完予する

ことにならていたが:・ 実際の授業ではIヽ {3)「学習の流れと相互作用 (対教師

・■li・

児童相動 Jからもわかるように,1学習内容通多でできなからたこ授業後

計画にしたがらセリーダニに準備させることも考えたが,・ 実証のための中心

…11i`と なる手段の実験を
`一

部の者のみlごさせるめは適切セないと考え,も う一

■時間費やすことにした.  ・ヽ       ・
・ ・ ∫ 1‐ r・

・ |・ :|したがって,1本時では準備課題と「 '中心課題 Ib°それに中心課題 Iの二部

:iイ° しが完了できなからたわけであ|る こヽtの 1こ とは:、 教材研究の段階でいますこ

しゆとりのある.慎重な計画が必要であったこ'と を意味している。

・
・準備課題ではし方を考えるどき11その理由として適切でない根拠でもってお

― `じ通そうとしたものがあった・ しかし,あてもの的な態度ではなく,たとえ

' liま ちがあていてもら一応の根拠をもって
`ほ

し方に関する
.仮
説をたてようと

するこの態度は,科学的な態度の芽として望ましいもの:であると考えられる.

|.IFこあまちがいもぅ中心課題 11において明確にされたわけである.すなわち,

日当たりは温度,風通しは湿度,広げることと表面積の三つが指摘されたか

・
｀

らであるお

・ 実験道具として,円柱形のものを用いたが,表面積や体積の計算など,算数

の進度とからみあわせてみて,少し無理であった。直方体の容器を用いれば摯

もう少し抵抗が少なく,スム■ズにできたように感じられる。

② 授業の流れと児童の活動から

・をん。たくもののかわきぐあいについて,・ 雨の日とはれた日の各家庭での経験

を全体で発表させ。学習内容に気づかせようとしたご教師との相互作用は,

学級全員 31名中 13名で,半数以下である。
‐
導入段階のため発間内容もほ

とんどの児童に理解できる程度のものであることを考えると,全体学習の形

態における児童対教師の相互作用はJ活発なようでも少ないことに気づくの

である。このことは,一部の発言ガの強い児童に活動がかたよる傾向にも結

びつくものである。

・次に,準備課題のせんたくもののほし方については
`児

童の記録 (課題用紙

の解答欄の記録)からみて,ほ とんどの:児童が理由・まで考えてほし方を述べ

-58-
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ているハ 表現のしかたゃ,焦点のぼけたものも見受けられた。 ・(た とぇば″
高いところにはす

″″
家の南側

″
では日当たりを,ま た

″
重ねないイのは

1.■
・t 蒸発面の広さを考えに入れたものであることについては,発表による学級全体の思考と,教師の補足により明らかにすることができた。 .0さ らに「 日当たり」「 風通しJ「表面積Jの 3っの条件れ どのよぅにして早くかゎくことにつながるか考えるのが中心課題 Iでぁる.∵́

1「風通しJが良ければ湿度の高いまわりの空気がとりのぞかれることについては,ほとんどの児童に理解できたが,「日当たりJにより温度が上昇す・  ることには気づかず・ 直観から, 
″
日当たりがよければ早くかゎくにきまっl・ ‐.ている

″
とぃぅのが約半数見られた。児童の関心と,物の見方に対する指導 |の必要性を感じたゎけでぁる。

・ 表面積のちがぃによる蒸発量のちがぃについては,実験によってたしかめる
,■ とにより結論づけさせょぅ。として,確認課題Iの実験計画をもぅけた。し。なし,前にも述べたょぅに,中心課題 Iの時間が長かったためっ予想と,ごく大まかな計画しか立てられなかった。

・時間経過と学習の流れに合わせて,児童の活動を見ると,次のよぅなことがいえる。

0 0分～5分, lo分～ 15分,20分～25分,30分～35分 など,学級全体で思考する場合や,各課題の個人思考のときにおいても,児童の間に積極的な相互作用である
″
相談

″″
助言

″
などが行なわれてぃる。これは人間関係の向上に役立つものと考え・られる.

② 児童間の相互作用は,教師と児童の相互作用が少ないほ二 活発に行なわれてぃる。このことは,教師の発問内容やぅ発言数について十分な配慮がなさなければならないことをものがたってぃる。 (15分～20分。25
分～5o分の比較)。        ,

0・ 20分～35分‐
の、中心課題 Iの ころハ 教師との相互作用も,児童の相互作用も頂点に達してぃる力■ これは,準備課題によるンディネスの効果と,中心課題による学習内容の明確化の効果とによって,児童の積極性が増したものと考ぇられる。

.0・ 教師との相互作用でj f(挙手のみ)ヵ のヽべ 51回記録されてぃる。このぅち5分～ 10分の 17回は,挙手によって考だを表現させたのでぁる
―・ 54-
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.・ =|が,他は1発表をさせる意図であったが,指名できないまますんでしまっ

…`  ・: :たざ:全体で学習する。際に
`で

きるだけ多くの児童に発表の機会を与えなけ

ればならないのはもちろんであるが,そこには限界がある.バズ学習にお

いて,分団内での話し合いにより1発表の機会が与えられることは,この

点からも重要な意味がある。といえる。

.、 :,:Ⅲ 第2時については,1:前時で表面積と蒸発量の関係をしらべる実験のあらまし

::if;ilに ういては学習ずみであるため,■ の時間では,主として科学的な方法の指

‐l`'j導に重点をおくことを考えた。比較するうつわの数や,おき場所など条件の

_・ .:・ 整理.統ヽ :結果の処理のし方などがそれである.′

・当初の計画どおりにはいかながったが,児童の思考の道すじや,・ 思考の深ま

り,パズセッションにおける要点の整理等|.いずれも所期の目的を達するこ

1・ とができたと考えられる|こ のことは,次にのべる「指導の結果と考劉 か

「i  らみてもあきらかなことである。

◎指導の結果と考察:  ■
｀
・

11:::、 1:‐

1,(1}参加度について  :´ f,■
・

il・ : :

学習が効果的に行なわれるためには,児童が学習に関心をもち,また学習した

ことがらに対して深く理解しなければならない。そしてさらに,学習に対する満

足感や成功感力ヽ 次の学習へ発展する場合の積極性ともつながるものである。

さらtl,パズ学習FI事

^間

甲手?向上もね
:ら Pているわけで,学習時

?パ
ズ
幸

ノン事イにおける仲間べのガ人態度のようすも,重要な要素となる。

6年青組であ実験授業にもぃて,これ等のことをあきらかにするために行なっ

た「参神度Jあ調査結果1表 11導
Pであつ事・ 1 11          :

グループ ①興味・関心 ②満足 `理解 ① 十 ② ③仲間の態度

1(5名 )

I(5名 )

猥 (5名 )

Ⅳ (5名 )

V (5名 )

Ⅵ (6名 )

学  級

26:4 (3.95)

23。 8(4.4ti)

26:2C5。 0ア )

26。 8(3.lo)

2乙 6(5。 1"

25。0(ス 57)

26.0(300)

20.5 (6.93)

,l?.?' (3.41)

m,.4" (2.24)

2?.0 (2. to)

1?.0 (l.dt)
1B.S 1a.AZ)

tg-B {?.g,7)

46.8 ( 5.20)

43.0 ( 7.40)

46,6 ( 4"rB)

46.8 ( 4.?Z)

46.6 ( 5.97)

43.8 (tz.gs)

as.o ( t.a3)

1B.B (LSS)

1s.o (z.ls)

18.2 (t.ea)

lr,4 (t.a r)
1?.0 (g" ro)

16,1 (a.pz)

17.4 (s"s t)

-55 -

1瘍 .   鰻鼈

1



ヤ
～
れ

嚇

「=  ~~‐
卜 ‐‐ 春 恭 轟

-4…
Ⅲ轟 餌 臨 繭 繭 轟 轟 _=一 ‐ 暴 懇 ‐熟 轟 軸 機 轟 轟 編 臨 鑢 黒

^… …
轟 轟 鵡 感 轟

(だヒ)

~表
2

(注):知能は偏差値 ・ プリポース ト・テス トは3問
・ 進歩量は (ポ ースト得点)―プリ得点)

・ 進歩率は (進歩量)÷ (15-プ リ)X10o
・ 正答率は (ポ ースト得点)÷ (15)× loo

-56…
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15項目 15点満点

・ 1)内はSD

y'tv-7
知  能

プリ・ラリtト

占篠
ポTtt F・
iメ

・
卜得点

ポニズ「下T
盤 卜聯 進歩量 進歩率%

Ⅵ (6名 )

学級 (3つ

lil: |:i:::
‐46.0(■ 92)

48。8 (8.93)

43.4(8.27)

46.2(10.26)

lλ 20(8.47)

| 7,8 (1.48)

?.2 (2. to)
9.6 (t. go)

8.2 (1.79)

9.6 (2.05)

8,7 (3.t2) 
,

Bs (r.pa) 
i

la2(2。 03)

11。 00.67)

11.8(1.18)

12.8(1。 52)

12.2(1.71)

11.2C5。35)

11.5(1。 89)

68.o ・

75。5

7&ア  .

85。 3

01。3 ´

74.ア

76.8

2.4(1。 ol)

1.8(1。41)

3。2(1。 95)

4.6 C2。 ol)

5。 6(1.65)

2.5 C2.12)

5。0(1.66)

35:3

31.o

500

6ス 6

56.3

3乳ア

46.2
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こ力しは,

ポ…111二去::こ基1、を,に商畠iあ
で
8っの墳目は,・ 水ヵ:水蒸気になって蒸義

する|と ,蒸発をう差嘉■ごぁと■

‐

轟 :r通度,蒸発苦の面積など,″ 購

・理解
″
を,問題2の 3っあ項白そは,理解したことがらの応用として,蒸発の

条件を考えたうえでのせんたくもののほし方を,そして問題5の 4つの項目では,

″
能力・態度

″
として,デ∵夕の科学的なとりあつ力■ 方ヽの進歩を見ようとした

ものである。

つまり,問題 1は知識理解っ問題 2はその応用,問題 5は能力・態度をみよう

とするわけである。

そこで,次には各問題の分析をしてみようo表 3は,テス トの問題月1の通過率

X100)と ,進歩率を示したものである。

-57-

① プリ・テストの得点は,各グループとも大差なく,学級平均で 8。 5点 (百点

満点に換算して56,6点)で,学習以前にかなりの知識を有していることがわか

② I,ポ ース ト|テ ス トの得点も各グルニプほぼ同じで

':学

級平均 11.5点 (百点

■満点に換算して 7&81点)にな二てホる・ふ
。
この場合,f標準備差 1.ご9はヵ:な り小

、さい値であり,全員の成績に開きふ少ないことを意味している。このことは,

'学習の効果としt,tじ ゅぅぶん満定できるものモぶふふ11‐  :



一

"一 一 ―
ご τ

一
二 ｀

:・  ́ 表 6.

プリ・ テス ト
#
d-xl'.ilxl'

蟻一一一］一螂丁物́・］

進

F.5題 1(8項 目)

問題 2(3項 目)

問題3・ (4墳目)

全 体 (15項 目)

69。5%

52.ア %

25。8%

54.6%

821%

9え 9.グ
・

44.4%

76.3~%

この結果からみて,問題 1, 2については891%,1'Z9%と ,それぞれ非常に
°

高い通過率である。。この点が満足するのに十分な結果といえるわけであ:る 。_

問題 5の科学的思考力や態度については,知識 。理解などとは異なって一時間
でそれほど大きな進歩は期待できないと考えられるが,結果をみると,通過率で
18.6%の のびをみているoこれは進歩率にして2.5.1,と なり. 4項目のうち,

完全に一項目分の進歩を見たゎけで,かなりの進歩と考えてよかろう。

このような
″
能力・態度

″
の向上を見たのは,実験計画の段階 (本時では中心

課題 1)でのパズセッションにより,思考能力や,科学的な実験方法,データの

予想ととりあつかい方などを獲得したものと考えられる。́

このこどは,最初にわれわれがうちたてた課題バズ学習の効果に関する仮説が
うらづけられたゎけでぁる。

.(3)相互作用,参加度,理解度から           ‐・     `
これまでは,´ 相互作用.参加度二理解度を個々にみ。考察を加えてきたヵヽ こ

こではそれ等を総合的に,そ して互に関連のあるものとして考察してみたい。

そのために,:ま ず,相互作用,進歩量,進歩率,正答率P参加度をグループご.1 1′
  F:   |11=

とに一つの表にまとめてみた.それぶ表4でぁる。         ・ll
この表をもとにして,1相互作用と参加度,相互作用と進歩量および進歩率,参

加度と進歩量および進歩量3それに進歩婁と進歩率 ?順位相関 ( または■)を
とってまとめたのが表 5でぁる.

I:il[|

レ: L:颯

-58-
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表 4

()内はSD,2時間分:三らぃての資料,(ただし:第 2時は,こ 2名)

表 5

参 加 度 進 歩 量 進 歩 率

相互作用 :合姦
0。 743 0.657 a657

参加度 C汁'② 0。429 0.429

進  歩 .量 1。 o0

この表で,グループ数は6であるから, 5¢ ンペ々で有意な相関を得るために

は, 0。89以上の値が必要であるが,それに達するものはなかった.

しかし相互作用と参加度についてみると,0,754と ,かなり高い数値を得てい

る。このことは,課題により学習の目標が明確になり,さ らに相互作用をするこ     ‐

とで,学習に対する興味や関心が増し,他人と協力することによって学習に満足     T

を感じ,理解についての自信をもち,よ り積極的な学習ができたものと考えられ

る。

次に,相互作用と進歩量および進歩率の相関係数をみると, 0657でぁる。こ

の値も有意ではないが,相互作用の活発に行なわれたグループは進歩量も高い傾

向を認めることができる。このことは,相互作用 (話 し合い)が内容的にもかな

り有効なものであったと考えることができよう。

-59-

相互作用 (児童0) 進 歩 量 進 歩 率 参加度①十②

1  (5名 )

Ⅱ    ( 5名 )

=  (5名 )

Ⅳ  (5名 )

V  (5名 )

Ⅵ  (6名 )

学級  C31名 )

1B.B ( 5.2 )
'ls.o ( s.e )

lr.4 ( 4,1)

' 1?.0 I s.s )

tz.z 1s.s )

74.2 ( 8.a 1

ll.6 ( s.J )

2,4 ( t.o ;
1.8 ( t,a )
g.z (zo;
4.6. (e.o)

s.6 ( t.z )

z.s (z.t 1

.s.o 6,t.2 )

椰

郵
押・
瑯
．拓
，５６，３
爾
盤

，

46.8 "( 5.2 )
:

4r.o 1 z.+ )

46.6 ( a.a )

aaS ( 4.9 )

4$.6 ( a.o ;
4r,s *za)
45.9 ( 7,4)
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また,参加度と進歩量および進歩率の相関でンふ 0。429 の数字を得た。この
値からは,参加度と進歩量および進歩率の間に積極的な関係がぁるとはいぇない
が,有効な相互作用を活発|こ 行なうことによって参加度と理解度の両者を同時に
促進することが可能であり,結果として両者の間に積極的な相関を期待すること
lt十分可能なことでぁろう.課題によるバズ学習の指導は,ま さに,このよぅな
れらいをもっているのである6こ のような意味からも,この研究の結果は十分と~は
いえないまでも,期待の方向の結果そあり,一応満足すべきものであるといえ

:

よぅ。

・
最後に,蛇足のようにも思われる力ヽ 進歩量と進歩率の翼係について一言述べ

ておきたい.進歩量は3ポ~ス ト●テス トとプリ‐テス トの得点の差をそのまま
あらゎした、のFあ る1。 したがってt上位のも?と 下位のものでは,満点にいた
るまでに進歩可能な量 (得船 に差があるのでb同じ進歩量 (得点)でもその意
味が異なるわけである。例えば, 15点満点のテス トで, 13点のものが 15点
の満点になるのと, 8点のものが 10点になるのでは,同じ進歩量 2でも,その

価値がちがぅわけでぁる。そこで,のびることのできる点 (進歩可能な得歩量の
わりあいを進歩率としてあらゎすことによらt,よりいっそぅ合理的に進歩の状
況を示すことができる。表5で,進歩量と進歩率の相関が1になっているのは,

この場合の進歩量と進歩率の高低によるグループ間の順位は,ま ったく同一であ
ったことを意味する.

このよぅにして,ゎれゎれは,こ の実験授業を通じ,課題の価侮 バズセッン
ごンの有効性について,二 自信を得ることができたわけでぁる。

… 60,
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バトズ 学 習 の 実 践 的 研 究

徳島市立福島小学校

は  し め に

今年は明治百一年,学制領布から数えて九十六年になる。今や科学技術の驚異的発

達に伴1ン 世の中は大き:く 変革した
`音

ながらの物の見方や考え方が適用しなくなっ

たら」・ i i   ′
il・

I:卜」・・・・ .・

空に宇宙船がとび月旅行への夢も実現可能となり,海には原子力艦が走り,工場が

ォートメニ́ジョンイビしま1電子頭脳が人間にとってかわったり,更に家庭の電化,交通

機関の発達で時間と距離が極度に短縮された。わたしたちの生活しているどの分野に

も旧態依然とした体制iま督午されなくなった。

ところがこごlご一つめ不思議な事実が存在する。それは教壇実践者の構え方なので

ある。新しい教育思潮ゃ豊かな教育内容を語ってくれる学者は多いのである力ヽ それ

が教育現場までおり:セ ,く :る 間にあとかたもなく消えていくか,全く形をかえたものに

なりおわっ
｀
でいるとざうことである。そして今もなお明治以来の一斉学習指導形態が

巾をきかをて
|い

ながであるから不思議といわざるを得ない。

四十人以上の児童生徒をひとりの教師が教えているのであるから,十把ひとからげ

にしてもやむを得ないといえばそれまでである力ヽ それでは子どものひとりひとりが

生かされないばかりか子どもの可能性をも無視することになる。

・`死
角1も 夕`:こ とば濤場,る が,先生が教壇にたって‐斉授業をしているとき,その視

寺
角に薇いら

‐
そいないギ島 簿またくさんぃる.ひと組に四十人の子ども力ヽ てヽも先生の

視角に

'ゴ

ヽ`iら てぃなのな::せいぜい十四,五人。あとの子どもは学習に参加せず,発

表の場が与えられていない場合が多いのではないだろうかo昔はこんな
・
教育の在り方

を二細教育などとヤユしたものである力ヽ 今の教育の中にもこれとよく似た教育が一

・
斉指導どもヽぅならも

iど
で九十五年の歴史に支えられ,実に安易に行われているのでは

」
ないがど思うのであ:る L:わたしたちはもう一ど学習指導の本質を考え,死角をさぐり,

問題をとらえ,これを検討しひ とりひとりの子どもが生々と活動するような現代に即

… 61-
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した学習指導をしたいものである。

その切実な願いを少しでも澤成するために七年前からパズ学習の実践的研究をはじ
めたのであるが,当時は僅か七人の同意とともにずい分苦労をし,今日の徳島方式を
倉1作してきたのである.今や徳島県におけるパ女学習研究会員は 200名超ぇ,か く
れな研究家をあわせるとその底辺はぅんと広がってぃるものと思う。もちろん愛知県
を申心とする全国のパズ学習研究校は日毎にその数を増しつ ぁゝることは言を僕たな
い 。

◆も,をいわない子                   [´   …
ものをぃわない子を「頭がわるぃからだ。J「性格が内向性だからだ.」 と簡単

にかたずけていた時代があったと思うのであるが,あるいは今でもそのよぅに思っ
ている先生がかなりあるので辱ないかと思う。

1・
ところが そのもの.を言わない子をよく調べてみると半数以上が頭は悪くないの

である。かならずしも性格的なものばかりではなかったのである。現に運動場で遊
んでいるときや家に帰ったときな二 人なみ以上に大きな声でものをいっているの
である。それが教室へはぃったとたん人が変ったよぅに全くものが言えなくなるの
である,o。 .:

か ものをいわない子を作ったのは,子ども:こ発言する機会を与えなかった指導方法
:1主な原因があったょぅでぁる.みんなが平等に発言できて,上下の関係をなくす
ると,頭のわるい子どもてなくなり,性格的な影響が原因している子でないことが
わかったのである。

◆授業改造の新しい方向

昔の教育は,先生のひとり舞台であった。研究授業といぇば先生の腕のみせどこ
ろであった。「先生は授業がお上手ですね.Jと ぃってはゃたものである.「子ど
もがよく発言しましたね。Jと はぃゎななったo全く先生がスィーの座におさまっ

° ていたのである.

ところ力ヽ 新しい授業改造の方向は,子 どもがどう活動したか:ひとりひとりの
.子ど1い織 〕増 主的に思考し,倉1造 したかとぃうことで評価されなければならな

,′ いと思う.っまり教師がスターになることから子どもがオールスタ‐になることへ
の改革でなければならないb
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◆ことばで思考する      _
話しあいキいうことばを重視しても思考力は伸びないという人がある.しかし,

ことばに思考が伴わないとは考えられないのである。考えながら話し,話しながら

考え,創造し,整理してぃくのがことばの常態である。

しかも時代は思考の正確さとスピー ドを要求してぃるのであって,あ とでじっく

り考えてという以外はすべてことばで思考するものである.こ とばは四っの働きが

あるといわれている。

(1}意志を伝える  (伝達)

佗)新しいものを知る (認識          :
13)新しぃものを創る〈倉1造) 。     ..      _′
{4)考える     (思 考)  :

このことから考えて四十人の学級のすべての子ども力ヽ 何かの問題に対し,何か

の発言をしているときにこそ思考力や創造力が伸びつっあるときであると考えられ

る。

また学級のすべての子どもが学習に参加するという原則にたてば,学級の全員が

発言する機会をもち,それぞれの意見を発表しなくてはならない.代表者の発島

多くのものが聞き役にまわってはいけないのである.

0話 しあう学習

ペーパーテストの時間は男Jと して,どんな学習,何の教科の時間であっても話し

合いのない学習はない。しかし話し合いといっても先生と子どもの兎糞的な応答の

やりとりだけとか,よ く話している力ヽ それは相手意識のないまわりの者は全くき

いていない。あるいは全く見当違いの討論で終始しているという例をよくみる。ま

だこれはよぃ方として,発表しあう学習に何人の子どもが参加しているかしさいに

調べてみると冷汗がでるのである。

学級の中の七b八人かせいぜい十二.二人の子どもが発言する機会をもち,四十

五分間聞き役にまわされ,ひとことも発言しなかった他の多くの子どもは無視され

ているのである.学級にはいろいるの子どもがいるのである。性格が内向性であっ

て,自 ら進んで発言しようとはしない力ヽ 実によい考えをもった子どももいる.友

だちの発言に東1戦 されて,同 じような考え方ではあるが角度の違った意見をもった

子どももいる。外向性で社会性の豊かな子,多弁で能弁であり,知能が優秀で頭の
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回転が早いといぅ特定の子どもだけが,いつでも学級の大多数の子どもの代弁をも

とめることによって学習が進められるとしたら,大多数の子どもは,学習参加の意
欲を失ってしまうことになる。

自分は傍聴者であるといぅ意識は,代弁者の発言をきいていても心に残る何もの
もない。あたかも学習に参加してぃるような態度は示しているが,果してその何割

`がほんとに学習に参加しているといえるだろぅか。

◇バズ学習への提言

バズ学習は学級の全児童が発言する機会を平等に与えられ,上下の関係のないパ

ズメンバーの心と心にベル トをかけて,お互いに親密感を深めながら,助けあい.

励ましあし、 教えあいながら集団として成長していく。すぐれた子どもも:お
・
くれ

た子どもも。その集団とともに個人として成長していくのである。しかもそれは自

主積極的に主体性をもちながら,およそどんな指導方法であっても,めんどうな手
続きや手間のかかるものは永続きするものではない。その点このパズ学習は極めて

簡単で,誰でもれ どの教科でも9どこででも実施できて,子どものひとりびとり
。が生かされながら,効果が顕著にあらわれるのであるから学習指導方法近代化のも

?と も適切な方法である。新しい学習指導方法にとり組む場合,問題点ばかりに目

をむけて実践の伴わない人,上すべりな形式だけをとらえて本質的な面に目をむけ

ないた ともかくも実践してその中から長所をつかみとろうとする人などさまざま
である。どのような指導方法でも'こ れが万全といぅょぅなものはないはず3謙虚な
姿勢で子どもの幸せのためにけんめいに努力し実践してぃくところにその効果は自
ら実証されるのである。      」t:

「

.‐
…

■鋭
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1 1.学習築国の組織と運営

: ′ ,    '    「  ,:                        ・ :    l

l‐ 学胃集甲撃警攀tF■ 11学級19745人ぐらいが単位になっている。そして昔はこ

?琴甲T■荒学Fが主流をな.してぃな,Fある力ヽ 学習指導方法の近代化がEIばれ

■斉指導方法の改善が撃調されるよう||なった昭和34・ 5年ごろから,いろいろの指
導方式が真剣にとりあげられるようになった.    ・

すなわちプロィフF学習,F動的思考学習,単元学胃,問題解決学習,主体的学習

などいくつかの新しい学習指導方式がつぎつぎあらわれた。このことは,っぎつぎあ

らゎ■た新しぃ学習拳琴方式にとびついていった「 新も,喰し」 というよりは,むし

ゃ令ま,の永い伝統,申 F♪ ゞ争をかぃてきた明治以来の
=斉指導方法に対する強い

粟省キ新レぃ時代
|こ
処する工しぃ教育への努力のあらわれとみうべきFあ う1思う:

ただその精神の究明やとり入れ方に不十分な点がかなり多かったためっせっかくのよ

い指導方法が生かされないまま通りすぎていったという感じが強い■とはぃなめない

デ甲雪で|る。       i F_、 : 1     lI  ′:::    ii
,:IFマー学胃集団とひとく,1こルヽつてもっいろいろな集団があるわけで,こ こ.にいう
学習集団とは,いわゆる小集団 (パズ学習集団)の場合を考えどの程度の組織編成が

必琴であるな|ぃ ,|キ女手肇!岬辱考等したものである。
・   .i      

｀

.::,組織編盛|ぃ うことについ.て

『
そ■ぞれの立場でいるい二な意見があるわけで,学

習の目的,内容に事,F`476^1971.10人 , 15～ l`0本 というような組織が生

まれ,それぞれに効果を挙げているのである力ヽ それはそれとして,パズ学習ではど

?|:'.な響繊編成01T番神暴があるかというと,     _1.I.

組}パズグループの編成

まずバズ学習の特徴をふまえて考えなければならない.そのためには,

.i イ 話しあぃが同時に始まり,同時に終るように配慮しなければならない.

口
=そ

のたゃ?・ィイイ丁イ押啓早:矛本瀑合|グル∵プ内暴質,グルーオ訂等質に
する必要がある。

1卜
'イ  `パズ暴?t司含F不 ズイィ

イ
1■拿員が発言できるよう卜考慮しなければならな

: ,'いつて,座席も勲,´■|ヽ :;撃えあいができやすいよう4こ考えなければならない.

ニ グループ内?^閾関係ャ警事11民主的, 自主的在澤営ができるキう配慮し

… 65-
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なければならない。

ホ 話しあゎ丙容,自的が4ンパーによくわかるよ
‐
う説明のできるノイズ長の訓練ノ

力:必要であぢ.

以上のようなことから8～ lo人 グループにすると発言する機会がまわってくるの
に時間がかがりずぎるし,多人数になるほど形式的儀礼的:こ なヴ親密感島iもぃそこな
いものでぁるき

'と
いって極めて少数だするとこんどは友だちの発言力iら

・
自分あ発言

‐

までの時間がなしtので考えを整理したす:他人の意見,こ啓発されたりする場ち:な くな
り,人間関係の上からもつごぅが悪い場合が多い

`   i        
¬ ―

そこで本校の六ズ学習では通常つ=ぎ のような組織編成を考えてぃる二
∵1・ 1:・ :|

(1' 入F号期 (1年生前半二2学期中ごおまで)         1 ::「  }:1_ll
」′ヘア(仲よし,「ならんでいる同志)rによる対話形式を主とし,六ズ長とが

'大'メンバ‐などは意識しなぃ仲よじ対話そ′心理的にも解放された中で発言の基本型を
しらかり身だつ

`デ

「 これを習慣fヒ,態度化していくことを大きなねらいとしてぃる
のであるЪ

｀ 1

el' 14'&*-2+.& :i

1 +H,l$!o Bfr{t S h}tEqEt &ffi & L (, tt,\., t€,\, / )v _ / (F D * 4;i. ( r,., (ott)6- +x"i*'epe L/{xE{p,rr / vtt-5*6(ffL6u,3rtt6 ) *( r,'( Bffi1E 1o""'t ' .

tft.cotg& #L6vr@HRt*r atr), *itLt u?a E & lrtrfirL,vrot, b,\rttrtifft',. ffit6& v,>E*Gai&t1161,,& L, zixEltttffrUil
''Lt 9, l[i69,-o l-t :r?n;J,a61.,:g&,5p[g6€rlr;.r,,,.

. o fitt / w - /.+H t A a t lI' r-.tr, )ttua B$.e 6 E r), rEEH0sl4) Etxffi .e

もあるので組織編成は6人と限定してもよい。

に)5年生‐6年生         ■

この期は申学年のパズグループと同じ
:6人

制をとるのがよい。ただ運営面でバズ
学習のねらってぃるものふ果せる

・
ような味のある運営をしたし`ものである:

(5)バズグループ

パズグループは通常勇女混合:グループ内異質,グル…プ間等費Iじパズ長も固
定しないで交替tllと するL交替の時期はその実態によって違ってくるが:一週間交
替とか,教科によって交替すぅ方法も考えてよいゎけでぁる。

=・
6む 三'

「

二 t轟蓬 轟 轟 鵡 轟 燻 議ス,         __織 赫 輛 轟 嬢 轟 褒轟 録 鵡 絲 鵡 懸 懸 繍 輪 繭 軸 臨 赫 臨 醸 醸 鹸 嬢 鍮 俯 鍮 繭 鑢 繭 蟻 鹸 醸 議 動 機 動 繭 繭 朧 繭 畿 辣 骰 繭 麓 鸞 贔 颯 鋒
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総)バズ学習と座席l tilギ メ

これという規定は考えていないが,パズ学習からうまく進行するために一つの例

を示しておこう。                    ‐:

一

◎○

◎
　
◎

０

ヽ

ヽ
　

　

∵
×

パズ長

優秀児

やギ遅延鬼

遅進児

○

打}‐ バズ学習の運営・   ~    ・

45分の指導の流れの中でバズ学習の占める時間は5～ 25分間ぐらいである。

ごあ少なぃ蒔商内ぞノ(妄長を中心に全員ふ発言し,グルニプごとにその発言をまと

めていく。これが終ると各グループがメンパーになり,教師がパズ長の形をどって

各グループから今話しあったことを発表させたり,補足したり,修正したり1深め

たりしながら目標達成に近ずけていくのである。

バ女グルニプの話しあV｀で大ズ長め役割力ヽ問題になる力ヽ パズ長に1まバズ長発言

の基本型をしっかり身につけさせておけば支障だk話しあ可くを進めどことができる

のである。

2 パ ズ学習におけ る思考論理       !

1. 考えるということ                   : 1・
1

思考とか思考力とよばれるものは,一体心のどんな働き
1であ

|る
か: どういぅ働き

をいうのであろうか。                    ~~
思考といらのは何かを考えること,何かについて考えることなのである二何か即

ち思考すべき対象や内容や事柄に向けられるべきである。考えさせるべき内容や事

柄がすでに児童の心や頭の中にいくつかたくわえられていなくてはならない.も ち

-67 -
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21:ノ ズ`学書t=終 |チ る
・
恵者の轟違

「1::::・ I:■ li、 ,

パズ学習 (深化バズ)においては,思考の順序を正し,その論理にしたがえば,

正しい患暑が11と なま:五ぎLOキ 3論理的な立場をとっているこ
11′ ス・ 1111ざ

`r.:.■
:
「́l.II 

・::.:・

・   .

は じ め に つ ぎ に そ れ で は

そ う す る と

t\\rW2A17 t tnitl+:6?"' 
.
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たり,あ るいは模式的な地理的条件を通して予想をたてたり,現場教

育を上台にして推理するなど。 、,     ,F
算 数 ― ある条件から予想をたてたり,一つの事実ゃター箸管を警:き だしていく

つかの条件から法則,定理,立式などを発見させる。

理 科 ― ある条件から予想をたてる

実験観察の方法を考える。     ~
まとめ方,記録の方法を考える。       1…

図 エ ー 画材ゃ配色の方法を考える。

構想や表現の方法を話しあう。  ロ

・.    作品について意見を話しあう。 (鑑賞)

音 楽一 曲をきいて印象な話しあ.う 。

辱習曲との類似点,相違毒な話し|う .

作曲について話しあぅ。

道 徳 ― 立場をかえて考えさせる。

あることからについての価値を追求する。

価値葛藤の場面で話しあう。  、 `

学級会 ― 計画をたてたり,,実行するための方法を話しあう。

■のような条件や規約がいるか.´

どのような反省点があるか話しあう。

このほか体育,家薬,ク ラブ活動など巾広い活用方法がある。

これらは,極めて概括的な場面の設定であるが,学級や教科や児童の実態に応じ

て適宣考えていけばよいわけである。

.3 プログラムを使うパズ学習

ノログラム学習では,スモ"ルステップによってプログラムが組まれている。した

がってステップの数が非常に多くて 100以上のものが随分あるようである。ところ

がパズ学習では,ラ ,ダ
ーステップとぃって,ひとつのフンームにステップは四つとい

う規制がある。但し

(1}ラ ダーステソプ

これは深化バズに限ってである。

ラダース
1テ ブノというのは, はしごステ タプとぃ ぅ意味で,

-70-
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にむかってかけられる.ち ようど識 された道路を事で走マているよ:う に,多少の

ジグザグも許されるし,時千
は率止りや徐行もできる自由す.が

ある,ま 1上を,る

(見とおし)こともできゃレ,下t尋や.(主 P暮える|_1年
もで

|う
。/.∵ t ニ

特徴であるr。 ″―・―‐・早´―― ‐`″'一 ・・/一 ―― ‐ヽ― ‐ ‐。一   ″二`́ ∴

12}バ ズ学習方式

本校で
|ま
,/ロ グラ|を等 ,_f｀ イ学習 :(深牛

′
i/,と プマィ

ラ
|を

使
ャIIヽ

で適

宣パズ学習をする方法 (単純パズ),`更に,時間の流れの中で深化バズ・とい単純バズ

をとりあげる方法 (複合バズ
,´ ?手P:?f｀イク

式奪警
用している。

(3)ラ ダーステップの論理

新教育の論理性において,も っばら強調育■たの■「 柱Jであった・ しばしば人

は他人を説得するたゃに「柱Jな用ぃ■・識甲:1何杢?警奮在下
るかに思いをひそ

めるようになったのであるolれは,ゃゃゃりやすい説得力をもつととも1,一方に

おいては概念の固定化をまムそし`蓬?柱三二も■重華なのは,「はり」なのであるo

柱だけでは構造になり得なぃのである。

日本の教育に忘れられてぃた「 }|づ |を回写すること,そして「 は
,ず

二
9'つ重

要性を再認識したいと思う9、ラダーステツプの、はじめに><つぎに>くそれでは

><そ うすると>ンよ四つの経で二り,その柱≒柱あ中奮埋めていく話しあいこそ「

はり」に相当するものであると思うo

柱と柱の間をつないていく「 ■りJ`五が子どもの話しあいなのでぁるITたF話

しているというだけでは,「いりJのねうちがないo「はりJはいつも萌確な目的

意識に支えられていなければなら。ないoデダーステップによってイ~ルがしかれ

そのンールにしたがって話しあっていくのであるから,パズ学習は短い時間で最高

の効果をあげていくということになる。

14)バ ズプログラム作成の手順                    _

イ 教材をいくつかに分節してみる。               “、

口 分節した中で,中心とか中核になる分節はどれか選びだすo      .

ハ。その部分を手短かに巾広ぃ話しあいができるよつlこ 発商す二|しだ|IⅢよう
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晰

に精選したらよいか考える。         「 :

この場合必ず子どもがどのように反応するか予想しておく。

二 精選された発Fn3の形式をラダーステ′プにおきかえる。

巨 亜 亜 憂 ]― ― 一
二

一 ■
→  前 提 過 程

いまどうならているか。

わからていることは何か。

要素的なものはどれか。

答が単練的にでてくるもの。

関 係 過 程

他との関係はどうなっているか

そのための条件は何か `

答がやや複麟的にでてくるもの

比 較 過 程

こんな場合や条件でもそういえるか

補足したり,対立したり,矛盾したり

確 認 過 程

やっばりそうだ′・概念形成,

答がやゃ単線的になる。

(5)プ ログラム構成の思考と認識

学習過程の一般的形式は,普通に導入,展開,終末という二つの段階をふんでい

る・ これを思考過程の面から考えてみると,

◇導入段階 問題把あくの契機 ・
◆この段階では,いろいろな素材の中から選択し,共通の問題としてとらえるこ

-724
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とである。

・  この段階のパズ学習では,共通問題の把あくが中心になるから,予想をたて

る。見透しをたてる,現状を認識する,事実を把あくするなどによって共通の

問題は何か,はらきりとらえることである。

ごしだがLを,ひ二っのフソーニ碁もつ深化スズキ単純共ズガ:逸墾でこの段階ず
多くが時間をかけないことが大切である。・

◇発展段階 発展,深化の契機

・ この段階はなんといっても学習時間中最もウ
・
二
・
イトをか1チな

°
くてはならない。

・ したがってバズ学習でも深まり,発展をねらうために,考えさせることが大切

である。そのためには問題のありかをよく知っていなければならない。

・ そのため, 日ごろの読解,自主的な研究,課題学習など指導のつみあげがなけ

れば深まりや発展の期待がもてないo

・ この段階のパズ学習では〕普通 1～ 2の フν―ムが必要である。時間も 15～

20分ぐらいがのぞましい。

◇終末段階 概念形成,批判的思考

・ この段階は発展し,深め,拡充したものをまとめる段階である.

・ まとめるためのパズ学習では,話しあったことを要約し,ま とめ,わかったと

いう状態におく・ことが大切になる。わかるということl島 批判できるとれ 将

来への課題をもつというものにならなければならないo‐

・ この段階ではパズ長を教師がやり,各グループがバズメンパーとなって記しあ

ったことをまとめるのが普通だが,こ の際修正や指導が必要なことはいうまで

もない。  ‐
'

0しかし,パズグルニプのざまでまとあるという方法をとっても差支えない.

※ 運動場で遊んでいるとき,友だちと話しあっているとき,あん

なに大きい声で話しあっている子ども力ヽ 教室へはいぅたとたん

急に口をつぐんでしまう。教師は「 うちの組はものをいわん,去

年の組はよく発表したがなあ
「

やっばり年色というものがあるん

じゃなあ..Jと あきらゆてしまうことが多い。

教師が子どもにものないわすためのくふうや機会を与えていな

かったという反省は案外少ない。
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単純パズと複合パズ

バズ学習方式には,深イじバズと単純パズ,複合バズとぃぅ三っ,種類があることを

先に述べたヵ、 それでは単純バズと深化バズにはどんな違いがぁぅかというと,先ず

深fヒ バズはパズプログラムを使うが,単純バズはプログラムを使わないといぅことが

基本的に違う.

単

純
・

ノく

ズ

1 話しあい 問題把あ
・
くのきっかけ

ネライヘのでがかりをつかむ

無秩序

深

化

バ

ズ

組編成 4～ 6人

時 間 10～ 20分

プログラム 使う

話しあい 目標につらなる

論理的,秩序と深まりをもつ

(1)単純バズ

45分の指導の流れの中でいくつかの節 (パー ト)を選び,子どもに話しあわせ

.るための発間を構選し,話題をなげかけるもので,単なる思いつきでぁってはなら

ない。指導計画の中にちゃんと位置づけ,どんな話しあいがなされるか予想をたて

ておかなければならない。

<単純パズ話しあいの手順>

イ いくつかのパー トに分ける (基本的要素の摘出)

ロ メインパートは何かをきめる (目標把あく)

ハ メインパー トに近づけるための発間の精選 (内容の構造化)}
二 精選された発間についての話しあい (バ ズ学習)     、

な 話しあった結果のまとめ (指導助言)
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・
・

２

学紳がイマは,一つの発間に非常な意味があるので,教材研究を通して精選され

た上にも精選した発問陸しなければならない。自とiいえば黒と答えられるものや二

択
=的

な発間では話しあい:こならなしヽ1子どもが当惑L:.:困惑し,何かおかしし、

こうも考えら■るではないかなど話しあわずにはいられないという立場になたす発

問こそぅ単純バズの期待にこたえる発間といえるo子どもが考えて話しあえるため

の素地を養っておくことはいうまでもない。また子どもが発言するときは,できる

だけ多くの子どもに発言させて意見をきいてやらればならぬ。

複合バズ

r……がズ学習は,撃材や学年により,時 |llま深化′ヽィで,時には単紳くヽィで学習する

:ヵヽ 深化パズと単純バズを 1時間の流れの中にとり。いれる場合がある●これを複合

.パ ズと呼んでいる。

<単浄レ ズヾの位置づけ>

単純パ女ぼ目標じネライに直接つち:なるものでなくてもよいわけ↑ある目標や

ネライを達成するための手がかりやキ,カ ケをつかむためのものである.したが

って指導の流れの中で基本的要素の摘出ができたら,その節となるとこれ いい

かえると話しあいによる発見学習に適当なところをとりいれていけばよいわけで

・:あ る.ただ問題は貴重な 45分間の話しあいであるから脱線したり,1話しあいの

ための話しあいにならないよう心しなければならない・ この点からぃって話しあ

いをうんと煮つめる必要があり,単純パズ成功の成否,鍵は発間に
ゃ
るといって

、も理言ではない。また時間中に電わ■る単純バズは何回あっ、も差暮えないわけ

モおるが:目標とかネライとにらみあわ暑て発間を精選す■ば,そ な々に多くの
｀
回数はとれないはずである。しかもひとつのパズはつぎの.で ズ,そ9つぎのパズ

と有機的な関係をもちながら,最後には目標やネライにまで高めら■ていくもの

―・・でなければならぬむ ‐.'・ ・ ・r..

単純バズは通常 5～ 5分 という短時間で行なわれる話しあいであるからズバリ

教師の意図することが,話しあえていうかどうなとヽいうことが重要になる。教師

は机間巡視をしながら,どんな内容の話しあいができているか歓通 適確に把あ

くしなければならない。特に問題をもつグループについて}1適当な指導助言が必

要となる。      |,      1・ . :   ・
<複合バズの位置づけ>.   .:     1      1 ｀

学習中に単純バズと深化バズを行う場合,ど,1ら :をキ lテ レたり|いかという問
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題がある.これはどちらを先にしてもよいわけで,極端にいえば必要な場所で適
当なパズをとりあげればよぃゎ

`ナ

である。

たとえば,´ 予想とか見透し,仮設などをたてるときは単純バズで,検証とか発
展,展開の場面で深めをするときは深化パズでとぃぅことも考えられるし,深fヒ

バズをしたあとで確認したり,修正や補足3拡充のための単純パズも考えられる。
複合バズは深vヒ バズと単純バズを 1時間の流れの中にとりあげるのであるから,

深化バズが 1っのノンーム約 10分,単純パズ3～ 5分として 12～ 15分b深
化′ヽズ五つのノンームをつかえば20～ 25分 ぐらい要するのが普通である。

来 バズ学習では,共通語をつかって話しあうことにならている。関西
弁はことばの終りに「………なJと いうことばがっく.東京へ出張し
たとき,お上りさんと思われたくないので,た どたどしい標準語をつ
かっていても「 あんた関西ですね.」 とよくいわれる.「どぅして」
ときくと,こ とばの終り年「 なJがつくのは関西ですよという。成程。
しらずしらずのうちに「 なJは習慣化されてぃるらしぃ。

米 「な」のかわりに「ねJにおきかえたら共通語になる。徳島弁とい
うのは,「な」をのけたら共通語に近いからだ。教室で子どもに指名
して,答させるとき,かならず Fあのね.Jと いぅことばを頭につけ
て答をぃわす習慣をつけるoはじめは「 ねJが耳につくようであるが
これがだんだん昇華せられて,立派に共通語が使えだす。

米 共通語で話をさせると,方言でいうとき自由に言えても,こ とばの
壁とか,障害があって,充分な発表ができないから,わたしは.方言で
'も

のをいわしているという教師がぁる.子の教師は国語を指導する意
味がわかっていないと思う。また障害があるからやらないといぅあは
教育の否定にもつらなるものである。

5 ィ`、 ズ学書の基本話型 ,(..:‐ ‐ll i

(11 バズ長発言の基本語型
`

バズ長は固定しなし、 教科により,日 数により適宜交替していくことを原則とす
る。しかし子どもである以上,能力の限界もあろうし,司会の役が果せなぃょぅな
事態に適遇するかも知れない。そこで極めて簡単な発言の基本型を作,っ て実行させ
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ゲ_・ 、

ている。    11:i′ f・ ;  ・・|二 ・ュ′,itご `|

イ 
「

の意見ですヵゝ それでよろしいか (確認)

ロ ニつの意見にわかれましたね
`そ

れではつぎを考えてく:ださい
`て

対D
ハ そうですね (肯越

二 ちがらた意見はありませんか (補D :■ i 、・    1 .

ホ :嗽■の答でようしし哺、く疑問)      ｀ :|・ ・  ｀

ヽ 何かおかしいところはあり,ま せんか (矛盾) ・
・・

卜1 7こ のことをもう,ど考えてみてください (再認):1        1111

この基本型にもとづいて指導してみると,案外早く無理のない指導ができおi:バ

ズ長はステップを自分のことばとして発言できるように.まあい (一呼吸)をおい

たり,性格の弱し、 おされ気味の子どもを意識して31出すような心構えを習慣づけ

たり,問題により発言者の考慮がはらわれるような心構えを習慣づけたり,問題に

より発言者の考慮がならわれるよう:こなると効果

'ま

十分発揮できるようになるご

(2)バ ズメンパーの基本語型

イ ー と思います。そのわけは ,です。 (推量)

百 00さんと同じです。そのわけは,、 だからですキ

`岬ハ 00さんの意見につけたしますo(補足).  .
二 今の意見をまとめていえば ― です。 (要約)    i`l

ホ それは.二 です・
´
(断定)r_ ド  …・  "   ~｀ =

へ 00さんの意見に反対です。それは 一 だからです。 (反対)

卜 ○○さんの意見とすこし違います.それは 一 だからです。 (補題

総)単純パズ話しあいのパターン

摘出された基本要素の中から教師が発問する場合。

イ :II}[:tFl貯 暑蓋Fだ
つたらどのように考えたらよし哺ヽ話しあって
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ホ  。

このようなことから,どんなこと力1考えられるか話しあってごらん。

ε (推量,想像,洞察)

この場面を考えるとき,どんなことが大事だと思いますか。話しあって

ごらん.(要素,条件)         ∫

これらは,何れも子どもに矛盾や疑F.L当惑や困惑にみちびき話しあわずにはい

られないという境地においこむことが大切である。これとこれをどちらがよろしい

かというような二者択一的な発間では,子どもに考えさせることはできない。また

子どもが発間に答えるための語ィが豊かであるとか,条件などについては,発間の

前を充分耕しておかなければ話しあいに深まりはできない。このことをわたしは前

耕後肥と呼んでいる・

:,米.夕なん作.り は案を肥ゃせといぅことば力ヽあります・ 子どもが話しあ

:.ぃができないか。ら,子どもが悪いんだ1晏Fェいう先生は土を肥ゃす
ことを忘れているのではないてしょうか・

米 こんなことはむつかしいだろう。これはムリだ。うちの子どもにで

きそうもないと思っているのは先生です。
｀
子どもにやらせてみないで

先生だけがそう思っているところに問題があるのです。

子どもには無限の可能性があるのですよその可能性を信じて努力し

ている先生はすばらしい効果を挙げていますご
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・ 調査学年

・ 調査方法 f

つぎにのび率という点でどのような変化があるか調査してみた。

第 4学年  151名
理料の指導を1_斉学習とパズ学胃を取り入れた指導とに分けて4

月から7ガ まお 4か月を実験期間として調査した学級の児童を上位
群っ中位務 下位群に分けて 4学級が協力して調査した結果が次の

奉の通りであ彙恥

学力のび
・
率調査、  一斉学習 ミ、 パズ学習

… 80-

学習形態 一 斉 学 習 イ` ズ 学 :ヽ 習・

上 位 群 中 位 群 下 位 群 上 位 群 中 位 群 :下 位 群
4 月 88 77 59 84 80 60
5 月 66 82 72 68
6 月 90 93 75.1 '96 94 78
7 月 94 85 68 97 88 81

上 位 群 中 位 群 下 位 群

=斉学習方式 Q5 a55 a22
バズ学習方式 a84 a4 a35

ぐ 上 位
｀
群 中 位 群 下 位 群
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考 察

・ どの群もず斉学習方式よリバズ学習方式の方が伸び率がよいという結果が表れた。

なかでも上位群の伸び率が著しくす斉学習のときより 34バーセントも高率を示

している。この原因はパズ学習の位置づけを実験観察の予想に多く用いたので,

検証段階で自分の考えを確かめ
'よ

うという意欲のある学習が展開されたのであろ

つo

中下位群の伸び率は5%～ 11%と 饉かであった力ち 学習意欲という面で非常に

活発化してきたので,む しろ今後に期待するところが大きいと信ずる.

(3)発言の瀕度数調査   | .
子どもの発言は,自主的にする発言,と ,'そ うでない場合があるo教師に指名され

てする発言は後者の場合である.これを教育的に考えると自主的に発言する場合も,

指名されて発言する場合もそ■ぞれ効果はある●ただ自主的に発言する場合とそう

でない場合とでは子どもの学習意欲が違う.

子どもが学習していて
れ ,育

されている,」 という受身の立場においたとき教育

的効果は半減してしまう。肇言Ⅲあく:ま で自主的積極的でありたい。教室で子ども

が学習しているとき果して何本の子どもが発言しているかということを調査してみ

ると,意外に発言回数が少な

'ヽ

ことにおどろく,発言を多くするから教育効果があ

がっているとはきまらない力11だからと
,ヽ
って発言をしないのが教育効果があがっ

ているとはなおさら言えなし`つて11ま

ないなo少なくとも子どもが自主坤に発言しよ

うという態度ができたら相手の議ャきこ,と する。そったりllは注意を集中して授

業から疎外されないように意欲的
:に

なるであろう。一割教育などとしヽわれていた時

代では子どもが自主的に発言するのは,学級の中でただ五・六人にとどまっていた・

他の子どもは発言する機会も与えられないまま,お客さまとして四十五倉闊だまっ

て坐′っFぃ年のFわるo    11:
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麗語科にあらわれた

発言顔度数

人
員

回数

15

社会科にあらわれた
発言瀕度数

人
員

0回数

14)優秀児とパズ学習

バズ学習方式では,みんなが平等に発言する.優秀なものの発言で遅進児が啓発

される。従来の縦の関係から横の関係になったという長所をもっている反面。優秀

児を足踏させないだろうかという心配をもつ人があるが今までの実績の上ではその

ような点は認められないばかりでなく,思考に巾や深まりができたといえるし,定
着の度合も伸びてきたということは,他人に教えるとし1ぅ こと自体復習になったり,

要約したり,llE序だてたり,整理したり,話し方をくふうすることになり,ひじょ

うな進歩のあとを示してぃる。ただ中,下位群のようにテスト成績での得点の差が

顕著にあらわれるということは少ないが,のび率において50%50%の のびを示

… 82-



嵐轟燻機書:滲鼈 .■1

|

している場合が多いのに注目すべきである。

またテス トの成績ばかりでなく人間関係の向上に目をみはるものがある個別学習

とかず斉学習ではとかく利巳的というか競争意識に支えられているが,パズ学習で

はあくまでも協間の意識に支えられているだけに,グループ間の調和は極めてよい.

今極めて素本卜なテスト成績によって優秀児がどんな傾向を示しているか示してみ

よう。

・ 調査学年

・ 調査教科

・ 調査方法

1年 圏
[ |

100

この表については,調査の時期が五月と七月ということで,あまり信頼性はおけ

ないとも考えられる力ヽ 本ヽ校のように全学級がバズ学習を実施している場各 四・

五月ごろと五月以降でないと調査が困難であるということと,こ の表によってある

傾向性はつかめるのではないかと思う。

1年  5年  5年   455名

国語 算数 社会 理科  ::
学級を上位群,中位群3下位群に分けて:一斉授業をしていた五月

下旬ごろまでの成績とパズ学習を実施した七月下旬までの成績を比

較してみた。各教科ともテス ト́5回の平均点を示す。      1'

斉

ズ

一　
バ

・・ 13年
 圏

得

点

… 337
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副
渕

激

渕

飩

国
　

語

算
　
数

社

　
会

理
　

科

5年 _~輝 (5}態度の変容

学業成績とともに子どもの態度が

どうかわったかということが,ひじ

ょうに問題になると思うのである力1,

このことについては客観的な調査の

方法がひじょうに困難なばかりでな

く,態度とは何かということについ

てもかなり論議しなければならない

ので,本校ではきわめて主観的な立

場から教育意欲,社会性,積極性,

倉1造性,協調性,思考力などの面か

ら調査をしてみた。

協 調 性

思 考 力

科

教育意欲 積 極 性

倉1造 性社 会 性

… 84;T…



◇ 保 護者 の反 響  A

O生 きていることば Y児の母

何気なく家庭で使っている方言を子どもに矯正されるようになり, うっかり言お

うものなら子ど、もに教育されるこのごろです。「 あんなJと 口をすべらせようもの

なら, 自分が習った「 あのね。Jに言いなおしさされ :いつもいつもは使えなくて

も,恥ずかしいのをがまんして共通語を使わぎるを得ないはめになっていますよ

○ 茶の間のパズ学習

`今までなら子どもの意見は「 この頃の子は,1よ くりくつばかり言う。Jで十分聞

,ぃてやらなかったことも:多かったのです力ヽ 最近では「 ぼくはこぅ思うんだ。その

手わ:才 はこうだからだ。Jと 言われてみますとぅなる|ま ど'と 思わぎるを得なくなるこ

1llみ が多くなりました。それから従来なら自己主張の面が多かっ。たのです力ヽ おとう

1ヽさんはどう思うかそれはどぅしてか,おがあさんぼと他の者の意見にも耳を傾ける

ようになり,家庭での小さな問題についてもっ家族会議のような形で話しあうこと

が多く:な
。,ま したぃ、1  0  ,1

時 子々どもが司会者になります力ヽ 親の日からおかしいのですが名司会をしてく

れます。

○ |バ ズ学習に対する母親の質問      1́1

(1)参観日にバズ学習を見てたいへん活発な話しあいができてしヽる力ヽ バズメンバ

|,「 のi個 の々思考に先生の助言がしにくいのではあるまいか。

12)バズ長の学力や話のすすめ方のじょうずへたで
'グ

ループ内の話しあいに差がで

きないだろうか。

教えあい助けあい備考 ①については教師の助言というよリメンパー相互の啓発,

によって解決される問題である。

②については,多少そういう心配もある力ヽ バズプログラムに児童の反応を

予想してあるのはそのためて,話しあいの内容に差を生じないように計画さ

れたものがバズ学習なのである。

:子 どもたちはほんとにのびのびと自由に発言できるので,こ の学習方法はたいへん
|

よいとの意見が大半を占めていた。

… 85贔
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学習近代化のための指導案作成について

指導案はその学習のまなこである。指導案がうまくできていないで学習の成立を期

待することはできない。最近の指導案をみると,学習活動,指導上の留意点という二

項目の略案形式が常識のようになっているばかりかひょっとすると指導案と授業の実
際とは全 別々であるといったよぅな例もある。指導案はあくまでも案であって,その

通りやる必要はないという考えさえあらわれ,指導案軽視の風潮さぇみられる。

.rも ともと指導案というのは,綿密な教材研究の中から,その単元の目標を達成する

ための最も有効な指導内容であり,プロセスであり,方法を具体的,有機的,系統的,

発展的に秩序だてたものでなければならないはずである。したがってどのような内容

をどのような方法で指導していくと,子どもがどのように反応を示すかっねらいを達

成するためにはどの場面でどんな努力をするんだということがゎからなければならな

い 。

だから指導案の作成にあたっては,攣業を実践するとき同等の,いやそれ以上の努

争.力 を惜んではならないと思うのである。

ところが現在多く使用している略案形式では,そのような努力のしようがない。つ

まり省略形式という規制がぁるわけである。わたしたちが最も効果的な学習指導を進

めるためには,先ず指導案の改造を目ざさなければならない。それこそが学習指導近

代化の第一歩であると思う。

本校の指導案ヵヽ 学習活動,中心になる発間と指導事項1予想される児童の反応と

、ヽラ三項目に分れ,本時目標を分析した具体目標や課題:結論などを____の中に
いれ具体的に示したことは,学習指導近代fヒの一礎石となることを確信している。

… 86…
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題課 具体目標

|    | バズ学習 論結
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筵軽  .、

国 語 科 学 習 指 導 ,案

第4学年 1組 教諭 鶴 田 節 子

1.題   材  豊田佐吉           :.・ :l.I   ′  ・
・

.r

2指 導 計画               11:十 1｀
  

「
 :  二.

第 1次 全文読み,文字,語句の抵抗を除く・・…・・∵・・・… 1時間 i

勇:資 纂3言鷺撃繁ず霧l難婁lII瑾言乳
第4次 自分の生活と関連させ感想をかく………………1時間 ,ヽ

第5次  「 けいこJをもとにしてことばの練習をする。
1・ 1時間

5.本 時 の 目標   
‐    ■二 ・ il:::ヽキII:Ii｀   1    

・
:

青年時代の佐吉の
=勲

や業績を申1いに,人間として,隼き方b考

え方を読みとるこ
夕

1」
‐1:l二 ,■:4     Ⅲr.

4.展   開         ド、
｀
|¨ |・

:11‐ |  :

学 習 活 動 申館欧 る発間 龍 さ瀬蛯り覆鍮つ麟

1.学郡製場てな
"む2豊 田

3.青年時代の性宙につき
入力鰺畿をつくるまでの

解 瑯 しあう0

5。 話しあいをもとに青年

い t攣
力につしく話しあう。

蹴  

『
i｀

お こと贅まど瀬力、

´`
・ 1890年 7月
・′.QttECン 毎郵D屯た

喘剛り誌轟動もわ り
こんt嗜 こんだり

考えこんだりしでいL
・力唸:しし、十さびしい

Tこ畑Lな畿しく力餃しJ

力つった   _

機おり気り ヽ とヽ1蒙メt鯖 らしし

とこみまどこ力、

はじめに その争σttp性議ことってどんなことがあっ瀬ゝ
つ ぎに  「もういいですよ。おかあさんJと言ったこきの雄書の気持を考えまし‡う。
それでは  つぎの発明にとりかかづ越義 どのよう職 しみがあったのでしょう。

そうすると 機をくい独まっ      泌 鮭継 事 檬 と思います0、
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曇 曇 轟 轟 轟 饉懇=議
                  顆 鹸 繭 融 緩電繭 螂 饉繭 曲 繭 麟 鑢 繭 聰 繭 繭 議醸

j議 議緻 蛛 蒻轟 畿議競姜黎
!躊

１
．
２

ユ

一

‘

　

一

‥

ヽ

　

‘
…

。

　

・

‥

‥

‥

…

、
‥
―

‥

　

・
‥

ｔ

ｉ

詈

‥

１

，

営

ｔ

ｉ
苺

・‥

〓
―

…

…

・
・蓄

‥

‥

，
‥

‥

″
ｉ

ｔ

ｉ

‥

‥

，

ｔ

ｉ

尋

…

・

鋼

題   材

指導 計 画

本時の目標

4.展 開

・ 護解D鷺雷壬協 中
。目あ

―
t

道 徳 学 習 指 、導.=案 (

第6学年4組  奈 本 笑 子

誰の責任

(1時1齢

自分の係りや立場によって生ずる責任をよくわきまえ,困難にた

えて,それを果たすよう努力する態度を育てる。

中心にな召雛尋ど鱗簿の要点 豫 されえJ建銀Э麟

・翅寮増彗なかっ機 こでルヽて」務凝
本時学習の目あてをつがませる。

登場人物の責任感について話 しあいさせる

二人のやり方凛共通点があることをみつけさせる

・ 議しあいをもどこしてま

と電わ。

・     中て みんなし

が言ったり,したりした
ことについてどうし層ナ。
オ鶴まならなし喘難 しあう

・ 二人;tそれぞれどうし泰知 Iならな
力珈った力、

・ どんなところ司噸協ギいち ら〕檀bЪ

こ4着ごらの生活態度に目をむけさせる.

・具体的職場面をとらえて費ぷ劉制壬を
はっきり碗 まヽせる。

・う熱懲助られをしょうとし
争 考ヽゝ .      .          ‐

・責任をきびしくたらえt

・録薄テ■プをきく

・     斡 動

を考えさ九

… 88-
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１

２

3.

習  指

題  _i材  問題 (文事鐵
指導 計

′
画  (4時間)

第 1次 つる亀算の型の問題について関数関係を調べて問題をとく・・̀…
1時間

彗:資 信案量婁警墨冒雷墨tな玉零整甲こ肇すき―■弱
題主主:導ご

・
:業簿T)

本時の目標                  |
文章題の数量関係を「 ことばの式」と「 構造式よの関係によらて」とらえ, そ の

結果から求める数量を関数的な考え方で解決する。

4.展 開

学 習 活 動

-89-

3 】鐵諄評をことばは
勲 簿

1      
・  :・ ・ ヽ

2 動 まっきり静 と
る。

申ぶこな雇観蜀ゼ肇碧り要点

―・ 数量がとりような翼案調52"義たて ‐

諸

1嘲
=ギ

ん  ヽ

・そうすると こOFMのもとl琥る数

量閲餡まどんなこど鏑 こなるだろ

う.

1必要なことばをさがしてみよう
1正しい「こと資D5対 に書き表わしてろ

轟織 霧 '||

10X日 =ロ
B単颯K人郵群毒鋼電

15X口 ==l r

この習懇ち どんな関係の問題か

豫 さポ曖り職撥η麟

・ あめのねだんと子どもの

鮨 0

・ 費用のちがいと予どもの

意

。こと1濃りない

・ あめ1価Dねだ
んと費用

・ ことばの式にな

らない

・費用はあめ1個

のねだ想二患
ながナあわさな
1月田鍮 らない

・ m力t3あるの¶暉ナ

なし、
・ 175円 のり ｀■凛爾

がありそう浅L

4 こな漁つ典こ激餞豪葺t
入しtJ翡数ま

書 きお

5(4}こ理鶏バ1こ当てはま

らないこと濃こついて考

ぇ,0醸 味を職解する

そうすると こα霧盤ま,どん

な構造の式になるだろう

それでは175円 のり い`とは

何のことか考えてみよう ・ 175円 ま何のり ｀うヽ

わからない

はじめに
`ぶ

要なことばをさがしてみよう
つ ぎ に 正しい に な資勇対 に書き表わしてみよう。

算  数

・第 6学年も絡一ヽ教諭 1柳 沢 義 彦



ど

学 響 活 動 申潔鍮 る発聞機 喩 予想される児蔵嚇

1751月 のり 喘ヽヽ 費用の差であることをとらえる。 ・上静鋼解D毅ヽ こヽ

メ潔購″バカにも
のが175円

正じ目輔拶睦かれ
計算してまとめる

・そうするが凛まどうなるだろう

用の差 が
た力ヽる

それ鶴ま  「175円 のちがしJは何か轟沿ってみよう.

そうすると 構造策典t,どうなるだろう。

‐  ―′90-
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対話による生徒の変革を求めて

広島県豊田郡豊浜中学校

主題 に と りくむにあたつて :: ‐

(1)現状と姿勢

主題と取り組んで,=力年
.し
か経過はしていないが,現在の生徒の様相からは,

過ぎし5‐,'16年前み「あのJ荒廃した状態は,おそらく,想像すら出来ない。とい

ちて「 過去の事態の本質が改変され,原因が,根底から取り
・
のぞかれたも゙のではな

ぃらただ,'問題事態の根底が何であっ
′
たか,・ 教育の本質から検討してみて,何を問

題と・して取り1出 し,1ど
・
んな手腕でもって;問題の解決にあたるべきか,ほんのその

課題の方向が示唆されだにすぎない。

私たちが;|ご うして試行錯誤して組んだ課題を,これからの実践のなかで見失わ

nl‐ ためにも, また,問題の多い地域の教育をおし進めてゆくためにも,過去の事態

の中で教育に携わった者:|そ うでない者をとわず,こ れから本校の教育の実践を分

担ずる者にとって/1実践の道標とし,常にふりかえり,厳 しい反省と批判の観点と

して役立つように銘記して,1常に教師は,事態から学び,考え,実践するための糧

とする。 .1:  :キ:= =1
・
(21:i過去め事態  ・1ギ '1

こうした事態とは:10:授業中に,教師が指名した時の「あのJ生徒の示した,

表現しにくい程の異常なしぐさ。②,発言した生徒に対するあの嘲笑。③,教師の

説明中に出る突飛な暴言。①,授業中,鉛筆などの貸し借りにともなう,いさかい

の声。①,授業中での立歩き。0,課題に対する無関心の程。①,学習中のふまじ

めな言動,例えば,入学して三カ月もたっていない,一年生の英語の時間,「 釉ぶ

麓 a rOseJの コーラス練習中,かなり英語に興味をもち,成績も良い生徒であ

ったが,ひ ときわ大きな声で,「 ノイス イズ ア ズロ~ス oJと コ~ラ ス中や

り,ま わりから,ク スクス、'最後には,全員で, ワツハツハと爆笑する学習の雰囲

気。③,校外においては,潮待ちに帰村している若い衆と,たむろし・
・
警懸L‐飲酒
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喫煙を教えられ,覚え,ずる休みをする生徒の多きこと。 9,その事態を追いかけ
るように,昼 とぃゎず夜といゎず,対策,補導に立ちなかう,教師めぃらだちと,

多忙な「あのJ毎日と落臨 lo,補導,説得の代償としてぉこぅ投石:そのため
におこるあのガラスの割れる感高い音,11,校舎の壁板の割れ,等寛な目たも蒲

・
々

しい程の状態であった。

こうした事態を,本質から追求し,根底から改変しなければならぬ。

2 辺地性 を克服す るための問題 と課題

(11 過去の事態から要求される課題 ――一般的な課題 ―

このような事態の根底に,何が秘められていたのであろうか。

秘在の生徒からも,耳にする言葉であるが,当時は,特に頻雑 と聞いた。「ゎ し

やあ,沖 に出るんじゃ一。J「 どうせ,I町へ働 きに行 くん。

|:,ャ牢

～

。J「撃眸 い 「|,たけんちゅぅて,なにになるん|じ ゃあ―もJ「はよう,学校, 出たいんじゃあ
=。

J、ィ
この言葉の底に, 1目 的観,価値観が低位に流れ勝ちであることが潜んではtヽない
か。何をたずねても,ふたことめには,「ゎからん」,「どぅせ出来んのじゃあけ
ん」,「ゃってもだめじゃlif～J.2.成就感がないことから,劣等感へ,無関心の
よそおいへ,「 きぃても教えてくれんのでえT」 ,「なんでも,なんぼうぃぅても,

いうことをききゃぁせんのでれTo J「 こんなあ,馬鹿じゃあのう一J「女ではく
さいけんあっちへゅけぇ―。」 |んな談話の裏に, 5,異質感,差別感。どうしょ
うるんならあ―, こっちへ来 lヽ,こっちヽ来い。J「ゎれも,ど うせ,出来ゃあせ
んのに,ゃめえ―,ゃめえT」 .:14.仲間をつくりたい,同属感。「 しったげにJ

「 ようやりそうに」「 ぇらそうにJと 出る言葉には, 5嫉妬感,反発感,不満感が
潜んでいる。このような態度ゃ,心颯的矛盾の交錯する雰囲気のなかでも,教師に,

「先生じなにをしょうるんならあ―Jと いって近よる。教師に用事をたのまれると

「 しらんゎいJと 否定的言葉:1筆 pが,たのまれてくれる積極面,ク ラプの教師,

担任の教師ならいうことをき
:く
,といった行動の裏は何であろう。教師に対する信

頼感か,それとも, もっと零めて摯しい心理の発動か,ヽ ずヽれにしろ,そ こには,

承認への願いがある。又,特に, このょうな事態の中ですごした生徒の特徴として,

体力に自信を持っている生徒が,ょ く教師と競争をしたがったり,「先生 これ,

これができるかのう」と山をかけたりしたこと・"・・・. 俺にもできるぞという能
力の顕示の外,何でもなかろう。.又 ,競争して,一度負けたら二喧とあらそわない
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し,そ こから教師に対する態度は,がらりと変わったのである。このことは,自信

をつけたい,何 ものにも負けないぞという自尊心の表われであり,反面負けたら,

ひっこんでしまう劣等感へ退行する。極端な緊張が極端なJIL緩 に変る性格で問題な

のである。必ず誰かと連れだって行動したり,,仲間を一人でも多 くしようと努めた

り,仲間はずれにされることを非常に恐がったりするのは,社会的所鴨への欲求の

強さを表わすものであろう。こうして,分析的に考察してみると,「あの痛ましい

事態Jは,彼 らめ基本的欲求がら生じた要求の表現であったのではあるまい力、

本校の,あの当時の生徒だけでなく,現在の生徒 も,又本絞以外の他の生徒も,

一般に生徒 とい J=ふはすべて,一人二人
´

1。 らから
'ょ

うになりたい。出来ないこ

とが,で きるようになりたい。 一 達成への要求, 2。ゎかった。できた。とい う完

成や成就の喜びへの要求。 3.僕 にも,ゃ らせて,僕 にも能力はあるんですよ, と・`
'｀ :

った承認への要求: 4.独 りなっちはいゃですょ。といった所属への参加の要求があ

る。                                           
・~

このことからして,―A二人が学ぶ権利を保障 し,一人一人が欲求をみたす活動  ″・

の場を与え,学習が成り立ら条件を確立すること力ヽ ことに,痛々しい経験をもつ

本校の課題である。

憾)地域実態から要求される課題  一 特殊的な課題 一

① 地域の実態

生徒の行動を支えているものは,彼 のもう内面的な要素,即ち,彼の欲求,知

識,能力,態度である。そして,その内面的要素を充実し,形成する基盤は,彼

の生活実態であり:その生活の条件を支えているもの臨 なんといっても,彼の

所属する社会の,文化である。従って,本絞の生徒は,何よりもはじめに,本地

域の文fヒ に支えられていることは当然である。

(1)地理的条件,陸地部ょり,かなリヘだたった,瀬戸内海の島である。周囲約

約 12隔を,ご く最近,電燈が施設された程の孤島,斎島,周囲4Lたらずの

島などを合め,七部落の共同体が,豊浜村である。従って,本村自体,.交通条

件,お よび自然,経済,文化的諸条件に恵まれない辺地性をおびている。

(2)本村の職業分布,殆んどが,積橘の栽培を主とする専業農業と,rjQ漁船

による一本釣り,.は えなわ漁法liCよ る,専業漁業に三分される特色がある。     1
{3)こ とに,漁業は協同集団でなく,単独漁法であることから,限られた家族

労働であるため,長期の不在家庭が多いことも特色であり,教育的問題も多い。
Ⅲ  … 95-
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不 在 家 庭 の 実 態 不在状況(両親|も に留居をする期間)

男子 女子 計
該当学年生
府 る¢

目
上

７
以

日
上

弱
以

日
上

“
以

90日

以上
6カ月
以上

計

1年 36 29 65 595 22 65

2年 45 85 480

“

22 85

5年 52 36 68 370 24 2 68

計 108 108 216 全校413 露 68 42 24 24 216

(4)                   i

“

)農業家庭は勿論,年一回の収獲であるので収入も定期的でな く,漁業家

庭では,更に不定 llJ性がはなはだしい。

0 農業 も段々畑が多 く,小規模で,家族労働であり,七つの部落が,かな

り独立採算をとっていた現状から,部落対立意識はかなり強 く,いずれも,

辺地特有の,封鎖的性格が強い。

ケう ことに,農,漁  F「Jの職業観,生活観には,異質感情が強 く,交流も殆

んど,その必要性からもみられない,二うの腎1物 の寄 り合いといった傾向で

ある。

り 特に,漁業家庭では,陸地の生活が少 く,子供は,幼児期は両親と舟上

生活をし,小学校児童期になると,陸上で,申学校の生徒を年頭とする3～

4人の構成で,(も っと多い場合もあるが ),子供だけでの生活をするもの

ハ 全生徒の41%に も及んでいて,家屋も一間だけや,台所を含めると二

聞あるとい った程tの狭い住居が多いこ

② 教育的問題点

(1}漁業家庭をとゎ義 農業家庭においても,1-般に文化的条件は悪く,自己

中心的とならぎるを得ない職業生活条件が多 くぅ家庭には,対話らしきものも

少 く,た とえあっても,その内容は狭い。従って,生徒の文化的経験領域 も狭

く,言語の正確な把握,量 も少いことから,教科書がょめない。音読はできて

も内容の把握がむうかしい等,基礎能力の低位性が目立ち,農村,漁村特有の

知能指数の低さょり, もっと低位な出現数が多い。     :
(2}特に本校生徒の約60%が漁業家庭であり, 41%が不在家庭であること
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から,特にその生活実態は,本校の教育問題を規定す
。
るものである。

①'漁業家庭'の生徒の幼児tr3の生活実態と問題

②l小舟せめ海上生活の影響が幼児,1特に知識欲の旺盛なこの時期に,みえ

るものiは■海:島,陸としては,:広い海だけのこともあろう。きこえるもの

はヽ,潮騒と,1カ モメのなき声か,・ 沖を走る船の汽笛,ェ ンガンの音,手にさ

'1:わ るものはI舟べりの外に何があろうもこのことは,物事に対する関心度を

極度に抑制、している。●・‐:`|       `,
11 ・:③ 仕事に集中している両親との生活の中に,話しかけて,相手になってく

′
:・
:れ る機会がどれ程あ

・
ろうか」又幼児期の子供が語 るたねに,何か身辺にあろ

:il'ぅ か志同じことfを'く り・返すだけで終るであろう。そして叉,活動盛りの幼児

「
°

期,'自分の思いのままに
i・

|:は いまわり,ヽ
・ヽ
ざりまわり,歩きまあることが許

:: されるであ考島か。そごには:i禁 lL抑圧,怒亀 命令,め外にどんな言語

生活があるであろうか。この生活からは,自発性はむしりとられ,・ 親の権威

に従順にしかならぎるを得み
}ン l・

従 ?て ,.警
持形成上 欲求不満,・ 即ち

l_感「

情の激発となり, 自発性のない,権威に対して,ただし, 自分を利害的に威

。.1^圧保護してくれ|る ものた対tていたって従順な性格になる。

④ 更に, この生活のなかに,対話がなく,正しい言語生活がないため,概・

:、 .=念をどもなう音葉め基礎かなtヽぁ人間としての関係で,意志を分けあい,思

「
'1:考を分汗合う,過程がないところに」思考が発達していない。従って,知能の

i  ‐
遅れも自量うのではある姜、キが6

⑤ 不在家庭内での兄弟姉妹との生活と問題点
¨ `幼児期の生活もきることながら,4学齢期になる

°
と,兄弟,姉妹との生活が

はじまる。子供だけの生活とは「 どんなもあであろう.か。しかも, このよう

'Iな幼児期を経t成長したという条件その生活とは房lltある。しかも,世話を

'・ : すち自分
・
ぶ

・
学稜と、こぅ,規制きれた社会生活がある:その中燿 くれまい

とするのに懸命である以上:行き届いた,否,'か っつかまえてでも, させる

という余裕と能力があるはずがない。単に習慣的な生活の連続の外:ち 教育

:1 的な要素を求あるには,無理である。特に年上の子供が男の子であれば,な

お更のことである。この実態から ①基本的生活習慣がない。例えば,洗面

をしていないふ (中学生においても),歯をみが くことが少い二常に持うよ

うに,重ね重ね点検をしたり,・ 指導もするが,チ リ紙 ハソカチを持ってく

f g? 
-

綱轟…轟 ・
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る生徒が少い『 等衛生観念も低い。②生活にリズムがな く,き びきびとした
動作がない。③特に時間的観念がなく,す こぶるルーズでぁる。④生活が断

.片的なので,一っ終ったら,次は何をするか,予想や判断がなくばんゃりと
していることが多い。①極度に失敗をおそれ,又その原因をなすぐり合うこ
とや,誰かのゃるのを持ち, うまく行ったものをまねる,と いった消極性が
ことに目立つ。

'o年
令的に接近した,未熟者の

|り 集りであるので,目 上,

年下,等の区別がない生活なので;学校生活でも,感情のおさぇゃ,寛容さ
がなく,常に,平等を,対等的立場をとろうとする。①意欲はあっても,指
導がないので,躍動させる外的:内的な刺激がないので,ぁきらめが多い。
③自己の果す責任をきびしく追求されることが少いので,.忘れもの,当然も
ってこなくてはならぬものを,忘れても案外平気であり,又数が多いので,

自分だけではない, と、も全体への逃避が目立つ,等基本的にFphと なる要
素が多い。

3生活条件や実態の上に立つ教育的課題
=

以上のょうに, この地域の特殊性から,私たちが果さねばならぬ,地域教育上の
課題がある。それは,

(1)経験していないものが,多いので,その点,適切な教育的配慮を施 し,生活の
リズム化をはかり, 日常生活習慣を確立させる。 (具体的には,学校行事の指導,

掃除の指導,学習の進め方の指導,牛乳給食の指導を通 して,叉特に授業にはっき
りとしたリズムをもつことを通 して )

(2)心理的抑圧をとりのぞき,ス テップ・ パィ 0ス テップ,ヶ ―ス・パィ .ヶ ―ス
等にょって,意欲を躍動させ,学習に対して,前向きにさせる。
(3}人間関係を,小集団活動を活用する

°
|と にょり,深め,集団性を高めさせる。

(4)対話を重んじたバズ学習をとりいれ,情報のとりいれ方,情報の分析判断が出
来るよう学習さ也 基礎能力,技能を高め思考力をつける。

(5)相互保障のかかゎりのなかで,特に失敗を切り抜ける経験をつませる。
16)承認のぁる集団の中で,自己の能力に応じた成就感を経験させ, 自信を回復さ

せ,自己実現力を高めさせる。

即ち,意欲の躍動をはかり→集団性を高め→自己実現力を高めるような教育活
動をすることハ 本様に課せられた課題である。
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4生徒の変革を求める教育の手だて

◇ 学習の成り立つ場づくり         r          l■ |

.                              
・     ・             ■ |:

(1}集団づくりの歩み                        |■ ‐

,牛徒は:好むと:好まざるとなとゃず:神機的に学級という,共同体のなかには
おこまれ, そこで,学習しろといわ■|る

。こうした条件のなかで,意欲をわかせ,

自分の力を少しても高めようとするなら, まず,学級は単なる共同体であってt
とうてい,そ の要求はみたされない。そのためには, どうしても,学級が,.雛1書集
団と高まらなくてはならぬ。                     ■‐|

｀
あの事態のあった当時からも,小集団活動の構想はとりいれようとされたが,充

分な活動にまで至らなかった。かえって,ボ不オヽ そのイヽ集団をリードし,学級の

なかで,小集団毎の対立が目立ち,学級集甲,凝集性は,高まoな かった。逆に「

ポス的な生徒の発言と,威圧にょって,議決され集団の拘束性を発揮し,集団決定
のもとに,善意ある個人を拘束することもあり・j分裂を生じた。

そこで,― なん。とか良い手だてはないものかと,・ 小集団単位に,係課題をつ くり,

分腱させた。少しは前向きの様子は見えたが,係課顛の軽重があり,活発に班員協

力のもとに活動出来る班と,班長だけが ,懸命になぅてその仕事を背負いこむ班と,

ボスが命令して,班員が不平をいいながらやる班と,気の弱い者が背負いこまされ

て弱ろている班,様々なものが出来た。

それでは,な んとか同一課題をとい うことになり,学習班として,班毎に競争も

させてみた。とりういたことは良かったが,能力差がかな りある実態のなかでは,

同一ゴール点を目標にしたのでは,班内で,お前がおるからわ しらの班 |ま,いつも

ピリケツだ,等の差別感が生じ, とうてい集団性は高 まるはずもなかった。どこか

に基本的欠陥があったもこうした歩みをうづけるなかに,集団の性格を分析し,そ
の問題が,,どこにあるかを検討した。|

組織あ上で, 19り Tダ Tレ ツプは,特定の人物がとる 。""班長

・     嵐1・ 111littI::L
1 服従の習底轟によ:て,支えられている。
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コ ミニユケー

ジヨン|ま

o一定の制限がある。討議が主体であり,批判からの集団的生

産性に意義がある。

艶 気 o自己を,あ る点でぎせいにして,集団の枠内で協同する。

饉人と集国の

関係

o規制,拘束性が強く,統一的である。

。集団に優位性があ り,集団繁栄が尊重され易い。

自由,主体,

倉1造の発達

o自 由,主体性,倉 1造性は,集団規範の枠の範囲でみとめられ

る。

人格形成 o閉鎖的になりやすい。

管 理 0統一的で統制しやすい。

理解度 o優位者,劣等者の溝がうめに くいる

ご不理解が解消しにくい。

参加度 o逸脱者が生じ易い。落伍者をつ くり易い。

.上表のような実情となり,地域性の欠陥を保障するには不充分であり,学級共同

体を小集団活動を通して,集団イヒしようとい う試みも,小集団 自身, ソすダ下の民

主的性格があるか,否か,に よって左右される傾向があり,話し合 う機会は幾分多

くはなるが,人間関係の深まりもあまり望めなかった1こ うした期に「バズ学習J

の取 り組みがあった。

(2)バ ズ集団づくり

それは, s42年 1月 頃であった。た・またま「バズ学習方式Jを手にした。42

年 5学期,当時の二学年会で実践取りくみの研究がはじめられた.41年 度末の教

育反省の席で,パズ方式が論議され, 42年度,教育全体計画にとりいれられ,全

校取りくみの姿勢となり, 6月 ,浜島中学校へ視察に出かけ, 43年 2月 ,塩田先

生の来校を得て,研究会を開き指導をうけた。この時から,I本取 り組みははじまっ

卜9こ うしたわずかな・実践の経験ではある力ヽ 。私たちなりに集約した,パズ集団と

:ち_下表のものでばある撃:いかと,‐ 検討してみた。

組織め上で 6ソ ニタニンシ:プは仕事p役割にょぅて与えられる

o司会者的,世話役的にバズ長がいる。

9ノ 〆ヽ集団での権威は,その時の発言者にある。
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oリ ーダーとプロアーの関係は 承認 と協同触発にょって支え

られてヽ
.)る
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oルニルは最小限だけ(秩序の保持)必要だが,相互間でなさ

れ,ス ピニデ■である。

o対話が基本である。

雰囲気 o積極的自己実現に基づいて,集団性を高めるよう承認の原員1

を保ち相互保障て支える。

1個人と集団 i di個に優位を与え,団が個人に寄与する。

自由主体倉1造・

の発達 I ‐・'

o遠由二主体性と創造性が発揮され,

0集団実現へと向う志向 (モ ラーノン)が出来る。

人格形成 o開放的になるぶ

oわいわいがやがやとなりやすい。

Q統制がみだれやすい。

∴参加度:: o個人が保障されるので所属欲がみたされる。    ~

o個々の能力を保障するので,逸脱や,落伍者をつくらないL

`以上の考察をもとにすると,本校の基盤とする地域実態の欠陥が幾分なり,と も,

保崎されうよう

“

思える。又,i:小集団:の育成は,こ の要素をふまえるべきである。

1学級共同体ゃ1ド 学級集軍や即ち;学習集団となるためには是非このような/j4団づ

く,2必要を認めるものである。              ｀

5:・ 準讐あ圧
:ウ

霊ら学書峯豪めて

(1)I生徒の基本的要求をみたす学習          i
①.常準 大入であれ

`子
供であれ,学習者は,0達成への願望。②成就の喜び

即わ自己の能力の伸びの自己承認,0社会的承認 ○所属べの参加の満風 があ

って、1ヽ 1さ いきとし,,き びしく,,く ,ろぎをもって学習するものである。生徒も

'又誰しもその要求をもたぬものはいないしただ,それが満たされる条件があるか,

1ないれ ―それて,意欲が躍動する力ti:否か;‐積極的か;“逃避か,‐ のちが 1ヽ1カ珪ず   `_
‐ 101-
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るのである。私たちは, こうした生徒の基本的要求をみたすに足る条件を備える

べきである。その条件にみちた学習をさせるべきなのである。      1
0 私たちが,あの事態と,地域の実態とから問題点を明らかにし,意図的に取

りくんだバズ学習の実践をj議 して得た成果が,はんあわずかではぁる力` 生徒の

実情に変化を見せつつあるという確認から,地域性を克服して,地域?教育な伸

長させるに足る学習のさせ方の一うとして,パズ学習は,・ 生徒の要求をみたすに

足る諸条件をもっているとい う確信を得た。              「

(2)バズ学習が成り立つ指導の観点                 r.: :
① どのような学習方法が選ばれるにしても,学習する雰囲気づ くりは,学習の

第一条件である。とりわけ,パズ学習のねらいが,プルーナのいう学力観と学習

論の上に立ち,認知的なものと,態度的なものの学習の,同 時学習であると,事
田先生もいっておられるが,私たちが,①封鎖性の強い地域性と,教導さゎなぃ

ままに,経過した未解放な考え方ゃ,態度の改善をはかるには,小集団活動を懸

に,その中で,す人一人の条件と,能力を適切に認め,その条件ゃ能力の不備

不足が解消されるように,メ ンパーの一人一人ハ 互に保障し合う態度,私たち

|`は,「承認の原則Jと よぶことにするが,こ の承認の態篭を育て, この原則に裏

::付
けられた集団の中で, くつろいだ学習が可能になるように,仕向けることが必 |

.1要
である。                               1

0 対話のな 、ヽ 不備,不充分な生徒の言語生活の実態から,生徒の言語が,生
i

徒の思考をささえるに足らず,習慣としての生活活動をさぎえで、ヽる。
・
指示,命

令,禁止→対応 報告,中 止といった,単一系統の,伝達の道具にしか,役立っ

ていない。勿論,言葉自身は,記号にしかすぎな 1ヽハ 人間同志の思考や,感情

を,相互にゎかち合える,:伝達機能をもう記号であるので,言語は,必ず:.或 る

事象,事象間の相互関係の存在にょって規定されている。即ち,或る概念を含ん

でいるものである。

従って,思考に役立ち,共通理解の媒介として働くものである。
・
しかし姦biら ,

先にのべたように,単純な意志の伝達だの言語経験では,受けとめ方に誤解を生

■ 意志の疎通にも大きな障害を生じ,人間関係の円満な成り立ちも危ゃぶまれ i

るこれになるだけで事 |く,:1学校教育の重要なる部分 即ち,思考力を高め,正し :

い認知力を養い,適切なる価値判断力をつける機能も,あやしげなものになろうち'

従って,′認知力をつける学習を充分に行わしめるためには,正 しい言葉 とその使
:|
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用を訓練させることが望ま■る:■ の
,点 にぉぃても,パズ学習活動を適正に活用

することにょって,思考々
を彎:ず _|｀ 稗Ⅲ々を高めること力ヽ 1充

分に可能である。

綿)パズ学習の中核となるもあlま何か:          `:
① バズ学習の取り組み

‐
の過程における誤:り 。.:        ・

に言って,学力を高めることである,・ を2解決2■めら パズ学習と取り組んだ。
しな し,一年目では,・ 柱立そ

「
キ1,,竹分けだの,づ不グルァプの仕方,仕方,教科委科

員の選定などと,・ 取り組むのに,懸茶
||:?:■。裕:レll■年目になって,・ パズ学

習tやって卜とと‐に効果があなちら三持

“

、役立?|て いるのか,等々批判が出はじ

rゃた。:―体;あれが,パズ学習ぜ凄あろう:か。フイフィ,ガャガャ,だけしか
残っていなし、段々と生徒もなれてくる|.讐黎

ヵヽ多 くなぃ ている。出来な生徒
は,何か損をしているよ:う にも思ちてtヽ る。わからない者は1・ 依然として,ゎか
らないままで終らている:その証拠にテストの成績が上って来ないじゃないかと
この批判は,当然のことである。反省と輩判?即 ,́失敗と矛盾がなければ,思
考する動機 もなけれは,前進も

'な

tヽし しかし,適切な反省がなければ,それは,

非難 となる及非難には後退はあっても,"進鮮ない。た しかにり1先進校の条件 と

は,類似点はあらても,相異 しをtt姦
:私

たち |、 先進校のどこを取 りいれたの

か,おそらく,14,こ 5年,或いば,.8二 1.0年 (

討したか,結論だけを,形式走汗を∫姜ねたのり

か,おそらく,14,こ 5年,或いば,.8～ 1.0年の歩みの過程を学んだか学んだか,分析検

娑, まねたので鮮なかろうからいや,そ うであ

る。溺れる者,わらをもうかむ縮そある:精の手だてlま ,マ イ`イ学習方式だけで

で問題力ヽ 私たちが望むような成果だlll達ルたり,教育?機能は消失するであろ

う。罪を改れ
'じ

よ り:実態ふt轟
::|「 1肇

じ―う。師 には,豊浜あ

実態があり;豊浜独自め学響法もあ
=|ま

ずである。上手ICま ねをしよう,'と いう

反省である。

どうも「バズ遊び」「言葉遊びJに終ってぃて,イ《ズ学習となっていなt tヽ私
たちハ 学習の中に,スタン生シじ′ョジを蠍り入れるね:ら いであるのなら,「′t

ズ遊び」「言葉遊び」となるこLの方が当然である。しかし,パ ィ学習と:あ と

に学習がつく以上,,パズンェッションをする目的は,学習が成立しなけれ氏 そ
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の
李軍て::な

fヽヽ

。本質のないところに,効果,|ないはずである。このような討議

を重ね,豊率の寒琴の改革を目的として,.討を重ねた,色々学習も重ねた。

“

)対話がないという事実をどう保障するか,勿論,家庭に,対話がないとい

う事実だけではない。教育を主体的に取り扱っている学校自体に,いな,学習

が教育の中心なら,その中心の場におぃても,.対話はないのではないか。いゃ

あるをという教師もいるし,ないという教師もいるが,水掛論で|=,対話にす

らなっていな 1ヽ。 すると教育をつかさどる教響間にお、`ても,対話はなさそう

、 である。勿論,.観念的な対話は,至 るところにころがってもいようが,具体的

な,真実味のある対話は,めずらしい存在で1ま ないかとも思われる程である。

|い ,こ と,事業確認が出来たことは,案外,パズ学買取り組みの成果ではな

いのか。              ,            11 1

fEl 対話と:ヽ どんな内容要素をもったものでありうかo   111,
色々な考え方,表現のしかたもあろうが, とにかく,砂沢教授の著述のもの

から, まとめてみた。                    |

.:砂沢氏は,0「ことばをかわす」ことにょり,人間同志が自分の′思考ャ,感

情を,通じ合うことである。        | 卜 :,    1
0「ことばを,分けあうこと,(言葉の交換)に ょづて,共通なものにまと

める(共通理解,や概念に達する)|と であり,色 々な情報っな力lから,本質

的なもの(人間同志の場合であれば,本音 )を発見することである):と ,i ti、

.更に,真に対話が,充分におこなわれる̀ためには, 自分と,相手9間の考え

亀:気持ち(主体れ客体の問)の隔たりを,そ のまま,″ しばらくソツとしてお

く,と い.っ た余裕のある,受けとめ方(聴き方 )ぅ どこが,ち力1う なを,1徹底

的に追求し(分析,比較判断=批判し,条件と結果,結果と原因,事象
.'現象

つ関係,周辺か中心か,構えか,本音か,末消か本質か,等の関係を見分け,

撥む),そのちがいなどう克服するか(相互保障,共通理解,概念に達する)

という態度が含まれていなくてはなられ だからこそ対話には,き びしさ(探

究 )と , くうろぎ(寛容,妥協点 )を もった雰囲気 (人間関係)が必要でもあ

るし,又出来てくる,と おさえている。

几 別の角度,思考のria程から見た対話の過程は,人間同志, 自分の`こ とば

(思考 判断, 自己の習得している概念で ).で ,相手のことば(意見,概念 )

.を分けながら(分析,比較 ),それ′らを,選択的に集め,全体として, まとめ
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ていくものであるo昇pち,分舞と総合,対立と統‐ の思考の往復運動ハ 行

われているものである。と,実に示唆にとんだ意見である。

を, パズ学習が,パズ学習として,その本質を発揮するために,指導の具体的

; 内容は,対話が正しく,.出来るように,努力することである●

6二 年 間の実践 に立つ ての具体的 な教育 目標

(1)素直に,自弔tぶっまけて, 自分の考え(言葉 )

ぅくりと,は っきりと。話すことが,誰でも出来る6'

(2}相手のいうことを, うなづいたり,あいづちをう

ながら,大切に,自分のこととして,自 分とくらヽ

ように,聴 くことが出来るし,

(3)情報の,正確な交換が出来る.よ うに,相手に求める正しぃ言葉と,相手にあた

える正しく,きめ細々なヽ言葉づかぃの指導,下調べをする指導,みんながわかる学

習に自分も進.んで参カロし,協力する学習の出来るような指導な .対話を通して:教

師も,生徒も,実践しょう。

以上の目標に到達するよう,努力することにより,一人―A喘 学習の権利を保

障し合い,∵人一人の自己実現をはかる学力の積み重ねをする。  ':_

7学 年集団 と,パ ズ学習 の反省 と実践

◇ 一年生の取り組み         1、       ..      .・
{1)ノ ズヽ学習の所見                   :

本年四月,大学を卒業して,多 くの抱負をいだいて,こ の島の中学校に,はじめ

て,教師として赴任した教師の所感を,二つあげてみる。勿論,|は じめて,中学校

に入ったということでは,一年生と同時限であり,パズ学習ということを耳にする

のも,殆 んど,差異はないQ片方は大人で,=方は子供。片方名 生徒という,立

場の違いだけである。この二人の,新任教師は,'次のような,所感をもらしている。

私は,四月,本校に赴任して約二か月はどlCな る。まだ,パズ学習というものを,

はっきりつかんでおりません。ですが,ただァうだけ,ぼんやりと,感じるものが

あります。それは,私は,中学校を卒業して;ま だ,十年に足りませんハ その頃

の授業で,「時の人と,話 し合ってみなさいJと か,「本日の復習を, しましょうJ

ということばを,少 くとも,一度も間 1ヽた ことが,あ りません。それどころか,

「

105,∵
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「隣りの人 との,話はゃめなさいJと か「―人で考えなさいJ,「静かに,勉強し

なさいJと ぃうことばかり,いわれたように,思います。
;お

互に,話 し合いなκら

確かめ合い,補い合って,勉強して行 くということは,楽 しい学び方だと思ぃます。

学習の仕方,学習する力。意欲を呼び起すことにも,な るのではないかと,思いま

す。と。・

同じく,も う一人の女教師は,「静かに,勉強しなさい」「ぉしゃべりは,いけ

ません」と,何か,一方的 lC,支配された学習から,対話しながら,学ぶ というこ

と:ま,対話するためには,「 自分が,何かを, もっていなけれ!亀 ,対話にならな

いし,対話が,出来るためには,そのために,必要な,何かを,学び,又対話する

といった,な るほど, ょぃ循環だと,縮います。学習の仕方,そ して,楽 しく,学
びうる雰囲気の中で,喜びあぇるのは,な んと,すばらしいことだと,思います。

ただ,対話を嫌う生徒が,その雰囲気の中から,遠のいて行かないかと,心配もな

いでlまありません。 と, もらしている。いずれにしろ,過去の自分達のうけた,学
習の形態と,ま るで正反対の感じをうけ,一方では,卒直に,そ のなごゃかさを認

め,反面,何か規律のようなものが足 りないという,不安とも,批判ともつかない

表現である。たしかに,後者の教師が,対話することや,人に話すということに,

ひどく抵抗をもっている生徒も,い ないわけではない。例えば,肉体的欠陥のため

言語障害をもつ生徒,性格的に,話し嫌いな生徒もいる。しかし, これらの生徒を

そっとつつんで,さ そぃながら,援助しながら,ひとことでも,話 してくれること

を,喜ぶ他の生徒がいるという事実は,何 |しても,すばらしい事実は,何として

も,すばらしい事実ではあるまいか,叉,別 の角度から,一年生の或る担任教師は,

次のようにのべている。

一年生は,中学校に入学して,は じめて,パ ズ学習というものに接するわけであ

る。まだ入学したばかりで, この学習形態が, ょくのみこめないのかもしれない。

正課の授業が終ってからの, 40分間の,復習バズは, 20分間ずう,二教科の復

習を,主 としてゃらせてはいるが,毎年1同 じことの繰り返しで,余 り進歩の跡が

見られない。パズのために,教室内が,騒々しくなり,実に,に ぎゃかなこと, こ

の上もないぅどうして,小さい声で,隣 り同志,班内でのパズができないのか不思

議である。そういうところに,指導の手ぬかりがあるのかもしれない。又復習パズ

が,カ ツトされると,私 のクラスは,非常に喜ぶ,事新 しい学習形態をはじめてか

ら
手″♂

し
111「 警験をしていないのに,復習バズを嫌っているのは,何が原因であ
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ろうか。バズ学習が,役立うものであると, 自身思っていないのではないか,そ れ

ともア時間目というのは,一年生では,体力的に,無理な計画であろうか,それと

も,それをなしとげるスタミナがないのではあるまいか6ひょっとしたら,勉強が

飽和に達 してしまったのではあるまいか,否,勉 強よりも, もっと,:生徒の関心を ',

引く他のものが,放課をまっているのかもしれない。果 してb何だろうか。

(2}問題 と, とりくむ,一年生のスター ト            
・     _

0 学習の方法が身につくょう,対話をしらかり,訓1練する指導,     
｀
「

過去三ケ年をふりかえってみると,少 し,あせりすぎたという, きらいがある・:

先進校の長年の苦斗の過程の,読みが浅かった。そのせいで,あ ろうか。結果的

には,問題がおこれば,「話し合いなさい。J「バズをしなさいJと ,あ まりに

もヽ無造作に,叉なんでも生徒がプンプン,ガヤガヤ, とゃっているとバズ学習た

なっているとの,安易な見方が多すぎた。叉うまく行かないと,やれ, りニダニ

がいないからだ,教科委員の指導を,やれ,課題がうまくマツチしていないだの,

等々,技術主義に陥いったり,無差別な試行錯誤が多 く,じっく
′
りと基本的なこ

とをやることが,少なかったのではないかと反省する。 もともと,学習は個人で

始まり,個氏に終るものである。個人の思考をはなれては成 り立たなヽ`のが,本

質である。この反省点に立って見ると,中学校一年生の段階では,はじめから6

人パズ編成では誤 りではなかったか, というのは,対話が充分に出来もしないの

に 6人編成で,ど うして個人の学習が保障されようか。この点,本年度は,次の

ような計題でバズ学習の運営 と,指導をしている。①授業の中で,先ら個人で課

題にとりかかる。②授業中,他の人の発言を真剣に聞:く 。、③個人で考えてまとめ

る。④個人で解決出来ない時:はじめて対話をするЪ⑤更に班内でバズをするよ

うに。特に,教師は授業や復習パズ,その他,学校生活の全領域において,生徒

に課題を与え,それを実践するなかt,問題や矛盾を感じ,抵坑を打ちらけるよ

うに試みている。              ・
|

l「J 復習パズの指導         :
本年度一年生では,先進校や他の学年で見られるような柱だては・・・・・¨ とい

う形式にとられず,教科委員は,①今日学習したところを,教科書何頁を開いて

読んで下さい。②それで,各自のノー トに赤エンピツで,足 らなかったところを

記入し,重要な点は赤線を入れなさい。③理解しにくいところは,― ゃ,

ノートに書きぬきなさい。と課題を与えさせる。即ち,各 自で,柱立て,仕分け
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(理解と不理解の仕分け,記憶 と理解する内容の仕分け )を行なわせる。そこで,

生徒自身,自 分なりのFpl題点を発見し,自発的に対話の出来る準備を整えさせる。

この際,自然発生の対話やバズは,貴重であり,必要であるので大切に育てる。

約 15分の後・ 教科委員が前に出て,班で問題になったところは発表して下さ

い。とい うように,学校全体として,ま とめとして,と りあげさせる。最後に,

解́決できたら, ドリルして下さい,と いわせる。 という流れで,特に教師は,個

々の観察に当り,班の中に入 り,教師,生徒,同じ時限に立って,基礎となる指

導に重点をおいた。

{3)復習バズ時における教科委員のはたらきを検討する。

昨年までは,先進校からの,直移入のせいもあって力、 教科委員に,かな りの指

導的権限を与えた関係もあって,「小さな先生Jと なり,復習バズが,授業の再実

現 となったことが多かった。だから,復習バズのねらいの良さは, ここでは,落伍

者をつ くらないことであるのにもかかゎらず,出来る,出来ない,わかる,わから

ない生徒の溝は,あ まり,せばめられてはいなかったようである。この点,本年度

一年生の場合,教科委員 lヽ 必ずしも,教 科の理解の良い生徒だと,限定をしない

とい う統一的見解で進めた。というのも,二人ずつを対象にして,対話の訓練の学

習をさせる意図が強 く打ち出され■からで もあれ 従って,教科委員の性格づけは,

学級渤 での係活動と同じ意義付けで,司 会の役割りであ り,グノンープとグ/L/一プ

との連絡の仕事,教師との連絡の仕事として与えた。

次に一つの事例をあげ屯 その方が,よ り本校にマツチし バズ学習のねらいに

よくマツチするからである。

教 r4委員を,学活の時,立候補 (学級のなかで挙手させて)さ せた。

従来とちがって,成績では下位の生徒が,わ りと多く立候補 した。 もちろん,一

年生だから,誰が どの程度であるかとい うことハ 充分に承認しにくかったことも

手伝ったこともあるが,と にか く決まった。

教師は,内′れ 昨年並みの考えで,こ れは大変なことになりつつあると,一抹の

不安も感じた。それから,復 習バズのはじまったころのことである。

S子 :「先生i理科いうて,何ですか。J

教師 :「理 r―lと ぃぅのは,物化 とか,生物とか,隣 りの教室で勉強する科目だよJ

教師気抜けのため,説明の要を得なかった。

他生徒 :「 S子さん,理科あ知らんのか」他の生徒も,少々あきれた。
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―

「先生,こ れ何ですか。J

ないのである
`

教科委員という文字を指して。

「キヨウカ, イインだよ。J

I「 キヨウカ,イ インと、ヽうて,なにするんですか。J

「 キヨクカ,イ インというのはね,その日に勉強したところをまとめて,

みんなに,こ こを勉強すると, よくわかりますよ,と 教える役だよ。J

「先生 そりゃあ¬ 無茶な :そ りゃあ‐ ひきょぅだ,ひきょうだ。J

「ひきょうだと言うても, Sちゃんがゃるというから決めたんじゃあない

のか。J  .1.

『
ヘーデモ,無茶だ。J実のところ,日子l■ まわりにすすめられてゞ 自分

では何もti4らずに手をあげて,立候補していたようである。

「じゃあ,誰かに頼んで,かわって貰ったら。`Jそれ以後 S子はかわら

ず 今日まで教科委員を続,けてやぅている。       1
まるで,と んちんかんな会話のように思えるが,教師が不安に思っていた程のこ

と,も なく,ク ラス全員|力L,少々はとんち`んかんの司会にも,笑いながらもよく従っ

:た。特に,始めと終りの礼の時は, S子の号令で,,みんな特別よぐ,。 キチンとやっ

たのである。」ただし,内容については,成績のよいK君ハ ∴.(教師力ゝ 胃りに意図

的に指示したのでもない。)後ろで,全部,司会の仕方などを教え, S子はそれを

懸命に覚え,復唱するのだろたoS子のビンチは次の日だった。生徒の要求で,技

術と家庭科が取り上げられた。二人いる教科委員の中で,女子はS子だけである。

男子の技術は,本君とK君が,夫 ,々課題を男子の生徒に与えた。男子の生徒は,

大 ,々学習にとりかかった。しかし,女子の家庭科は,S子が課題を与えないので

_そ の指示を待っていた。、`うまでも指示がない。とうとうら,し びれをきらせて,

lr「 S子さ■ 男子計 勉強ゃらせて,女子は遊ばせる気で力 1.Jと 発言しれ S

子手おう,ぉ う」 といいながら,.1気付い■つしくJ前の席の女子の生徒に助け舟を

出してもらって,なんとか,f男子に負けず女子も勉強が出来た。・その後も,別に女

_生徒からも苦情も出なかっ牟。今ても,す 0子喘 むレろ前に出て司会をすることに

喜びを感 じているようである。

教科委員を決めた時,内心,成績の下位の生徒は好奇心だけだったか ら,その能

力に耐えかねて,止めさせr'くれ と言うだろう。1又 そうなってくれることを予期し

ていた。S子だけでなく,.現在の教科委員の半数の生徒に.は,期待がもてなかった。
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しかし, 3カ 月の実践を通して見ると,む しろ,本年度では,従来の小さな先生作

りより,委 .晨の一人よがりの活動より,自分の集団の中で,発言者に権威が与えら

れ,他人の能力を理解し,その能力を,少 しても伸ばしてあげようと,学級集鰯 の

メソバーが,懸命になっている状態を作 りつつある姿の中に,承認の原則が,その

集団の中で,生き生きと育っていることを感じるし叉,生徒 自身も,教科委員とい

う役割 りが特別いかめしいものであるとか,特定の人でないと出来ないものである

といった従来の,賢いもののやる役割だ, という好ましくない考えから解放され

集団の支持と援助があれば,た いていの人ならお世話が出来るという自信をつけさ

せ, 自己の能力の範囲の中で,他人の意見を尊重しながら,その意見にむやみゃた

らに振り回されるのではなく,適切に取捨選択し,集団のために何か役立たせたい

という態度作 りに,好適な学習材料であると思った。こうい う態度の芽生えが見え

たからこそ,従来の形では見られなかった参加度の増加がある。即ち, 自分達仲間

という意識が根底に支えをなしていて,集国内での くつろぎがあ る。

(4}班編成と復習バズの問題

入学以来,二人ペアの仕組みを もとに,対話の謝1練を重視して進めて来たが,学

習活動 においても,係活動,生活班等の指導も幾分軌道にのって来はじめたと思わ

れたので,錮 バズも, 6人グレンープにしたらと思い,班長を推薦で決める。 この

場合,教師の予想した人物が選ばれた。班編成は班長会議から学級討議にかけ, そ

の編成ではどうも具合いが悪い と,否定され,改めて班長会議を開き, 2回 目に肯

定された。従って,昨年と同じ机の配置にして,復習バズに取 りかかった。はじめ

のうちは緊張感 もあったのだが,段々と雑談が多 くなり,教科類 の指示もだんだ

んと徹底をか くようになった。その原因として,机の向きが悪 く,教科委員の説明

のとき,だ んだんと顔をあげてきかない生徒がふえ,そ のような生徒が雑談を醸し

出す中心となっていることが観察された。 とい うのも,机の向きが,教科委員の司

会の通じない,徹底しない原因と,余りにも話し易くなった雰囲気であるという原

因とハ 重なり合った結果ではないか。二週間で,ま た振 り畿 しの二人ベアの形に

もどしてみた。すると復習バズも, もとの状態にかえり,集中が見られるようにな

ぅ:た。

このような傾向をしめす原因は,何であろうか。 1つには,対話がまだ充分に身

についていない事か,二人ペアだけにとどまっていて,対話の対象の拡力1り が出来

ないことが原因なのか,そ の段階では従って, 6人 グループでの対話の交流が無理
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なのか,或は,人の指示は対面しておくことが是非,必要なことである。この点を
ルーズにしてはならない。

(51 学習を動機づけ る要素 と条件  れ r`

私たちの復習パズの実践のなかで,学習を動機づけ,自発的活動に個人を追いや
る要素に,わからないところを質問する■とが出来ること。それによってゎかる,

出来た|い う成就感であり,それを支える雰由気がその条件であることを,具体的
に?かむ機会は進度に関係なく|｀自由な立場で学習が出来,教師たとっても,内容
に関して, 日を三角にしてし矢継ざ早に指導する立場をはなれ,主体的lC学習する
生徒?活動を,じ っくりと,その条件と反応を観察出来る余裕と,助言を与えるこ

との出来るのは,復習ノヽズにあるどこのよう
↑
な機会に,T男の活動をじっと観察し

て見た。T男 :学習意欲も能力 も極めて低い。むしろ,学校にも来たくなぃ方で,

遠足の時も,色々と理由をこれつけ参加しなかった生徒である。数学の復習バズの

時であ?た。教科委旱の指示通り,教科書を開いて,一,二行読んだ。突然「やめ

■T」 の発声とともにたさじを投げた。まわりのゃってぃる様子を, しばらくなが

めていたが,気をとりもどし
‐
たが:´ 教科委員を

｀
よんだ。教科委員からその解き方を

説明してもらって, しばらくやろ.て いたハ 今度は「 やめた一Jと いうなり,教科
・

書もほうり出してしまった6陽 :通所の生徒の学習している姿をばんゃ りと,おち

つきなさそうにながめている様を隣のK子がみて,T男 に又説明をしてゃった.約
5分間仏 教科委員をよんだりЪ【子に

｀
たずねてみたりしていたり,1じ っと問題と

にらみっこをしていたが, しげらくして,「出来た,出来たJと 大声を出して立ち

あがった。それからが大変である。
:隣

り近所を見渡して,その問題をゃっていない

S子を見つけ「「 おまが(僕が
‐
):教えたろうriと 懸命に説明している。教r―

・I委員が,

次の課題を出しても,耳にはいぅない程,熱中している。
:ゃ

がて,終了のチヤイム

が鳴った。「もう終りかあ―」と不服そうな顔付め一声である。この情景lま,私た

ちに何を示崚するものであろうか。集団の雰囲気が個人を触発させ,質問する意図

が,集団を,またらかせ,個人の学習を成 り立たせ,成就感を得させる大きな力とな

った。その
、喜びは又集甲の他の人べ、

1自発的に発動してゆくものであり,集団のね

ばり強さが,個人の教師のもつればグより,強力であることを物語るものであろう。

{6)復習バズは,学習の方法を ドリルする場である。

本様において,復習パズが7時限目におかれた理由は何であったか。一学年では

昨年の反省をもとに再確認をした。①学習の方法が身についてない。②学習の意欲
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はあると思 うが躍動 しないし,態度の形成が充分でない。③家庭での学習が進めに

くい。等から考えて,授業と準備 (ン デネス)を結ぶ結び目として位置づけ,意欲

づ冷の出来る集団づくり,学習のしかたをじっくりと,段階を追って ドツルし 学

習力をつけ,家庭学習を促す学習の場であることを確認して出発 した。

例えば,生物の復習パズの時,教科委員が,次の海そうの名前をおぼえて下さい

と課題を出した。男女二人で,懸命に頭をつき合せておぼえていた。そのあと,

「おぼぇた人は,前に出て,黒板に図を書いて下さいJと 設問した。 l・tと んどの生

徒が手をあげた。特に授業中は,ほ とんど発表しない生徒力ヽ 喜んで前に出て図を

書いた。みんな注意と関心をもってみている。なるほど,立派な図ではないが,そ

.の特長はよくつかめている図である。だからみている生徒にもわかった。叉社会の

課題が,何 地々方の産物の特長を理解し

`下

さいというのであった。ハ 設間は略

地図に色 記々入させるものであった。|の ように学習が,協同してなされ,特に具

体的な理解から,言葉や記号で表現することによって,抽象的理解をたしかめ合い

補い合って思考を高める学習を身につけることになるのである。この事力ヽ 単に記

憶するといった学習を修正させるものであると思 う。

◇ 二牲 の構

昨年度一年間,復習バズも色々と変遷をたどって来た。①柱立をする。②仕分け

_をする。③練習をする。(面接型,隣接型, 自由会話法などの活動を通して)④確

認のテストをする。という形が基本であった。このような流れの中で一番間響にな

,っ たことは,①形式を遣うばかりではなかったか。②学習訓糠の細かなオ黎勤1不充

分だった。③教科委員が,教師の代弁者となり,授業の再現,繰り返しになること

が多かった。0個人の問題点が明らかにされ,解決をはかることが少なかった。O

_更に,これらの響 謝1練 を促進し,援助するための教師の観察,拳導活動の場面が

少なかったo従って, どこを,ど のように修正するべきかの問題暮が下穏れとなり

むだな試行錯誤が多かった。その原因に,他校の形式にこだわりすぎ,教師が生徒

に押しつけ過ぎたため,本校の生徒の実情にあったものが,なかなかうまれにくか

った。もぅと,生徒の実態の上から,方法や形式を検討すべきであるとの意見が強

く出るに至った。従って,本年度は,生徒たちが主体でとり組めるような形で,個

人が学習の検討が出来る余裕をとり,わからないところを解決するためにバズをす

るというたてまえて,意識を統一し,授業の自己批判,即ちわかること,わからぬ

ことの仕分けが出来,自己指導,即ち,わからぬところをしうもんして解決する,
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練習することが出来るような学習の
｀
ドリル, とその学習が出来る雰囲気らくり,'即

・
ち学習集団づ くりをすることを基本線において,担任と生徒とハ 実践を通して,

周知をよせ,学級の改造をはか り,個人の学力を高め得る。いくうかのパタンを発

見する|こ とを学年目標 とした。    ,1    1
{1)復習パズの指導で,担任は何をするのか。

'1

どんな生徒であっても,勉 強がよくできるようになりたい。とぃぅ希菫はもって

いるし,iわかった時め喜凛ま,か くしぇないものであるな地域の実情からして、家.

∴庭学習め困難な本校の生徒にとって,授業で勝負し,家庭で充足出来る生徒は,非
'常に少なぃ。しかし,授業での基礎(授業で得た思考技能)を もとに 新らしい未
知の事実を確認してゆく上か,問題を解決ιセゅく,即ち転移のある学習ハ 学習
のねらいであり,'そこ1に学習する本当め喜びがあるのではながろうか。そぅいう学
習がなされがょう

.指
導がなされなければならぬとすれば,学級集団づくりの指導に

たずきあっている孝級担任や副担任は,・ 学習指導として何をすれば良いのだろうか。
|こ どに中学校では,1教 科担任号Jが とち〔れていることから,授業だけに終う,その授
｀
業の背景をどすすれば授業が円滑に,生徒が主体的に学習するかの方法と手だてが

不足勝ちとなり易い。この点を補うため
1に

も,復習パズを取りいれる意義が る`よ
‐うにも

'思
え.るよごの問題の一例をあげてみる。

・K君は,一二年生だなって進路が,.両親との相談にょって高校進学が明らかになり,

1学習に対する関心も高まり::意欲も急に圧盛になって来た。ところが 基礎たなる
1学力も:不

充分で,1特に文字に対する抵抗ガ1と ても大きく,家庭での学習環境も全く

■`|い らてよ
｀
ヽヽ程 ,整 っ

'て いないが,反面入試に合格する学力や,進学して,ういて

行けるだけの学習力はなんどしてでもらけたぃとの切実な願いでもあるし,本人も

'述懐している。'こ の1よ うに希望'ど 現実の板ぼさみになやむK君を, どのようにすれ

ば,彼の自己実現をはかる保障が出来るであろうか。K君の学習指導を学級担任と

して,どのような手だてを施してや五:ぼ
良いのか, もっとちがった道をいけと諭す

・べきが, それとも
.教

科担任に,一人二人その事情をのヽ 特別指導してもらうょぅ
:処置すべきなのか。:或ほKを特胃1担任が閥別指導すべきなのであろうか。当地域に

は学校以外,塾も
'ななれは,・ 家庭教師もいないしせめて出来ることは,復習バズの

時の学習指導で しがない。
l｀ 幸にして,彼は,.:書 1ヽヽ たり,卜 読んだりするごとには,抵抗を示すが,話すことl■

好きでぁる6隣の人と,ス ムニズに話tを進あていることをよく見かけた。そこ■
―・ l18・…
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柱とその内容について,充分に仕分l■を して,わからぬことはなんでもグループの

中で,質問 してみよう。又柱 となる事項を相手の人に,わかるように説明 してみよ

うと指示を した。 ところが,K君の場合,相手が勉強にならぬという不満をいうよ

うになった。.こ うなると,復習バズの時, まだ対話になり得ず,一方通行的であり,

パズ集団は,相互の承認の態度がかげ,各人ばらばらとなっている。そうなると,

問題はK君だけの学習指導の問題ではな く,学級指導の私の欠陥が,ぼ くろしてい

るわけである。それからは,毎日, 1グループ毎に,教師力1ま いりこんでメンパー

の一員として,パズ学習の基礎的指導にとりかかった。①仕分けを教科書をよんで ,

わからぬところに ――をひかせ,勿論, よめない文字にも,②それからバズ長に隣

り同志で,解決出来るところまでバズをするように指示させ,0更に問題はパズグ.

ループ内で提案させ,①わかる生徒に説明させ,0ちがった角度から,又は部分的

に,一歩うっこんだ質問をさせることにより,フー ドバツクして,理解を深めるよ

う。実地演習をさせる。そして,家庭にかえって,各自が,練習することがらなど

をはっきりとまとめさせるところまで指導をしたり,そのグループの雰囲気な評価

したり, こんなところを努力してはしいことを説明したり指導することにしたので

ある。又,お互の言葉力ヽ 事実をのべているのか,事実にもとずいた自分の意味づ

けをしているのか,はっきりさせ,お互の誤解を少 くするような話し方になること

の指導もつけ くわえたのである。教科の内容にたちいったとき, グループで不統一

が生じた り,不理解な点が指摘'さ れたとき,他のグループの援助を得るため,黒板

にかかせたり,教科担任に誰か代表 して質問をしてお く様な指導と,点検をするの

である。即ち,傍圏 パズの時, グループをコンナル トとすることや,個人の学習を

コンナル トすることが大切な事である。このょぅなきめXIBか い塵礎的な指導があっ

てはじめて復習バズにより,対話が育ち,4ヽ集団が確立するわけで,その中で,K

君のような場合の問題も好転するのである:

12}授業の確立を支える小集団づ くりと学習集団づくり。

特に本校の場合基礎学力に非常な個人差があり,学習に落伍者力l出来やすい。落

伍者が出来ると,又学習に障害を生じ, まとまりかける集団 も又ひび力ヽ るヽという

悪循畷を くりかえず。従
′
って,庭本的には,生徒 1人 1人が授業中は, 自分のわか

らない点,疑間点を処理してい く方法を身につけさせるような指導を重視し, まち

がった点,矛盾点を話 し合せるよう復習バズにのぞませ対話をスムースにやらせる

ため,一人一人に係を定め, その責任を大切にし係の点検をきびしくするなかで,

― l14-

簿~詳轟轟                                 蒻麒辟パ



― ―二

一

・― =一 ― ヽ1嚢き,事 Ⅲ゙

…

1褻轟 繭 懸 繭 軸 繭 轟 鑢 軸 軸 輔 機 繭 轟 醸 繭 轟 轟 繭 繭 轟 議 轟 饉 繭 鍮 繭 鑢 繍 臨 懇 鹸 繭 晶 繭 暴摩繭【 轟轟畿 饒 繍 臨 轟 輪 %銀

L‐Iの気持にふれさせ,集団の凝集化をはかり,授業の確立をiま かる学習のソデイ

ネスを高める。或るグノンニプの一例を示そう。  |

IQ,  99が 5の段以上はできない T君の場合,こ のT君の所属する班のDさ

ん晦 その班の学習係なのである。丁度数学の復習バズの臨 どうしてもT乱 や

ろうとしないのでDさんが説明してゃらせた力ヽ 途中'ま で行 くと必ずつまづ く,そ

の原因に99が出来ないことに気付き,皆んな毛 T君が計算出来るように協力し

てあげようという:こ とで,指導をはじめたが,T君紙に書いたFmmをやぶってすて

るなどの行為をした。 Dさんはなきながら,私の所へ放課後その事態を訴えてきた。

翌日,私が出張して午後 6時頃桟橋についてとき,私の帰りを待っていて,私の顔

をみるなりとんで来て「 T君に英語の辞書のひき方を教えたら,ちゃんとひけるよ

うになった。先生 うれしかJたJと 報告 した。その翌日,復習バズあ時間にD達の

班で,問題のとき方を,わからないところを出し合って,そのところをわかるまで

説明をし合い,その途中でも,ぎ もんになったところは又意見をいいあいながら皆

ながなっとくいくまで, くりかえした。 T君 もなんとかわかったらしい。そのあと

5問題をだして,と きあった。
｀
その時である。 Dさ んがゃって来て,「先生 T君

が 5問全部できました。Jlど 報告に来た。その班のところへ行 ってみると,「先生

T君が全部出来たよJと 口をそろえていった。 T君は,てれ くさそうに手を頭にあ

げてかいていたが,喜 と々した顔うきそあった。復習バズがおわって,今日の点検

の反省,今:日 の宿題の仕方,1考え方等を話し合って別れていった。翌日, Dの 班は

全員宿題をやって来たが,他 (の班で亀
・
学習係が点検をやり,やってない者に対し

て,な ぜやって来てなからたのが,著なで理由をきびしく求め合っていた。私はこ

のDさ んのグノンープの話しをしてゃらた。理由にもいろいろある。 しかし,そ の理

由のなかにも,皆なで協力すれ氏:な くなる理由もある。理由をきいて,ほ ってお

くのではだめて,理由をなくするようグループで考えてみることの大切さを諭した

のである。ところが,別のグループでは,成績のよいK君が,「僕たちのグループ

は,さわがしくて,僕 lま勉強できん」といってメンパーの者から「 K君 :ま,f也の班

にかゎ ってもらおう」とい'う ことで遂には,授業中, さわぐ者がいてこまるという

問題となり,学級会で話し合ったり,何か分裂がおこりそうになって来た。このま

まいいかげんなことではっておくと,問題が変 lrtこ じれるので,授業をもらって討

議を重ねさせた。あらいざらい,色々出た,延々三時間 30分続いた。紙面の都合

で省略するが,問題はてってい して,討議を重ねることで前向きになることがわか

-115-



り,百の説教より,充分な討議の方が,集国の凝集に効果のあることがわかった。

このょうに,生徒達は,授業を確立しようと積極的に働きかけ,お互が得をする方
‐向に,障害をとりのぞく方向に態勢を整えはじめた。昨年のょうに単に教科の内容

だけにしばられるのでなく,学習を高めるにはどうするれ 問題があれば,グルー

プで,又は学級でバズをさせたり,討議をさせることも重要なことがある。あまり

近視眼になることはつつしむことである。

椰| マンネリ化を防ごう。

‐一年生の復習バズのゃり方を学級で討議して,各班同一教科をゃらたのでは,II①

黎科に
,ヽ たょりが出来てしまった。②各班の授業中の学習の様子もことなるので,

・ 本当に自分達の班で,困っている教科の問題にぶつかると中途半ばに終り,充分な

解決がつかないご以上の反省にもとづき,①各班では,一 日の授業の中で可能な教

神ま全部行う。②問題の作曲ま,撃科を各班で分担する。③割り当てた教科の柱,

問題はパズ開始前に各班の学習係が板書しておく。④復習バズ中50分は,各班,

教科を決め,個本又は班内でバズをして問題の解決にあたる。③残りの 10分間で

学習委員の司会で各班解決つかなかったFp5題の全体討議をする。以上のことをとり

きめ,復習パズに取り組む。その結果,生徒は課題が具体化され,全員意欲的に取
: 

り組み,疑 問点に対して班内パメが大変盛んに行なわれ スピードもつき, 30分

間で, 5教科はとりあげられるようになった。しかし, しだぃに雑談ゃ無駄話しが

教r―lと教科のいれかえなどのとき,多 くなったことを理由に,班がえを要求してき

た。班長会議を開き班がえを行った。①身体的な考慮,②男女の人数のうり合い。

③友達関係(現在までの問題を含む友人関係 )④ リーダーの配置などを考えて班編

成がなされた。以前のように意欲的に取り組む生徒も多 くなって,能率も上ってい

ったハ 復習バズ開始10分間は雑談が多く,声量も高くなんとなくおちつかずづ

課題の答えゃ,柱,Fptの板書を写しただけという生徒も多 くなり,パズが段々と

「 低調 となって来た。その原因として, 5教 科は多すぎ,わからない ところが充分に

きけないままにおわり,何かおちうきがない。やる人はやるが,や らない人が段々

多 くなる。従って教科を少しへらして, 3教科とし わからないところを充分パズ

‐出来るようにしてみようとの意見により,そ うするようにした。現在では少 しおち

'つ いて来たようである。どの方法が良いか,結論は下しにくいが,生徒自身, 自分

達の学習の場として,真剣に考え反省 し,改革 しようと意欲をもって来たことは大

変喜ぶべきことでぁる。ただ, ここで考えられることは,も っと何か,評価の基準
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を作り,1.それをもとにして,1討議を重ね」障害点を除去するように出来たら, もっ
と効果もあがるこ然し,.‐つの形をいうまでも

―
固執することなく,改善実践しょぅ

とする態度こそは大切にして扱わねばならない事である6≒
°  1  `｀ ず

以上,'二学年において,ゃゃ学級毎に少しずう形は異ならているが,,そ あ長所を

互に認め,補足しながら,教師集団の集団思考を重ねて,・ 実態の上に,効果め上る

fB4体形をつ くりだそうとしている。         :
◇ 三年生の歩みと,二か年の成果とは,  |              ・

:

(1)過去三か年の歩み '

本校が復習バズをはじめたのは,現三年生が入学して来た年の二学期のことだっ

|た。そしてそれ以来,お ょそ2年間取り組んで来‐ るヽ。その問いろいろな大き
:な

壁にぶつかり,又さまざまな問題点に突き当って来た。。その壌に,あれこれ試行錯

誤をくり返しながら,・ とにか く今日ま1で ゃって来た 当時 本当になんのことかゎ

からず,先進校のやり方をよんだ。り,視察して来た教師の指導を受けながら取 り組

んだのである。 |¨ :ピ
:

復習パズを始めた当初の学習形態綺 司会者,掲示係,評価係から成る二人の教

科委員が,前に立って,学習を進行させるというものであった。先ず:その日の授

業で学習した教科の内,二つを選ハ その教科の学習内容についての中心的な課題

―柱―を見つけ出し,理解できたこと,できなかったことを仕分けする。叉,理解

すべき点と記憶すべき点とを明確にし,各教科に約20分間を当て,グループでの

話し合いを通して,各 自の問題解決を行わせた。そして,グ /7-プ の問題点は,学
級全体の場で話 し合わせ,皆んなで解決させた。それが終ると,教科委員が,その

日の学習内容についての練習問題を作成し,皆んなの理解度を確かめていた。

こうして,約一年が過ぎた頃,こ の復習パズについての反省力珠 さ:Lそれにつ

Llて の批判もきびしい ものが出はじめた。中でも「復習パズは,単なる授業のくり

返しで, '.パ ズ遊び .・ になっているのではないか。Jと いう意見ふ`多かった.実際

そこには,思考の深まりも見られず:話 し合いは, うわすべりな,中身のないもの

となっているようだった。|

そこで,復習バズを効果的にするにはどうすればよいかということで,生徒の意

見も聞き,我々教師も学年会等で話し合った。その結果,復習バズの様,話し合う

べき問題点をもう少し明確にする必要があるのではないかということで,今渡名

教科委員が,前もって,中,凛題についての練留問題をプリントし,それを皆んな

― l17- ,,_



・
‐

― ― 一 一
                  

聰 繭 凩 轟輔 繭 繭

に配って,パズを進めさせてみることにした。すると,比較的評価が良 く,ど のグ

ループも,皆んな熱心に学習しているように見えた。こと,に ,成績の良い生徒はか

なりの興味を示しているようであった。ところが,お よそ―ケ月はどすると,下位

の生徒から苦情が出始めた。いつもプ リントばかりでは面白くないというのである。

このため,又・ 復習バズのあり方について,ク ラスで検討させた。この時は,結

局,い ままでの二教科のみをとりあげるという形では,復習バズができる日と,出

来ない日とがあり,余 りにも不合理であるとい うことから,学習する教科が,少 し

でも多ぃ方がよいのではないか ということになった。四十分という時間的な制約も

考えて,四教科を学習してみようということに決った。はじめのうちは,全員積極

的に参加していたが,学習の進め方そのものには,以前の方法となんら変ったとこ

‐ろがな く,こ れまた単調で,新鮮味のないものとなっていった。

このように,た とえゎずかでも,皆んなが楽 しく学習できるように,又,学習の

効果があ るようにと,あれこれ手を変え品を変えて,パズ学習をさせてはみた力ヽ

日にたつにつれて,生徒間でなれ合いになり,次第に集団としての厳しさもかげて

行 くようにも思えた。

こうして,二年生も終り,最終学年を迎えることになった。新学期も始 まり,今

′年度も又引き続ヽヽて,復習バズを行 うことが決定された。しかし今までの結果を反

省すればする程,復習バズに対する姿勢も次第にくずれてゆくのではないかとも思

えた。・職員の間にも,「正規の授業が終えた後更に又, 7時限目まで設定してまで

復習バズをさせる必要があるのだろうかJと か,「復習ノヽズにょって,本当に学力

が高ま'る のであろうかJと いったような懐疑的な意見をもつ者も現われた。

このような,パ ズ学習について,経験のない者達が,僅かな期間, しかも,不充

分なlB5体制のなかで進めて来たものであるが,生徒の生活態度や学習態度におい

て,以前とは,ずいぶん違った変化が生じていたのである。それが,すべて,復習

バズの成果であったかどうかは別として,と にかく変ったことも事実である。例え

・ば,以前は教師が出張や休暇のため不在になった時,席に着いて,静かに自習させ

るのに監督の教師は大変だったが,現在では,教科委員を中心としたバズ学習が始

まるのであるr.男子も女子も互にひたいをつき合せて,で きない生徒は,で きる生

徒に尋ね,で きる生徒も決して高ぶることなく,実に親切に教えているのである。

ごこで,改めて,復習バ婁の意義にういて考えてみたい。つまり,昨年授業と家

庭警習 とをつなぐ,橋であるという基本的な考え方や,学習態度の議1練 の場として
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の復習バズの果している役割は大きなものがあるように思われる。

| しかし,ではなぜ,我 が々期待する程に,学力が伸びなかったのであろうか。だヽ

`集
団が,真の学習集団にまで高まっていな力lっ たためであろうなo我々の期待,即

学́力というものの期待,勿論学力とは,色 な々観点から論議はされるが,テスト
の上に表われる定着度として考えてみると,期待が大きすぎたということもあるL
叉反面,真に学習が成立するような授業がなされてヽこたかという根底も反省してみ

る必要はあるが,過去において,あ まうにも型にはまうすぎ,話し合っていさえす
れば,パズになっているとか,復習バズがうまく行け氏 学力 も高まり, 自主性も

養われるという安易な考え方力ヽ 私たち教師にあったのではないか。授業と喘 講

義であるといった考え方と同様に,パズがオールマイテイであるような錯覚と甘い

考えが,生徒の学習に対する厳しさ,(正確さを求める厳 しさ)自己実現を保障す

る自己欲求のはげしさをねむらせ,相互に保障 し合 う厳しさ,はげしさのあること

の指導の不足,一人一人が大切にされる教育 の本来の姿が,何かのおいかけのため

に,か くされてしまっていたのでtま ないだろうか。

このょうな厳しい反省の上に,復習バズの形態は,昨年通りの形をのこし,指導

の重点 として,

①個人の学習を出発点 とする。即ち,昨年までは,で きる生徒が,教えるという

姿勢をとったが,本年は,準んで尋ねるということを重点として指導する。②ひと

りひとりの学習意欲を高める。そのために,学習集団としての規律を高め,集団の

凝集力をたかめ,出来る喜びを相互に保障 し合えるよう特に指導する。③学習態度

の向上をはかる。生徒の自己評価,相互評価により, 自己指導が出来るよう,個人

の学習コンナル トを重視 し,その進展をはかる。

特に三年生tt,進路を決定し,将来の自己実現の具体的方向性の決定の重要な機

会でもある。この点自己指導をいかにするかはことに重要な視点でもある。

{2)こ の二か年で,どのように変って来たか。ともあれ,私たちの未熟な取り組み

ではあったが,前述もしたように変って来た。

たしかに,テ ス トにょる知識の定着度は,その測定の基準も高かったり低かった

りするので,ど の程度の向上性があるか,又獲得された知識の応用力がどうか,と

いうことも,そのAll定がむつかしいが,行動を観察していいうること臨 気軽 く,

気業に明るい露囲気で話し合いをし,人の前でも堂々と発表するようになり,下級

生程・ 卑下する様子も見られない.
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ことに, 6月 26甲 ,陸上競技大会の実施運営の様子を見ると,本当に自発性が

あり,計画することが非常に鮮かとなり,組織的に行動することの進歩が目立って

きた。丁度前日は,緊急な職員会があり,1教師は一人も運動場に姿を見せることも

出来なかったが,生徒会長をはじめ,それぞれの責任者は,それぞれの分担に応じ,

下級生をよく指揮し,率先して, トラツクの計算,ラ イジ引き,会場の準備,本当

に鮮か準活動 していた。当日も全 く,生徒が役割を決め,そら分担にょって,教師

の手をわずらわすことなく円滑に運営出来たことは,昨年教師と生徒が協力して運

,営 したこ
|・ 11比 して: 自主性の高まりと,計画性,組織性の活動力の数段の進歩ぶ

りであるた。・このような行動を支えるものが,彼等が学習して得たとするなら,学

力は向上したといえる。私たちが,た またまその学力をalJ定する技能を持たないた

め,表わし得ないものであるが,テス トに表ゎれない学力の側面であると思 う。

8今 後 に残 され た課 題

ニカ年の総反省に立つと,導入するのにあまりにも急ぎ勝ちとなり,その本質など

うおさん 私たちの実態の上にどうのせるかの組織的な取りくみの検討が少く,教師

全員の共通理解が不統一になり,単なる試行錯誤が多かった。

特lC,対話のもつ意義が漠然としかおさえられず なんでも話し合っておればとい

う安易な考えをうえつけ,思考が正しい言葉によって媒介され更に深tヽ思考をつくり

出すとぃうょぅな基本的な指導が手ぬかりrtな っていたる

更に1為 集団づくりにしても,その役割だけの目的的な行動を生徒に求めるだけに

とどまり,その役割にょって自分がどれだけの学習をなし得た力、又役割をはたすこ

とFftLの人にどれだけっことが貢献出来たか,と いうょうに,自己の評価,他への評

価を通しての承認の態度の評価などの手だてがなされなかった。

要するに, 自分達の学習力ヽ 濃j定 され,評価され,具体的に明らかrtさ れれば,教

師の指導の明確な観点がおさえられ 生徒自身も,適切に自己評価が出来bをれをも

とた自己指導への翻1練が出来るようになると思う。

この点,生徒が自己指導出来るような資料となる評価観点と方法をう くり出すこと
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体 tllづ く りの 中 で

愛媛県春 日井市立東部中学校

1 共通理解 を求めて

何か新しいことをしようとする場合bた とえそれが当然のことであっても, しか

も,それまでの体制がいくらかでも変るとい うことになると,ほんとにだいじょう

ぶだろうかと,ふ と誰の心にも不安感が頭をもたげる。それまでの体制の中で力を

傾け,精進 してきた人はどそれが著 しいにちがいない。今までだって充分成果をあ

げてきたのではないかという自信が,ど うかすると拒否反応にぉきかぇられること

だってある。 もちろん今までの成果も充分認め合わねばなるまい。それはそれで真

剣に考ぇ,真剣にとり組んできたはずでもある。だが私たちは,その現在に満足す

ることなく, より成果の向上をめざすには,ど こをどのょうに改善したらいいのか

謙虚に今一度これまでの体制をふりかえる必要がある。

(1)あせらないで

バズ学習の体制づ くりは,私たちがこれを手がけるようになってから終始ここ

ろに留めてきたことであるし,私たちの歩みはまた,体制づ くりがすべてでもあ

ったといえる。 40数名の職員が,共通の基盤にたって,み な同じ方向を向くよ

うになるまでにはかなりの時間が必要であった。それぞれが思い思いに実践はす

るものの, もちろんそれはそれで効果はあるけれど,学校の体制が確立されなけ

れば充分な成果を期待することはできない。教師のひとりひとりが同じ考えをも

たなければ,だいいち生徒が混乱を起こしてしまう。「 よし,ゃろうJと いう切

実感や意気ごみは,そ う簡単に生まれてくるものではな 、ヽ たとえ誰かが意欲を

燃やしても,それは幾人かの共感をよび得ても,なかなか全部に通じるものでは

ない。やはリー部に過ぎないのだ。ただ慢然と,こ れまでの学習形態や体制を反

省し,ょ り能率や効果を高めようといった程度で ,お はじめからullに 対しうべ

くもない。これが普通の姿であって,決 して共感しない人が教育をなおざりに考
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えているからではない。あせってはならな 、ヽ とい うことなP私たちは私たちの

体験を通してつ くづ く思 うのであるこ

::(2)支えて くれたもの           '

1  体制づ くりの先決,それは私たち教師が必要感を持つことにはかならない。そ
卜|'れ には,こ れまでの一斉指導のひずみを確認し合 うことと,パズ学習の考え方を

おさえ合うことであった。私たちは何度とな くこのための話し合 tヽをもった。日

角泡を飛ばして議論をし合ったこともあった。をして思い思いに,活用できる分
野やL効果があると思われるところからとり入れょ

°
うとぃうことで,試行錯誤的

| な実践がはじまぅた。       1
1.頭 では理解できても,方法ゃ技術,それは先進校の実践例が何よりの参考には

なったが,終局喘 みずからが考え出し,作 り出していかなければならないこと
1もわがらた

「

それぞれの学校に合った行き方があるはずであった。半年近 くたっ
」・ても,ま だ‐部ではスター ト時と同じ‐ような不安感が赤ランプを点減させた。理

論も究めねばならない。方法や技術にも習熟しなければならない。私たちはほと

んど毎週現職教育を開いた。あちらこちらで実践上の問題点や,わ りにあっさり
,や ってのけた例などが出された。それらはいつもパズ学習を促進するのに都合の

1・ :よ いものばかりではながちた。

ll｀ ,」 しかし,'生徒達が目に見えて変っていった。学級のもりあがりがみられるよう

になったふ1.暗礁ためりあげた時でも,私たちをしっかり支えてくれたものは生徒

●達の姿であった。ぃろいろな調査を試みたりら資料を集めたりして,数字の上で
'■斉:旨戦 それま1での体制との比較をしてみた。こうしたバズ学習の評価が,ど
,■ れだけ私たちに自信や勇気をもたせてくれたことか。ひとりの百歩より,みんな

i｀ の十歩を願ちできた私たちあ歩みはのろかったが,顕著ではないけれど,なるlt

ど効果があるなあという実感が大方を占めるようになったのは,は じめてから 1

年半ばかり後のことでぁる。

(3)学年部会を中心に

導入時の現職教育あ形は,理論的な話 し合いが必然中心になるので,全体会と

いう形を多くとらた::も ぢろんI教科部会や学年会ももったが,いつも発言する
者はごく限ら,れ た‐部であらて:大方の者は静かな聞き役にまわった。 4o挽ん

だいいち全体会 tれ 私たち職員ですら発言 しやすい人数であろ うはずがなかった。
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バズ学習が学習への参加度を高めるように,私たち?研客に対する参加度もまた

高めなければならなかった。発言してもらわねば関心の高まりようもなかった。

どうして,ど こから斬りこむか, より共通な基盤を求めよ, ……私.た
ちは学年部

会で,ま ず短学活をとりあげた。短学活it特活の領域であるだけに,教科を離

れてみんなで話し合える恰好の存在であったのだ。そのうえ,学級体制を育てる

角度からも都合がよかった。そしてさらに,教科学習での実践をより円滑にする

ための足がかりにもなるはずであった。

中学校 というところlヽ なべてそうだと思われるが, 自分が関係している教科

、 以外のことについてlヽ ほとんど□出しができぬようなムニドをもっている。関

係のない者から言われようものなら,言われた者は決 していい顔をしないのであ

:・ る。           .
ところが,短学活Ftつ いてtt.誰かれの別な く,気お くれもせずに発言できる。

それに,なにょりもよいこ二は,十数名という学年単位の人数であった。 うちと

けた話しやすい場であった。

‐そしてさらに私たちは,教科学習での実践のとり組み も,体制づ くりに包括さ

せて「.学年部会を中心に進めることはできるはずであったoもちろん教科独自の

専F電分野にまで立ちいることはできないけれど,授業ということになれば,どの

「教科にも共通している分野がかなりある。 しかも,パズ撃習実践上のことを研究

の主題にするのだから,誰 とで も研究協議はできる。私たちはそう思った。

1、学午毎で授業研究をしばしばおこなった。「個人と班と学級の関係についてJ

,1「生徒の学習上のしつけにつぃてJ「課題の前後の指導についてJな ど。焦点さ

えしばれば話し合ヽヽは活発であった。みんなが積極的に発言するようになって関

心も高まり,意欲的な試みもなされるようになった。もう赤ランプは点滅しなく

なった。

2 約束 ご とな ど

小集団 (パズ)に よる教育体制では,どの教科でも,どの学級でも,どんな教材

内容の場合でも,最小限おさぇておかねばならない「約束ごとJの徹底が大きくも

のを言う。教師が指導に難渋 しないためにも,生徒が教科ごとに混乱をきたさない

ためにも,それは是非とも必要である。
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(1)始業の合図で

始業の合図と同時に学習を始めるために,生徒は具体的にどんなことをすれば

よぃのか。その目標 (課題〕力I明確になることはι班
^活

動を促進させ,学級全

体の学習の雰囲気を高めるためにも,生徒の主体的な学習意欲を喚起するために

も有効 1/C働 く筈である。

課題は,前時の学習のまとめ (整理)の段階において指示 している「 その課題

の内容tiおおむね次の三つに大別できる。

● 前時の学習の復習を中心に話し合 う (確認し合 う)

0 前時までの学習を基盤としたドリノィを行なう。

● 本時の学習目標をしらべたり3生活経験 (既有知識も)を話し合う。

そして,課題を一層明確にするために,各自のノニ トに記録させておく。係の

生徒が始業合図の前に板書する。プリントを配布する,などの方法をとっている。

授業めはじめに出 ふつう導入 (動機づけ)力I行なわれ,その多くは教師がし

てきた。しかし,そのことごとくを,いつも教師がしなければならないはずはな

い。前もって課題を与えておいたり,教科ごとの約束をきめてさえおけli生徒

達は自分の力でかなりの学習ができるはずである。本時の学習の準備ができるの

ある。相互作用を活用したり,みんなで学習するような意識をもたせれ:島 その

まま自主的な学習にもなる。

教師は,すでに始まらている生徒の活動を中断しないよう,机間巡視等によっ

てその区切りのっけ方に配慮し,「起立,礼」のあいさつをしないで授業ltはい

っていく場合も多い。

(2)必要なことだけを     F

話し合いやす くした班の机の配置島・ま
・た生徒たちにとってはむだ話をしやす

tヽ 形でもある。むだ話臨 バズ学習それ自体をそこなうものである。話し合いの

技術の指導を通してむだ話をしない態度を育てると同時に,教師は的確な課題を

与え,ま た。むだ話をする時間を生み出させないようにすることが必要である。

(3)教師の方を向け

学習することのながにt島 未経験なことや未知のことがらが多いものである。

だから,事前の指導をしなければ「課題」にとりくむことのできない場合がある。

また,「課題」を班になげかけただけでは不完全であり,必ず教師によって補足D
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修正を加えたまとめがなされる。

この指導は,生徒の相互作用とは,はっきり区別され,教師の一斉指導にょっ
て行なわれるのが普通で島るごこの場合,生徒|1教 師の方に注目して指導をうけ
なければならない。これが鳥らそかにされることは指導の徹底を欠くことになり
班で行なわれた活動もまったく無意味なものとなってしまう。

「やめ/Jという指示があったら3た とえ話し合いや作業を していてもそれを

やめ,直ちに教師の方を向くとtヽ ぅ習慣をつけることは,聞 く態度やしつけとも

関連 して,強 く指導されねばならない。

(4)ま ず自分で

バズ学習をとり入れたからといって,個人を忘れてはならない。集団思考とい

う解決の過程それ自体に価値があることはい うまで もないが,た とぇ,課題がパ

ズで解決できても個人ができなければ意味がない。パズ学習は,生徒が依頼心を

'´
もち,なれあいになって成果が期待できないといゎれることがある。これは,個
人を忘れた指導からくる弊害で,パズ学習めもっている欠陥ではない。

この懸念を解 く一つのヵギは「 まず自分で,と りくむ (考える〕』という鉄則で

ある。ろくに自分で考えもしないで,す ぐ本に聞くから依頼心ばかりが助長され
る。それぞれ自分で考ぇたものを出し合L、 討論じ合ったり,検討し合ったりす
る過程で,思考に深まりや広がリカ1で きる。また,思考の方向が統一される:こ と
にもなる。

Fま ず自分で。1・…Jのための時間は,課題の内容にょって異なるめは当然であ
る。生徒の習慣化がなされるまでの段階では,「話し合え」という指示をするま
で,各自で考えさせるという試みもよい。生徒がなれてくると,教師が時間的な
指示をしなくても生徒の判断にょって自然な形で相互作用が始まるようになって
くる。しかし, ドリル的な課題については,各個人にスピード差があることに注
目して,区切りを教師がつけるような場合もある。

「 まず自分で………Jで一般的に行なわれていることは,

●課題の意味を考える

。各自の資料でしらべる

0各 自の既有知識を整理する

0自分の意見をまとめる などである。

この活動においても,いわゅ
:る

「やっているふり」だけということがないとは
いえない。

°
これをなくしてぃくためには,班の話し合いの申で,互ぃに厳しく確
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かめ合おうとする態度を育てるようにしなければならない。

(5)み んながみんなで

パズ学習をとり入れる.よ うになって授業のもつ固苦しさがほぐれてきた。そし

て「わからないことも人に聞きやすい。,Jと 感想を述べている生徒が多い.それ

も,当初には成績上位,もの、質問が集中する傾向であったが,今は成績のわく

をこえて質Fnlし合って、ヽる。一方,質問された方の生徒にも,質問されて満足感

を味わったもの力,多 くなっている。

「 聞こうJという姿勢・『 聞かれて得をした」という意識は3個々の生徒の学

習意欲,ぉ よび自発的な学習態度、もながっているものでぁると,わたしたちは

1評価し■ぃ。.1       .:: :           l
,自分でわかったつもりでも,ほんとうにわかっているかどうかは人に説明する

ことにょってはっきりすることが多い。相手に説明する過程にぉいて自分の考え

ゃ知識は整理され,自分が不十分な理解をしていたことに気づ く場合が多い。パ

ズ学習が知識ゃ技能を、ヽっそう明確にするといわれる理由のひとっはこれをぁる。

集団思考 (討議)の楽しさと確かさを生徒自身が認めるようになっている。パ

ズ学習の場面においてl為 生徒の活動の範囲が広げられることによって,生徒た

ちの情報交換 も活発に行なわれ,発想も豊かになって,生徒の主体的な活動がな

される。しかし,た しかに動ヽヽてはヽヽるが.深まりある話し合いというとなかな

か うまくいかない。そこに,課題そのものの問題.指導助言のFpX,技術的F.B

学級のモラールや人間関係の問題など,究明して 哺ヽ なヽければならない ものが山

積しているわけである。

パズ学習におぃて,もづ性格や知能の面から,話 し合いに参加しないもの,聞か

れても応じないなど問題となる生徒がある。このなかには成績のよいものもみら

れる,かれらに。は|ヽィ学習の意義と効果とを理解させ,話 し合わなければ韻だし,

教えるこ.と は得をすること|であるということをわからせる指導が必要であろう。

また,学業不振めためldC参加できず劣等感をもっている生徒 もきわめて数は少な

いがみられる。これには,その生徒や班に教師が具体的な活動の方法を指示しな

がら,そ のコミュ■ケーションのなかで指導がなされるべきだと考えている。

(1)み じか くはや く `

一つの課題にどれ くらいの時間を与えたらよいかということは,課題の性梅
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内容によって異なり,一概には言えない。

一般的には,で きるかぎり短い時FE5で 区切りをつけるようにしたい。といって

も,そのために課艤がこまぎれにな ってしまうことは問題であるが,話し合いに

長い時間をかけても既有知識や生活経験の再確認に終わることが多 く,結論も憶

測の域を出ないのではないかと考える。そればかりか生徒の間にむだ話をする余

裕を与えることともなり,活動の質を低下させる結果ともなりかねない。

む しろ生徒が時間不足を意識する程度で打ち切り,教師の補足,修正。まとめ

ておさえるようにした方が,次の学習への意欲 ともな り,注意を集中させること

となると考えられる。

短い時間で話し合いを区切ることは,生徒に時間のたぃせっさを自党させ,真

剣に, しかも能率的に学習に対処する習慣をつけさせることにもなる。秒単位で

できるような課題もあろ うが, 2分,5分,5分 といったところが,ご く普通の

相互作用をさせる時FB5で,「lま い,5分J,「 2分でやれJと いうように前もっ

て時間を指示することにしている。

(7)『 考えよ』→「 聞け』→F教えよ』→「 教えてみよ』

「 まず考えよJ

↓

「わからなければ聞けJ

↓

「 聞かれたら教えよJ

↓

「わかったら教えてみよJ

ということを話 し合いの過程として重要視 し,力点をおいて指導 してきたわけ

1であるが,「聞 くJ場合,単に聞けばいいというのではな く,「 どこまでわかり,

どこまでわからないか』をはっきりさせる指導を絶対に見落としてはならない。

これは,依頼心をもたせないためにも,「まず考える」ということを深めるため

にも,話 し合いによって方向を得て理解をより確実なものとするためにも必要な

ことである。

生徒相互∩情報交換にょって得られたもめが,ほ んとうに自分のものとなるた

めにtt自分のことばで整理されることが要求される。それは復唱する。他め生
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徒に教える,全体の場で発表するなどの活動を通じて果たされる。

これら,点検,確認, 7ィ ードパ ツク等の作用lヽ 相互作用を通して容易に行

なわれるが3私たちはそれらをひとつひとっ評価しながら指導の手を進めていか

ねばならない。私たち教師は,挙手や返事。指名発表.机間巡視等に1ょ
ってそれ

ができるた 生徒たちにも「隣の人に説明できたか」「聞き手は納得したか」と

いう自己評価をさせることはたいせっでぁる。

(8)発表 とまとめ

バズ活動で話し合われたことは原則として発表される。パズ集団のだれでもが

発表できることが大切である。そのためには,指名がかたょることのないょうな

配慮は必要であろう。 F発表』のときには理由づけをして自分のことばで話すこ

とが強調される。 (課題によっては断片的な回答だけでよい場合もあろうが。)

また,「○○さんと甲じですJ「わかりません」の答えは許されない。これ:お

生徒を積極的に授業に参加させるためにも〕話 し合いを深めるためにも不可欠で

ある。こ∩ような発言に対 しては,パズ集団相互や教師からの問い返し,ゆ さぶ

り等によってなくすることはできる。            ,
反面I発言が行きづまったような場合にはパズ集団で助けさせたり,教師の助

言によってぃたずらに劣等感をもたせない配慮が必要であろう。

発表された|と は,教師にょって補足,修正を加えながらまとめられるな翻

はパズ集団の発表を単にそのパズ集団の成果としてとらえるだけでなく,それで

いいのか,他 に考えはないか,などと,常にそのことが学級への問題提示になる

よう,投げかぇしてやることがたいせっでぁる。と同時に教師tヽ その発言を認

めてやるようなあたたかさを示 してゃるべきで,せっかく発表したのに,頭ごな

しに否定したり叱ったりしたのでは,生徒の発言意欲をそぐ結果ともなろう。話

し合ったり,発表した
|り したことの満足感は,教師によって与えられるはずであ

る。

班 日記 か ら 2年 女

今 日は班の活動が うまくいった。私はうれ し

友君が社会の時間にはめられたか らだ。「 ここ

ら先がわか りません。J長友君はそういった。
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でとてもほめてくれたのです.こ のあいだ私たちの班では「ゎかることとわ

からぬことをはつきり言おうJと いう約束をきめたのです。長友君は指名さ

れた時,そ の約束どおりの発言をしたわけです。いつも発言のすくない長友

君がきっばりいつたことと,私 たちのきめたことがほめられたからです。私

はうれしくてしようがない。

3 実 態 と 考j察

われわれな昭和41年度以来,授業研究をくりがえし実践し。パズ学習が生徒の

学習活動にどのょうな問題を生みだしているかを,そ の都度確かめつつ,そ の克服

と発展に努めてきた。 1年半たった時点の生徒の実態はどうであろうか。その実態

を把握するために,ま ず調査における問題 (調査指標)を決定仮説を実証するため

の調査項目を設定した。

この調査は43年 10月 14日 . 15日 に.各問題にっいて各学年 2学級ずつを

対象にして実施したものでぁる。以下それに基づいた調査結果を報告し,その考察

をするも

(1)「パズ学習は生徒の学習活動に対する参加度をよリー層高めるであろう」とい

う
°
Fm5題 について

問
:

質 問 事 項 十

わからないことを人に気楽に聞けるようになったか 115 120

2 前と比べ,みんなが発書するようになったと思 うか 81 126 36

5 発言することに気お くれ しないようになったか 80 136 π

4 人に聞かれたら親切に教ぇるようになったか 80 47

5 人に聞いて, とくをしたと思 ったことがょくあるか 153

6 人に質問されて, とくをしたと思ったことがあるか 99 27

7 人がやってくれるからよいと思ったことがあるか 87 127 29

8 バズはむだ目が多 くて勉強∩じゃまになると思 うか 127 筋

9 自分の考えや行動をじゃまされたことがあるか 95 123 30
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問 質 問 事 項 十 0

10
先生の話を聞きもらした時 バズ学習∩時と,一斉
学習の時とどちらが聞きゃすぃか      : 167 59 57

158 65 22

12 163 55 25

15 友だちの忠告を素直に聞くようになったと思 うか 86 120 57

(十はいずれもパズ学習の利点をあらわす)

① 調査項目全般にプラスとして受けとめている者が多く,パズ学習によって授
業への参加がより積極的になったょうに思われる。

② 授業参加へ∩動機が気楽さにあるとしている者が多い。

③ 班活動は自分にとってプラスであることを自覚的にとらえられる契機となっ

てい るようだ。

④ ‐斉学習時の資料がないので比較することはできないが,発言.対話が前向

きの方向になってきてヽ るヽように思わえる。 1_・
・

○ しかし,反面依頼心の助長,無駄□などが学翌をそこなっている面もみられ

る。これは話し合tヽ

^過
程の不徹底とか,1し

・らが等に問題があると思われる。

③ 班でめ学習継続を67%もの生徒が望んでいることは,六ズ学習が,われわ

れのねらう方向に前進しているものと思う。 .:

(2).。「
′iズ学習は生徒∩学習成績をよリー層向上き尋るでぁろうJと いう問題にっ

ヽヽて

バズ学習形態と一斉学習形態のそれぞれにおいて,一時間の流れの中における

理解度および。その授業に対する生徒∩参加意欲や,学習の進歩度の関係などに

ついて比較検討 してみ■.:そ のことが学習成績を向上させる基盤と考えたからで

ある。

その方法として,プ 7テ ス ト・ ポース トテス トを行ない,比較検討 してみ亀

問題はプワ・ ポース トォス トとも同じでその内容はその時間の学習事項によるも

のである。評価点は10点満点とし,授業のあとで参加変調査を実施し
｀
た。次に

タス トの実施方法お上び参加度調査 の質問事項 を示 した
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テス トおよび参加度調査

参 J」E度調査∩質問事項

→

2 +・1  0 -1 -2

その結果は次のとおりである。

表中の数字は平均を示しく )は SDを示す

（
い
い
え
）

（
は

　

い
）

今の授業は楽しくできたか。

2 今の授業は一生けんめいやれたか。

3 今の授業はうちとけた気持ちで学習できたか

4 今の授業はじっかり勉強できて満足だったか

5 今の授業はよくわかったか

6 今の授業はためになったと思 うか。

今の授業で仲間は親切だったか。

8 今の授業で先生は親切だったから

9 先生のことでいやなことはなかったか。

10 仲間のことでいゃなことはなかったか。

参

加

度

調

査

ポ

ー

ス
ト

テ

ス
ト

(1年)英語科
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プ リテス ト | ガ←ストテスト

2.3(16)5。 8(18)バズ学習形態

1.6(112)4.7(1.9) 6.2(1.8)一斉学習形態

プ

リ

テ

ス

ト

進 歩 度 参 加 度

6.2(1。 9) 2.7

1.9



(3年)国語科

プリテス ト d{:-xlrtl 進 歩 度 参 加 度

バズ螢習形態 0.3(0。 ア) ス2(2.2) 6.4(2.1) 3.7

一斉学習形態 0.9(0.8) 6.5(2.1) ユ6(18)| ユ3

(2年)社会科

|プ リテス ト ポ=ス トテスト 進 歩 度 参 加 度

パズ学習形態 0。 7(0.6) 4.2(2.3) 3.5(1.8) 5.3

一斉学習形態 0.9(037) 4.1(138) 5。 2(1.6) 2.ア

(1翁 数学科

プ リテス ト ポ■ストテスト 進 歩 度

バズ学習形態 2。 9(1。 6) 5.5(1.6リ 2。 6(15)
=丁

1

一斉学習形態 24(1。 6) a2(1.6) 2.3(1.4)

(1年)音楽科

プリテス ト ポτストテスト 進 歩 度 1参 加 度

バズ学習形態 3.9(1。 7) Z6(2,4) 4.2(1.ア )

一斉学習形態 5。 3(17) ス 1(2.3) 3.8(1.6) 1.2

学級という複雑な有機体に対して, 1時間の授業でその進歩度を判断するのは

多少問題がないで もない。それにバズ学習の方法の成熟度に学級差があることも

事実だし,従来バン学習を続けてきて,ヽ きヽなリー斉の授業を行なうということ

で,生徒の方に困惑もあるだろう,そ tう した意味で必ずしも,こ の数字を信ずる

わけにはいかないが,お よその見当はつけてくれるだろう。

全体的に参加度はパズ学習形態の方が上回っているが,上述のような要国から

すればもっと開きがあってもよいはずである。生徒も教師もまだバズ学習の方法

に成熟していないことが考えられる。

学習の進歩度は有意的な差が認められなかった。できることなら2っの形態を
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長期間続けたあとで比較検討 したいが,今の私たち∩体MIJ∩中ではもう一斉学習

形態を長期間続けることはできない気持で,難点がある。

(3)「パズ学習は対仲間意識をよリー層好意的に変化発展させるであろ うJと いう

問題について

バズ学習は知的な面と同時に態度的な面の効果をねらうものである。この調査

は42年度に意識調査として行なった項目の中から, さらに対仲間態度的な項目

を精選 し,生徒の人間関係を知りたいと思い43年度に行ったものである。

対仲間態度についての調査

調 査 項 目

は
ら

い
ち
は

ど

で
い い え

年

二
年

三
年

全 一
年

二

年

三

年
全 一

年
二

年

三
年 全

1 争な妻[雪暴よi阜『
談男

。
女

計

２５

ｍ

弱

21

31

52

η

“

“

π
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以上の調査結果を考察すると

① 問1の困ったとき
^相

談相手の有無について眠 相談相手のある生徒が高学

年になるに従い多 くなっている。全学年を通 して好意的な方向を示していると

思われるよ                     l・ ・

② 問3でャ■ 1年生に「いヽ くえJが目立っている。1年生は学習活動の場での

望ましい人間関係が確立する
.と ころまでいたらないか,協同学習のもつね うち

を肌で感じとってい‐く経験の短がさがらきているのではない力、 また質問内容

0解釈にも問題があったとも思われる。

③ 問4は,「はぃJが庄倒的に多く, 「ヽヽヽいえ」力:極めて少ない。学年差も認

められず.有意な結果がでている。

④ 間5では,けんかする生徒が高学年になるにつれて少なくなっている。実際

に生徒間め争いや反目が二斉学習形態をとっていた頃に較べると極めて少くな

っている。バズ学習のねらいの一つである人間の相互理解の態度が培われつつ

あるものと思われる。    ・       ‐

⑤ 問6ほ=:1年に臓まいJが少く三高学年になると高い好驚鋳な数を示してい

る。1年生はパズ学習のねらいがいまだよく理解されていないものと思われる。
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③ 問7は質問内容の解釈にも問題があり,「どちらでもないJが多数を占め,

学年差も認められない。

○ 問3と 問9は類似した質問内容で,2年生は同じような数を示しているが,

1・ 5年生はどんな人とも話はできるが,我慢して行動を共にすることができ

ないと答えているのが目立っている。

① 問10では学年差が認められず, 42年度に調査したときょリー層望ましい

方向に変化してきた。

③ 問11では,全体に話し合える生徒が多数を占めている。実際に男女の対立

反目が極めて少 く,有意性が最も認められる。

i  以上の結果を総合的に考察してみると,次のことは確信をもって言える。小集

団を基盤とした学習,生活のすべてを包合 した学校での 1日 臨 生徒が仲F85と と

もにあることを楽しな,男女の性をことさら意識することなく,気楽に教え,話

し合い, とか《この時期に見られる友人間の トラブルも殆んどな く,反目,競争

差別から。信頼,協同,女情の中学校生活を集団の中から生み出してい く土壌と

なりつつあるとい うことである。

(4)「バズ学習の形態は生徒の学習に対する感情や意識をよリー層望ましい方向に

変化発展させるであろ うJと tヽ う問題について

このようなAF3の感|な く情緒)や意志を数的に調査し統計処理することは極め

て困難である。また調査項目の設定,発間の意図,受けとめ方を厳密に規定し,

統一 してい くために眠 かなり工夫 と検討を要することでその点のゃゃ不徹底で

あったことを否定できない。故にこの数字ハ結果に全面的に依拠して,何らかの

断定的結論を求めることは難しい。

以上の2点 を考慮に入れながら,次にその調査結果とそれを生かし得る範囲内

で実態を考察した。

(学習に対す る情緒,意識調苺

①  l年から3年になるにつれて勉強が楽しくないという数が多 くなっている。

:  しか し「楽しいJとい うことば∩うけ とり方は様々である。 1年生は班の中で

仲間と共に学ぶムードを情緒的に楽しく感じとったいるという陵階に比べて,

受年が進むにつれ,学習することが本来は自分自身の力で対決していかねばな

らぬ厳しさをもらていることをさけては進歩のあり得ないことを無意識のうち
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上の識査は各学年 2学級

調査項ぼ1)は学校での勉強

て,④たのしい,0中 ぐら

つから解答を選ぶのだが,0は省略し,0と0の 差
を男(上 段 )女 (下段 )ガリに求めたものであり,以
下の項目も同じ表示のしかたでぁる。

に感じとっているので

はないか。それと共に

その厳しさに耐えてぃ

く自分を支えてくれる

周 りの角間との協同学

習が。今ではもう当り

前のことのょうに,生

徒の学習生活の中に定

着 していることも信じ

てよヽ と`思 う。

現在の学習条件の中

にl、 確かに楽しくな

い思いを否定できない

ものであろうが,生徒

たちが学ぶことへの欲

え 願いと自らの向上

に希望をもってやれる

ような指導体制を,教

師は可能な限 りつくり

だしていかなければな

らない。

② 勉強がよくわかる。

よくわからないとすな

おに答えられる生鮭が

もっとたくさんヽヽても

よいはずだ。しかしこ

こでも,ど こまでわか

ると「わかる」といえるのかの生徒のとらえ方は様々である。

教師の指導内容をいつも受身的に鵜春みにしたままの段階でのわかり方から,

疑間と追求心をいつももって自ら納得していくまで確めたい積極的なわかり方
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まで,そのわかり方には個々の生徒にとって巾が広い。

今いえることは, 自分のゎかり方,学び方にもっと厳しい要求をもつ学習態

度があってもよいということである。またゎかる。わからないが憶せずに堂々

といえる学級の雰囲気が必要で,それは教師の授業の姿勢にある.

③ 学習方法を考えようとしない,わからないままにしている生徒がかなりある

のはどういうことなのか。どんな生徒でも勉強がわかるようになりたい,でき

るようになりたいといb気持をもっていると信じたい。それなのに学校での勉

強方法をゎからないままにしている。

|  このことiま生徒の条件を考慮した上で,学習課題を常に系統的,計画的に提

出し,その課題解決のために学習を進めていく方式を定式化していくことを,

生徒自らの倉1造性と教師の188性の統一の中でつくりだしていくことの必要さ
.を

,物語っていると思
'う

。そしてこの一年間,本校?教師集団は「
バ
不学習」

の形態が,生徒の人間性の成長を基盤にした学力の伸長と定着に,必ず役立つ

ものと信じなから,幾多の授業研究を積み重ねてきたのでぁる.し かしその努

力は,未だ満足した形でみのったものとはいえない段階にぁることを率直に認

めなければならない。 ′

「何をいかにして勉強していけばよいのかJをわかりたいと願うのはどの生

徒にもあるねがいだろうと思うが,そのことを考えることあ大切さ,切実さに

さえ。考え及ばない生徒があることは憂慮すべきことであって,専ちに各教師

は生徒と個男1に対話を開始せねばならぬ。そして班や学級集団の仲間とのコミ

ュニケ■ンョンを通して,「 学び方を学ぶ』ことの大切な意味を自覚させねば

ならない。                     …

'パ
ズ学懇の形態が,学習情緒,意識をより望ましい方向に変化発展させてい

くであろゲと考えながら調査したが,今回の調査結果からはそれを顕著にIE握

することはできなかった。さらに期間をおいて再調査を繰り返えしていきたい

・` と思ってヽヽる。

以上の実態調査全体を概括してみると,今になって思 うことは調査指標,調査

項目,調査の実施方法を厳密に規定し,実態を確実lC反映 し得るような最善の配

慮が事前に必要だということである。そして研究期間を見通した上での調査∩系

統性:計画性がそれに加味'さ れればならぬ。
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この実態調査結果に幾うかあFp9適 あぁち点は認めつらも,未校の現段階でのパ
・
女撃習指導あ彙践チ::4後凛な素ぼ4らぬ方向を宗唆じてい竜意味を,私たもは

'・

よく略素ι茫ヽ 己ゞ.:島
t基を::来農

iあ

撃善捨轟凛轟i::基 さ幕ふなから`一つの
理論と彙践をFittll′歩こ芋ら績

:を

十ふ
lt始

めていな二碁ι走ぃのでぁる。

ri f':  _ 」す111■ l'il、 11::`..・ :́: :      .

4 指導 のため のプ ログ ラム `t・ .,1:.'′

学力とのメ、間関係を同時に高めることができるとすれば,こ れは素晴らしいこと

であり,だれも異論をさしはさむ余地はなからう.しがし,実際問題として,ど ,

したり:そ
のょうな学級体制を確立できるわか。最初にどんな話をしたらよいのか。

ど
～
な手順で,どんな点に留意するべきなのか。こうした声惑いは新しい学級担錘

にな二■́Lき 亮ゝらをれにも島返Jiざだ議任な』キ:、 、き7iiEり こうした教育体制の中

で実践する教師にとって,tれ lit厄介なことである」戸惑っているうちに4月 はす

ぐ0月 になる。なんら指導さ́れていない学級では (教科め場合も向繊)職音のみが

表画化する。こんな教育体制でいいのだろうかと疑惑も大きくなる。

ここで何を話し,何に留意するべぎかをはっきりさせること臨 われわれの体制
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(1)「よい個人はよい集団によってのみつくられ,よ い集団はよい個人にょら

てのみつくられる。」

o小集団の活動をとりいれると話 し合いの場が多くなり,人の価値,人め立

場がわかるL―サ注意しやすく,注意を素直にきく

曇11番箕圭詈1」>トーー"望ましい人間関係
●「バズ学習Jの利点を先驚の感想 (資料)から理解させる。 `

―蝙



(2)学習活動に参加する機会が多い。

10学習活動に参加する楽しさ三二三二所属感,成功感をもつ機会
(ゃ)「教えることは,教えられることJ==「 1人の力ょり,6人の力」

●自分Fわなつ■つもりでも,ほんとうにゎかってぃるかどうかは,人に説
明することによった,はらき

Iり

することが多い。
0相手に説明する過程にぉtヽて

「

自分の考えゃ知識は整理され,自分が不十

分な響解をしていたことirc気づく場合が多い。
・

・ 情報交換の活発化j発想がわたかになるti

実践の結果, 1年生そほ出発点としての興味を換起し,落ちついたところで実

例に即したIB4, 2, 3年生では話し合い,経験の出し合いをし,集約的に掲示

活動に発展できるような指導め必要性が認められた。来年度には図解等もとり入
:れ, もう少し扱いやすいものが予定されている。′

(2)班編成にあたって             ,, .
従来,班編成は 4人又は6人の複数で無作為抽選,あ るいは班長をきめておい

て残 リハメンパーを抽選で組合わせる場合が多からたもしかし,実際場面での手

1 順にっいては殆んど考えられず,時期が
'く |れ

ば機械的 に拍選で編成がえがなされ

i ることもあった。必然的に生徒は編成がえを楽 しみにする.し かし,どんなにう

まく組合わせても学級の全員が満足できる班がで きるわけではない。生徒は新 し

1.,い班になィカリし,次の編成がえを桑しみに4週間を過ごす。これでは学習活動

1 ,が 1「 t本や くなわ
.り

たいJとい う気持めために阻害されかねない。教え合い,高め

■1合 う奉同体として?舞を意識的に指導するには,この編成がえの前後こそ絶好の

～ :機会とみたいっであ|る 。以下男
'そ

の
｀
プログラムでぁるbl    ,

・(1)最初の班編成 (4月 )       i  1  1・ : :
●男女5名ずつ6名を原員Jと し

:て 二っの班とし,無作為に編成する。
●仲間意識の高揚めため,意図的に班の活動の分野を多 くしてやる。
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(2)

●

実践の結果,編成がえの 1週間位前から現在の班の状況につtヽ て考えさ
:悪

:・

イ。
「

何班が成長したかJ「目標は達成 されそうかJ 破 とは自分にとらてどんな意味

がヽあるのかJ等,意識的に問いかけることの重要性が確認されたこと'れ は毎日め

学習生活においても必要なことである力ヽ 特に一週間前の重要性が強調されるの

である。最近では「今の班をもう少 し続けさせて欲しいJという声が多 く聞かれ
:

るようにならている。

(3)班日記  一 班活動を促進するために ―

人間関係を深め,学力を高めるために班活動をより促進するひとつの手だてと
,
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して,1華 亀記がある。生徒相軍つ交流。(話 し合いで不充分な内容までも記費 き

る)生徒と教師の意志η疎通の場み:して有効である。

次にその意義をあげてみょう。

(1)書 くことにより問題が客観的にとらえられる。      _
|.(2)個人の問題を全体Ⅲ問題キして尋らえさせる。

(1}1目 標 (班,1学級等)´
の達成あるいは学習活動促進のために役立つ。

・IJ::ヽ教師な気づななかっ:■生徒?動きを知り,生徒相互の理解も深まる。

|(o);1憚ん 九 il学級の成長過程が記録される。

さて実際に,生徒達に1ヽ どんな内容を書かせたらよいのだろうか,次にあげ
る.事柄:卜

`ま |え っヽて生徒準話し―ておく必要なある。また。そういぅ内容が書か

れていた:場合に,;昼食後まキ叫短学活の時に,1内容例として,生徒に読んで聞か

せたりヽ,′ .班でと,あげ,話 し合いの材料として与えてやることも意義がある。

(1)事実を列挙するだけでなく,それに対する,自分の考え,対策,実践を

も,こ■で薫≦。1.■  。|   ・‐1  ,

焦徒同志な1よ り親切だと考えるならば,匿名でなく,個人名をはっきり

と書く。 . :v、 | :

(3)私的なことを取 りあげるにしても,班や学級の問題になるようなことを

~・
育 ヽOI    .    、'

(争 }、 自己の行動や,′ 態度にカ軒度に対する反省を具体的に書く。

(5)班B学級に対する主張,提案を書 く。

.(り 単に F・・・・,● してはしいJ「・・・"と 思うJだけでな く「 こうしたら………

:|な っなJと ぃうようなことを基盤にして書く。

(7}班活動め中で自分がとくをしたり,° 苦労したりした経験を書 く。

等いろいろあると思われるが思い思いにどこの学級でも実践されている.

(実例は別に述べる)

班 日記の意義を述べ,書 くべき内容を指示 しこれで私達のぃ うきめめこまかい
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指導とい うことになるであろうか。 また,生徒が素直に班日記を書いてくれるだ

ろうか? 私たちはこの問題を打破すべく次
^よ

うな指導の手だてを考え,実践

をしてみた。

(1)ま ず一頁は書こう

これは,生徒が書かなければならないという義務感を強調するので

はなく,多 く書 くのだという苦労の中から,問題を発見させる目を

養わせ,多 く書 くことの意義や喜びを知らせ, また,教師が助言を

書 く場合にも気おくれなくみんなが書きやすいような姿勢を保つ必

要がある。

(2)教師に対してでな く,仲間に向って

生徒が教師に書 くのだとい うのでは日記本来の意味を失ってしまい

目的達成が不可能になってしまう。生徒同志が,お互にはげまし合

い注意し合い.常にきびしくなれあいにならぬようにしたいもので

ある。

真剣に,前向きで

班日記だけ特別に言えることではなく,どんな場合にも必要である

ことだ力、ふまじめで班員の前進をはぼむような内容を禁じ,みん

なの日記であること,その大切さをじゅうぶん理解させたいo

そのほかに「言己録者の氏名を書かなくてもよいJと か「私たちだけの日記であ

るから,家庭に持ぅて帰ったら家の人にはみせない1等の約束を決めて,実践も

ある。                    .  .        _    ,
さて次に,私たち教師lれ 生徒から提出された日記を,どのように処理し見解

を加えてい くとよいだろうか。これもヾ ろヽいろ試みた。朝生徒が登校するとすぐ

に教師に提出する。教師は批評等を入れ昼食時に返却するという方摯ィ
ミ,ほ とん

どである。では批評にはどんなことを書いたらよいのだろう力1,私キちl=次のよ

うに申し合わせている。

(1)特 に私的な話題であったとき,焦点をしばらせるような助言を。

_1鶴 ―
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(2)全体との関連を怠らないようにしょぅ二

(3)教師ほ結論のみを書 くあではなく,

提供してやる。

班活動で解決させる素材や手順等 も

教師から問い返しをし,その返答を要求する。

書かれた文章全体について批評しなくてもよい。問題点を取り上げ集中

的に書いてゃる。

(6)な とえ次元が低 ぐでも:

:やるような姿勢で書 く。

(7)生徒に親近感を与える書き方をするよ

以上の点に注意し積み上げてきた現在では「
‐班由記あ存在価値は生徒全員がこ

れの必要性を認め,自分剣順番を待ちきれずにいるものが多数でてきている。

４

　

５

前向きの意見に対しては:

実践記録例   原文∩まま 一

6月 18日 (水)  2年   たかはしつねお

ぼくの思っていたことが,と うとうおこったも それは田中君がそうじを5

回もさぼったからだ″ 今日は田中君が,はじめて社会の予習をやって来た。

ぼくたちのグループのなやみが,やっとこさひとつかたづいた。社会の時間

田中君が「高橋おまえやってきたか?Jと 聞いた。ぼくは「 やってきた。」

とヽヽった、

どうだ田中やって くるとじまんしたい気持になってうれしいだろう。そんな

ら,こ れからも社会の予習1英語の復習・ 予習をわすれないようにせよよ。

せっか く田中がおれにはめられたのに,さ っきのそ うじのことだ………中略

・・…・…田中がへんなことをやっていると「 田中やめる,おまえ班長だろ―J

すると田中は「わかった,わかったJですませる:なにがわかったのでろう

ていっぺんおしえてくれ)と きたま「 何がわかった」ときくと「何んにもわ

からん」とじょうだんにい う,田中君も班長らしいことはしている方は100

%の内たった 2%(ぼ くたちの班の河□君と話したところ)しかなヽヽ・……Ⅲ

田中がんばれ,ク ラスのみんなをおヽヽぬき,ぼ くときょうそうしようじゃな
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いか。な。  一 おわ リー

(担任評 )高機よく書いた.こ こ「こ書いてあることに対して,1率ずかしく

ない毎日をおくれるようになれば,高橋はものすごく成長する。
:

田申,高橋が競争 しようと言っていぅ。この挑戦を受けて立つか立た

ないか。                '‐
  ・    メ.

(4)短学活 ・T学 校生活と家庭学習を結ぶ ―

朝の短学活t=, 1日 の学校生活の出発点であり,帰 りの短学活は 1日 の生活の

まとめであると同時に,家庭学習へのはしゎたしであり,翌 日の朝の短学活への

連絡機関である。生徒達が自主的に活動する場としても有効である。そ∩内容は,

一・・一〓
一一ま

一
(1)家庭学習の反省

(2)i生活自標の話し合い

1日 の生活反省をする

学習の反省をする

(1)

(2)
146-

6月 25日 (水)  1年   梶田蔵司  ・́ ‐
、    1,

……ぼくが今一番願っていることl・ t,・ ■ηグノン=イが っヽと明ぅくなるこ

とだ。給食の時など他のグJL/― プは楽しそうにやっているが, 7班だけはじ

ずか準している。これてtょその,,■ 準学校
"1つ

まぅなく思うよ,う

`な
oので

はないか。,  1       1 .、        .、       1
グループ∩みんなに少々皮肉なメプセーンをお くろう。

服部君へ・・・……いろいろな話題を出すのはいいが時と場合を考ぇたら

椋野さんへ・・・…いつもすみの方でちちまっていないで,時には明るく。_

小林さんへ……みんなから何を言われてもヤイベースでやりましどう。
1‐

今木さん全・1・
…話しあいの時いつも意見を構してくれてありがとう。

.

みんなへ・・・……話しあいの時もっと意見を出そう           :

最後にこれを読んでもおこらないでれ 。          .::
(担任評)こ ういうことが日記になかれ,皆 の前へ出していくことがいい

んだ。 日記は ,班 員に よくなってもらうために書 くのだ,みんなにょん

でもら,う 価値のある内容 を書 こうぉ

帰 り の 短 学 活
′

朝 の 短 撃 活



事噸輩裏‐_.轟峯臨li「

朝 の 短 活 帰 り の 短 学 活

(3)き ょうの準備

(4)連絡 (教師)

(5)そ のfll

３

　

４

　

５

課題・ 準備等の確認

家庭学習の計画

連絡

等のことが考えられる。そしてこの短学活を有効に活用するための教師債い留

意点として次のようなことが考えられ実践 されている。

(1)短学活をスムーズに展開する
。
たらには,特にその始まりにおぃて形式を

明らかにし,生徒がはじめやすいように配慮する。

(2)思考を要するものはさけて,事務的なものからはいるようにする。

(3)「その日のものは,その日のうちに」ということで復習お
・
よび家庭壺習

∩内容をはっきりつかませるようにする。

(4)共同解決を必要とする生活上の問題をとり入れる.

(5)帰
:?寧ず炉十琴響?響

学雪と11密接に関連をもたせる。

内容的には同じであ

第6時終了後直ちに反省カー ド記入

きょうの学習から宿題の確認3 ポイント整理

ヽ警
白
書そ?伸 トビツク的なテーマ準よる話し合い

伝達 (室長司会による  `く一斉 生ヽ徒会,部員,担任の順

年 一

1'「第 6時が終わった。さあ,ひ とがんばりだ。J
l・
・
2 き1う の授業のポィントの確認。

o6人が 1教科ずつレポーターとなる。

7分   oそ の手助けとして,各教科部員が背面黒板にポイントを記入する.
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18分

●家庭学習計画表および短学活ノー トに記入をする。

●それを点検し話し合う。

●担任はある班に参加し,実態をつかむとともに活動を促進させる

ょうにする。

家庭学習にぉふて,わからない点を質問し合う。

o時間があれば重点のFpl題 を出し合う。

。生活上必要があれば話し合う。

伝達,家庭学習の確言為 (教師)

●2, 3の 生徒の計画を発表させる。

4
5分

一
３

丁
―
―
―
―
―
主
丁
―
∴

て
　
い

つ
　
て

な

　
っ

重

合

が
　
し
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

」

年 一

1 係からの事務連絡 (一斉)

5分     「注目せ よJ「言己録せよ」

2 宿懸の確認。

3 疑問解決。
デ
   ・ 疑間解決の過程で家庭学習の内容をはっきりさせる。

節分
  .堡懲[1墨1急進候倉1[曇[1lFと

りくむ。

4 「ひとまず 終わろう.(あいさつ)oJ

●担任からの連絡と注意。



鼈       豪.集

:以車のような内容で試みた短学活もはじめのころは第6時限が終了すると,生

:徒 ?緊張ギゆるみ,取 りかかりが遅かったり,,解放感などで,むだに時間を使用

していたが,現在では,非常に撃りかかりも早くなり進歩してきたょうに思う。

宿題を忘れる生徒の減少L忘れものの数もへり,家庭学習も計画的に行なえるよ

うになってきた。

(5)教材構造から授業構造へ          ‐

今迄述べてきたことは,すべてよりよい授業をするための基盤をつくる手立て

である。すべての子ども,たちをして主体的に授業に参加させ〕深く豊かな理解を

与え,‐人の落信/―

「 徒をも生み出さない授業が成立していくためには,さ らに授

業そのものを考えねばならぬ分は当然である。だが, よい授業
:(学

習)方法をと

,:,.り さえすれば,′ よ` 授`業ができるとぃうわけ準は` 哺l■いo劣った貧弱な学習内

容をもってしfて はふ|たとえ勝れた堂習方法をとったとしても,よい授業は成立し

ない。学習内容と学習方法が統一 されるべきである。そこから,わたしたちは授

:  業構造 とその内容である教材構造を問題にせずにはいられなかった.

わたしたちの現場的研究は 1教材構造」とよぶものを狭 くとらえ,小単元か一

^、 時間単元の微視的場面におけるものに限定して考えるのが,能力的・ 実際的であ

った。単位教材を構造化するためには,次の手続きをとることが考えられる。

1 まず教えようとする教材内容を熟読しメその中の主要語旬に傍線をぢ|く 。そ

れによって教材部分間に比重をつけ,脈絡を明らかにする。
‐

2 次に傍線の主要語旬を手掛 りに,その教材内に含まれる基本的重要事項を自

分め考えとことばで項目的に整理する。

3 最後に:その教材のもつ本質 (:教える、き中心課題)は何かを知性的な閃き

でみ しかも科学的 ～理論的に把握する。これを可能にするの1ヽ 教師の日頃の

力量を高める練磨 と研鑽である。

ところでこめ三段階は,、 常にこの順序で作業されるとは限らず,trしろわたし

たちの現場経験からは,最後の本質 (中心課題)を引き出すこ―とが初めにおこな

われて,基本事項のたて方,重要語句o選択,脈絡のつけ方がそれと同時的にか

らみあいながらなされていく方が多いように思われる。これも正しいのだ力ヽ ょ

く考えてみると,こ ういう場合往々に して,現場のなれと勘で処理され,安直に

なり,構造化の客観性に欠 く主観的なイメージでしかない場合もあるのだ。
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わたしたちが教材内容の本質を自己の力量水準で探り当て,教材を構造化して

いくことは,教材内容の質的改善を不断に続けることであって,なれによる経験

の繰返しであってはならぬと自成するからである。その意味から教材の本質的な

組立てに出 三段階の順序を経て作業するのを原則とするのが着実なようである。

次にこの教材構造を授業構造として位置づけた学習過程を下表のょうに設定し

実践する。

〓計

■

■
訂

一＃
ミ

師教 生  、.徒

業
前

授
以

。次時学習予定を指示
・ 前時学習事項を短単活で確認

・ 家庭で復習,予習課題の調べ,次
時の準備

準

備

過

程

授

（
導

入

）

中
心
過
程

（
襲
開
）

業

0班学習の状況を確認

0前時学習からの質問へ解答  .`

0本時の壺習主題 0学習の見通し

を明示

0始業合図 と共に班学習開始 (予習
の確認・ 解る所迄を明らかに・疑
・間点の出し合い)

準備課題 (本時の学習内え

的事項・ 必要な既習事輔

蓼の中心へ迫るため∩基礎

を提示

●課題へ 1

見方を1

●班の発:

把握さ
゛

●学級全′

本時学 `

礎的思 :

の考え方,糸 日,資料の
.

助言       
｀

表内容の問題点を整理・

す

休への問い掛けと説明→‐

習の中心へ迫 るための基

考の整理 と統一

0各 自が教科書・ 予習ノー ト・ 資料

を基に課通 と対決

●班内で自分め考えたことの出し合

い o発見・思考の深化
●幾つかの班から発表

牟齢級全員が自分の班の考えたこと

と対比させて聞き共同思考ヘ

中心課題 (本時の学習内容め本質=指導目標へふれ

るもの)を提示
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以上はあくまで も一般的基本型である。また教師の説明と生徒の話しあいの比

率 も教材構造のいかんによって変ってくる。わたしたちは子どもたちが学習への

主体的な参加,学習∩集団化を通 してより深 く豊かに知識を理解し定着していく

こと希い。さらにその指導を改善していきたい。   1       `

5 これ か ら 一 問題 点 の究 明 と留 意 したい こ と
`:

前年度の研究のまとめには

① 大規模学校における研究体制の困難点を克服せねばならない。
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●机間巡視

●課題 と思考のずれはないか,′ あれ
‐.ば 問い直す        。
●各 自各班 の思考結果 と対比させ聞

きとらせる    ..
6学級全体へめ問い掛け→本時学習
・
の中心 に迫ったことに気づかせる

0基礎的重要事項を整理,関連づけ
´

中心をはっきりとりあげて説明・
発表へ の評価 も含めて

●中心課題 を学んだ上にたって,確
認・ 転移・ 応用・ 発展的課題に眼

を向けさせる

0発表を聞き,補足 二整理∩説明
。次時へめ指示

0班毎に班長の合図で話し合い,一
人が発言響で聞 くれ討議=「良い
のか・ 違うのかJ「どこ力:良いか

どこが違う力lJ「何tpけ加える

配墓[晋穏鷲蜆I
」「どこが蘇らたヽ もヽ」

liFと こ違
解るか」

・
「班め結論はJ´

・

蠅 人思考がバズを経て小集団共同

思考へ :.   .・
0別の幾つかの班から発表
●学級の話し合い

。本時の学習で「何が最 も大事か」

をつかなら1′

。中心課題を解決した力でもって,

その発展として「 何ができるかJ

にとり、む甲町、 考ぇ,解き,

話しあい,ま とめる)

●班発表,個人発言

o本時復習課題,t次時予習課題 の確

認



② 小集団による学習―・パズ学習の理論をたえず深めねばならない。

③ 小集団にょる学習― バズ学習の方法をたえず学び,発見し,倉 1造 していかね

ばならな 1ヽ。

た結論づけられている。それらを包括的にとらえ,考え出されたもの力,本年度の「

指導のためめプログラムJである。その実例が前章に収録されているが,未だ内容

の乏 しいものに過ぎない。 しかし,みんなが同じ出発点に立ち,同 じ歩調で歩み (

実践)の結果が学年で話 し合われ,プ ログラムは修正され,細部にわたって手が加

えられた。来年度にはよリー層充実したプログラムが生まれる筈である。 しかも,

それは一年間の実践の副産物であって,それlC血 を通わせた内容が一人一人の教師
・

の掌中にある。新しいプログラムが生まれるには,資料の蓄積がなされねばならな

t、 資料はプログラムとい う根幹に支えられて生かされる。つまり,プ ログラムは

指導のための華メあ細ふい手llEと して役立つばかりでなく,着実な積み上げの指針

ともなるべきであって,こ れこそ一般に陥 りやすい技術主義やマンネリズムを乗り

越えるための有力な武器となるのである。   i
現在,ゎ たしたちは授業構造にとりくんでいる。前章の最後にある「一般的基本

型」を中核として,教科ごとの有効なものを組み立てたいのである。その出発点 と

して「―録基本型Jを授業に常に持ちこ■,気付いた点をメモし,修正するところ

から始めている。当然のことではあるが徹底した教材研究が要求される。その一助

と
。して教科部会で,単元の分折1組み直しを手がけていきたいo

:``こ の他,ゎたじたちの研究実践の客観的な成果を確認するための評価の問題が残

されている。「学力Jだついては「標準学カテストJ等で,ある程度正確な資料が

得られるが,「本間関係Jについ

`は

,そ ?性格として極めて多種多様にわたり,

' 
現状では部分的な資料しか得られない。毎日の生活の中で.生徒,めざましい成長

ぶりを感覚的に認めてはいるが,それだけでは説得力を持たないであろう。是非と

も諸先進後の教えを乞う資第である。

最後にどうしても触れておきたいことがある。同じ職場で働らく教師∩すべてが,

共通あ問題に対して積極的にとりくみ,その中でお互いに高め合うことができると

|す
れは,生徒に影響を与えぬ筈はなく,こ れ以上良い環境ttiあ り得ないであろう。

同様に,われわれ教師にと'っ ても,これ以上素晴らしい職場は望めないであろう。

そして「バズ受習」こそ,それを可能にするための数少ない研究実践のテ
=マ

の一

つであると信じている。本校に於いては,残念ながら教師集団がまだそこまで成熟

しているとは思えないが,…
~歩‐歩着実に前進していきたいと願っている。  t
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主体的学習を目ざしてのバズ学習の実践

愛知県春 日井市立坂下中学校

1 本校のおかれた環境

私どもの春日井市は2bO万都市名古屋と接する人口,14五 面積95平方粁の中
部圏の衛生都市であり,最近の大都市ρ ドーナッッ化の影響をうけて年々 1万以上の

人 口増を示し,更に内陸工業地帯 として注目され多数の工場が進出し目まぐるしい都
市化が進んでいる現状である。 _

本校はこの春日井市の中で岐阜県境に近い市の東北の周辺部にあって,も ぅとも人
口密度の低い地域で付近は低い山と田園にかこまれた細長い農村地帯を校区としてい
るが,そ のまん中を昼夜車の絶えることのない長野,新潟方面に通じる大幹線国道
19号線が通っており, また最近は附近にはニュータウン建設や,山地を開発しての

住宅団地造 りが活発にすすめられるようになり,都市fヒ の影響をうける地域 となって

きた。こうした環境 にある本校は学級数8タ ラス,生徒数 276名 (昭和44年度 )

の小規模の学校である。農村地帯ではあるが農業専従家庭は少なく,父は市の中心部
や名古屋市に職場を持ち,母や老人が野菜,果実作 りを主としてゃってぃる現状であ
り,比較神経済的にt=恵 まれていると思う。こぅした環境に育った生徒たちは極めて
純真素朴であり,ゆ ったりした面がみられる。このようなところがあらゆる場面にみ
られるのが本絞生徒の特色であるといえる。

2 パズ学習方式 基塵ウス紅■動機 と研究のあ らな じ

「教室が騒々し、ヽので生徒つ活動が活発か荘ぃうと決してそうでなく,指名しても
黙っていて何の反応も示さない生徒が多いっで困っている。J「学習意欲が低いJ

「 男女の協力ができず掃除などは女子にまかせ, また学級会の話し合いではよく男女
・・対立してしまう。J等の意見が職員室で話題にあがった。自主性・協調性に欠ける生
徒の日常の態度をみて,な んとかしなければならぬという気持が職貫間に高まってき
た。それはつょうど今から5:年前の昭和5.9年の春であった。折も折この時に市教委
からの「中学校におけるホームル

=ム経営Jの研究指定をうけた。そこでこの研究を

… 153-
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すすめるに当って望ましい学校生活を送るため,生徒の現状の姿と学級経営という両

面から考えて,小集団活動を通 してお互いめ意志の疎通をはかり,・ 何でも気軽に話 し

合え,自主的に協調性に富んだ人間関係を高めるために「バズ学習方式Jを とり入れ

ることになった。

最初はパズ学習方式を学級経営の中にとり入れ「 自主的で協調性に富む人FEl関 係の

育成Jを 目標に研究をすすめることになった。学校と
レ
て

暫
しい方学を打ち出■場合

当然のことではあるが,教師「83の 意思の疎通が必要であ り,教師によって見解が異る

ょうでは思わ しくない。そしてこれを契機にこれまでの体制を検討し改善を加えると

ともに教師相互が高め合い,一定の方向づけをする必要に迫られた。ともか くバズ学

習方式の本質を知ることが第一であり,私達はパズを知ることに精力を傾けた。参考

文献の輸読会や研究会をたびたびもうけて全職員の理解を深めた。そして上方では各

学級で学級会や清掃等にとり入れ,更に第 6時限終了後20分間の反省の話し合いの

時間を毎日設けた。この時間は 1か年後には40分間になり,こ れを復習バズの時FE5

として第 7時限として教科の問題解決や復習事項の話し合いまでやるようになった。

こうして初年度は学級経営にバズ学習方式をとり入れることに主力を注tヽだ。

このように学級経営にとり入れて一応の成・IFを おさめることのできたバズ学習方式

を次年度には教科指導・クラブ活動・生徒会活動にもとり入れて更に研究をすすめる

ことにした。「生徒たちはもう話 し合い活動には,かなり経験も積んでいるので教科

指導にとり入れてもうまくいくだろう。Jと いう安易な考え方で出発したのが実状で

あった。しかし多 くのFpl題点や困難点の続出であった。そしてこの間にたびたび名古

屋大学の塩田先生の指導を受けたり,先進校の授業参観などをして,打開につとめて

きた。そしてこの年度の終りには実験的比較授業などをしてその効果を実証していっ

メニ。

そして更に次の年度(41・年度 )に は, よりきめ細かい教科指導へと発展させるた

めに課題方式によるパズ学習の研究へと入っていった。そしてこの年度は主として課

題を中心として教科指導に金力を注ぎ,教科の学習内容の「どこで」「どのような内

容の課題をJ「 どのように提示しJ「どのように話し合わせJ「どう教師がまとめゃ

か」そして次の学習内容に入いるというように,かなり分析的な深い研究に打ち込ん

でいった。またクラブ活動に生徒会活動にもとり入れてすすんだ:そ して学習におい

ては,課題の内容による授業効果のJlll定なども試みた。またより客観的に学留効‐IIを

測定するために標準学カテス トを国語 。社会 ,数学・理科・英語の五 f_tl目 について実

…・ 1.54ニ
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推 した。このテス トにつぃて本年以後毎年実施 してその効‐IRをみることにした。こぅ

してバズ学習方式にょる学級経営と教科指導を実施 して,集団 と各個人の人間関係の

高 まりと,学力の充実に努めてきたのである。

42年度以後は教科研究とあゎ心て, 40年度より40分間主として教科の復習を
,し てきた復習バズをより充実させる意図と,特に生徒に自主的な学習態度を身につけ

させることと,学習意欲の一層の向上をはかるため, また家庭学習の育成…等の研究

に重点をしぼってすすめてきた。―特にノtズ分団での家庭にぉける学習の指示,確認の

方法,ま た復習パズではその日に学習した内容を復習し,確実に自分のものにする方

法,パズ分国内での話し合いにょる不明確な点を確認させる方法等が研究の主体であ

り,教科の研究をすすめると同時に復習ノ、ズo家庭学習の問題を一層深く研究をすす
めた。  |「

以下それぞれにつぃて今少 しくゎ しく述べてみ よう。

3学 級 経 営 に お け るパ ズ学 習方式 の実 践

(1)パズ分団の編成

パズ分団の編成については実にいろいろあって,ど うぃぅ方法が望ましいかは一日

に言えない問題であろう。構成人員,男女の比,編成替ぇ, リーダー等種々の問題が

出てきたゎけであるが。実施にぁたっては全校的に何のとりきめもな く,各学級独自

.に これを進め職員会の折に実践報告を中心に話し合うことにより,理論と実践を経て
ノ
、ィ分団の編成には次のような方法で行うのがよいのではないかとの一応の結論を出

して今日に至っている。

構成人員と男女の組合わせの問題であるが先進校の実践記録をよりどころにしたこ

とはもちろんであるが,全較的なとり決めはなく各クラス独自の方法で実施した。机

の配置ゃ話し合いの形から2人どうして活動することが多い関係上,偶数が望ましい

|の結論になった。また人数も8名位であると余程しっかりしたソーダーでないと場

合によっては分団がちぎれてしまうこともあり,活動しない生徒もでてくるし,ま た

意見をまとめるにも大変であること,反対に4名 以下であると思考させる場合に深ま

りができにくいこと,パズ分団の数が増えることにより積極的なリーダーがいるパズ

分団はよいが,′ そうでないパズ分団ほ活動が低調でぁること,等質化しにくいことが

考えられて最初は6名制を用いてきた。しかし現在では上級生の 3年生・ 2年生の一

部においては 4名制をとっているクラズもある.こ れは今まで経験を積んできたこと
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が大きな原因で|まないかと思う。`

男女の比率はできるかぎり男女同数にするようにし,い くら学年にょって男女の数

がアンィくアンスでも男子だけ 。女子だけのパズ分団はない。また座席の決め方もパズ

分団で話し合いのうえで決めているが,基本的には男女隣接の方法をとっている。

バズ分団の編成替えは,誰 とでも仲良く協力し,いろいろな場面に適応してぃくよ

うな人間を育てるためには,たびたび編成替えをしたはうがよく,その期間は始めは

1か月位が多かったが,だ んだんなれ合いの傾Fruiあらわれバズ活動にも支障をきた

すことが多 く,反対に 1週間では新鮮さはあっても落着きを欠き,深 まりもないよう

に思われた。現在では 2週間制を多 くのクラスはとり,長 くても5週 間で編成がえを

している。

次に分団のつ くり方であるが,ぃろいろな方法がある。長所,短所があ り結論づけ

ることは困難であるが,種々ゃった方法についてのべてみたい。まず好きな者ばかり

でバズ分団を作らせる方法がある。困ったことに好きな仲間はいつも6名 とは限らな

い。楽 しく過ごせる者があ る一面,不安定な気持ちで過ごさねばならないという面も

あって平等でない。やる前から一応の結果は予想されたが,職員室に泣きながらバズ

分団の編成替えを要求する女子の生徒もあって,や っぱりうまくいかなかった。一週

間後には 811.の方法で再編成をしたこともあった。もしそのまま不平がなかったとして

も,人間関係の広まりを考えてい くと, このままの編成方法で押 し通すことは望まし

くな く,伸 よじというかけがえのない単位を利用することは,すばらしいことである

と思われるが,結局継続という意味において問題がある。第二に考えられる方法は等

質分団を作ることである。 これはもともと教育的見地に立ったということばの代表的

な編成方法のひとつでもある。多くの場合それは教師が決め特別なことのないかぎり

生徒は殆んど意見をさしはさむことが許されないのが普通である。指導する側からは

好まれる方法だといえるが,生徒の側からは教師がきめたということで心穏やかなら

ヽぬものがでてきて当然である。実際 ,に 生徒には余 り好まれなかった。竿三はあらかじ

め全員でバズ長(グループのリーダー )を選出しておいて,メ ンパーは抽せんという

方法である。バズ活動をする上において,ど のようなバズ長をお くかは極めて重要な

Fal題 である。この方法は学級の中においてパズ長が或る程度固定化されてしまうとい

うことはあるが,教師の側からは望ましいとされる方法のひとつである。 1年生 とか,

学年の始めの頃に時々用いた方法である。第四は全員抽せんによる方法である。これ

は一見非常に危険性をはらんだ方法のようにも思われ,慎重に考えてから行 うべきだ
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という意見 も出たのであi移ILゃってみないことに|まわからないことでもあったる と
同時に私たちはことで,グク″■プなり分団につぃての既成概念をぶちこゎず必要があ
るということと,それらに対する新しい考え方を育てる必要があるということであっ
た。別に小学校以来の伸よじグループなり,遊び仲間を否定 したりまちがってぃると
いう意味では決 してな

・いし:それはそれ として, ょり高い次元へ発展させたぃのである。
実際に社会へでてみると,それっがいつまでもグループを作っていられないし,一緒
に働けるはずもない。とにか、く中学校は義務教育の一応の完成機関であるから,人間
関係を高めるという見地からもJ:い ろいろな人間の集っている集団の中で適応 してい
く人間を育てる́ことこそ:ずぜひ必要なことなのである。どんな人と一緒になるかもわ
からないのが社会の姿である。「その中で積極的に働ける人間に教育しなければならな
い。誰とでも仲よく協力 し,仲よじグループを作りあげてぃ くことができるような人
間にすることが,集団指導の目標でなければならない。と考えたいのである。抽せんの

結果を見てみなければわからない顔ぶれ,抽せんなるが故に,た とぇそれがどうなろ
うと生徒はその不平のぶちまけょぅがない。 といぅことは教師なり生徒相互なりに不
平を訴ぇないことをよじとするので もなければ,あ きらめの状態に生徒を追いやるた
めでもない。それらのひとつひとっを避けるような消極的態度では,すでに教育とい
うことではな くなって くる。積極的にしかも前向きにぶっかって解決してゅ く,そ こ
に教育の場があり,'問題解決のための話し合いによって,一層人間関係は高まりを増
すことにもなる。現在 もっとも多 く用いている方法である。

{2).指導内容と活動 if il■ iギ
:´

:′ し`ズ警響:方式の実践
:に

あたして、切り離すことができないのが話し合いであり,話 し
ill合

:う

形式と`ノン■ル lc・ぅぃてょlく 指導したもまず形式は自由会話法と2人でする対入法・
隣
・
接法であり: 自宙会議法巌大体パズ長が司会的役割をつとめ4～ 6名のパズ分憫内

'で
自由に話し替う形式で,問題点の解明や意見発表等にょく用いられる方法である。

しかし教科にもとり入れた現在では問題解決のためには,パズ長がすべての教科に万
能でなく,・ どの教科でも:司会をつ.と めるわけでなく,1パ ズ分団内でその教科に優れる
生徒や得億とする生徒が司会的なことをするようにしてぃる。・

次には2人で1組にならそゃる対人法や隣接法であるが,こ の方法は話し合う場合
の最低の人数で行う

｀
方法であること,生徒はどうしても話し合ったり活動しなければ

・
ならなぃ状態に追い込警:オ

tるわけで,一番の基礎である。ふだんは余り話さない。ま
た消極的な生徒にも適する方法yc・ ょく用いる方法である。これらの形式にういてlt最

'二 157-



初は各学級でよく説明し更に練習を重ねた。次に話し合うルールとして話しかた,聞

きかたについては次のような内容のことを指導 した。要約して話しかたから述べると

0 はっきりした表現で,ていねいに話す。

② 大声でおしつけるような話し方をしない。

③ 発言の機会を一人じめにして,いつまでも自分ひとりで話していない。

③ みなが順々に話せるよう心がける。

③ 話さない人を話し合いにさそいこむようにする。

③ はかの人の発言の内容と同じことをくり返さない。

② できるだけ短い時間で発言し,要点(話題・問題点)からそれないこと。声は

パズ分団の生徒に聞ぇる程度の大きさであること。

③ 感情的な態度や他人を軽んずることばをさける。

聞き手についても次のようなことを留意させた。

① 相手の話を熱心に聞く態度をとる。

② 相手が話しやすいような態度をとる。

③ 相手の立場や意図を考えて間く。

④ 理解できない点は,ていねいに聞き直す。

③ すぐに不平を目に出すような聞き方をしない。

③ すぐに賛成してしまうような自主性のない態度をとらない。

① 話のこしを折らないように聞く。

③ よく知らないことでも,わかったような顔をして聞 くようなことは, しない。

このようなルールが学級によっては掲示されたりして,できるだけ身近かなとこう

キト
ー
ギ1攀で,等生徒が折 りにふれてその心がまえをあらたにするとともに,それが役窯

てられるよ争鍾している。今述べてきた話し合いの形式 とルールを,ひ とりひとりに

理解させるとともに,たえず集団の中での一人であるという意識の上にたって話し合

いがすすめられるように考慮している。

リーダー (バズ長)と メンバーの関係であるが,パズ学習にかぎったことではない

が,いいソーダーが必要であることは人が集って何かをするときにいつも痛切に感じ

られることである。毎ロバズ活動をやろうえで,良いパズ長を選ばなければ自分達が

損をするということで,パズ長ゃメンィくTが相互に望ましい.バズ長の映像をひとり

でに描きあげて行けるように仕向けてやらなければならない。私たちがよきパズ長を

育■孔
～

ゃの一うの方法として '突 き離し 'と いうのがある。あらゆる活動の中で教
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師にもたれることな く生徒の自主的な態度でことを運ぼぅとする時,こ の '突 き離し '

が大きな効果をあげてぃることである。動かなければならないょうに,話 し合わなけ
ればならないように,係ゃバズ長を突きあげその任務や機能をいゃ応なしに認識させ
るような方法である。また全体のメンパーも,そのこどに協力 しなければならないよ
うな破目に追い込んでゃる。そしてそれ等のかみ合わせがスムーズに行けば理想的で
ある。バズ長会議を開かせ,パズ共通の問題を話し合わせたり,パズ長につぃての大

響な事柄を指導したりしているが,要は抽象的な心喘:え ばかりを説いているのではな
くて,必要の伴う具体的な事実の中に指導する分野があることを忘れた くはない。
人FB5関係の高度な成長を促すためにとり入れたバズ学習方式にょって, それはどの

ようにかゎったであろうか。学校内における活動の様子につぃて述べてみたい。学級
における生活的な話し合いをする時FE5は,朝 と帰りの短学活 `清掃・食事等の時間で
あり,一週間に一回の学級会活動と, 2～ 5週聞目につ くる学習関係の掲示物を各パ

ズ分団毎準作る時FF5な どである。まず朝の短学活では日直の朝の挨拶から始め,今日
の予定,連絡事項などをすませてから,家庭で学習した内容を検討しあうことを主体
としてやろている。また帰りの短学活は復習バズとかねたいるところが現在では多い

が, 1日 の反省を中心に話し合い,あすの予定・連絡事項などを実施 した。しかし最
初は日常生活の反省が中心であったが,一か年後には, これを40分間として,こ の

他 に今日学習した教科の重要なところを復習する話 し合い, また家庭でゃる学習内容
の検討等が主体を占めるに至った。清掃時におぃてはパズ長を中心とするパズ分団の

奉仕中活動が中心であるために,奉仕の度合にょって「なまけ者Jと みなされる者ヘ

のっきあげが,遠慮な く行なわれている。一週間に一時間ある学級会活動は学級の諸
問題に関することが主体で,生活に直結した身近かな問題であるだけに,生徒の活動 t

も活発である。ある生徒へのきびしぃっきぁげが始まる。FHIを解決するための討議

がな、されぅ。など話し合いが有効に生かされてくる。こういうことは生活の場を改善
してい くために欠 くことのできないことでもある。次に学習関係の掲示物の作製であ

るが,従来の掲示物は習字ゃ図画の展示が主体であり:何とかして生きたものにする
には,ど ぅしたらいいかが,以前から思っていた課題であった。最初はその週で学習

した主要と思われる問題をテス ト形式で B紙半分の用紙に各バズ分団で教科ごとに作

らせて掲示し,ク ラスの全生徒が決められた日までにゃってきて出顧したバズ分国の

解答があって終るとい うょうな方法で掲示と生徒の有効な結びつきを考え実施してき
たが,解答がわかれば関心がな くなったのも当然で,現在では定理・公式やぜひ覚え
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なければならぬ学習内容の要約などを書かせるように変更し,大体 5週 FBlぐ らいを単

位 として新 しく各パズ分団ごとにつ くられることにしている。そしてこの掲示物を授

業などに利用 したりしている。尚掲示物作製にあたっては,よ リー層の効果をあげる

ために,下書きを教科担任に見せて補足や検討を受けてから, B紙にマジツクインキ

で書 くことにしている。こうしてどのクラス も後の掲示板にはこのような学習内容の

掲示物が 6～ 3枚程度掲示されている。

例
数  学   5班

・対頑角
二つの直線が交わってできる四うの角の声

うち△ aと △ b,△ Cと ▲dの ような位
・置にある,二つの角

・ 補角
二つの角でその和が 180°

になるとき一方の角を他方

の角の補角 という。

・余角
_二 つの角の和が 90° になるとき一方の角

を他方の角の余角という。

・問位角,・ 錯角

△aと△C △Cと△g

∠ゝbと躍ゝ d △tと室λb

のような位置を同位

角という。

(lLi)の ような位置を錯角という。

理  科   5班    
｀

酸 |ヒ と還元

空気のなりたち 窒素 :酸素=411
酸化…物質が,酸素と化合すること。

酸|ヒ物…酸化してできたもの

酸化 [み lI、基継覧麟轟
金属のさび

燃焼…熱と光を出し激 しくイヒ合する。

2 Mg+02→ 2 MgO

C   +02~C02

還元…酸化物から酸素の―部または全部

をとること∵・…酸化された…
…

:

cuO+H2→ Cu+H20

争

Ｉ

驚

■

１
１

１

・

還元された

:そ の他掲示物として学留意欲をもりたてる意味の,ク ラスで一番大切なこと,欠け

ている点等を書いた標語をたんざく形のものに書き,柱などのわずかな空間を利用し

て掲示した。始めは教師自身が考え作ったが,現在では一そうのもりあがりと反省の

'意
味をか森て,ク ラス単位で,時 には全校生徒で標語コンクールを実施している。そ

してこあ標語は 4～ 5枚程度どの学級にも場示されて,大体1か月ごとに変えている。

例  マイナスを消せ      '自 信を持て

今日の疑間はその日のうちに解決

わかるまで追求 おいは っき り言 えよ。
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以上のような活動の場をとおしてバズ学習方式をすすめていったのであるが,毎日

,の写胃ザィ?警マ1後T,、 争千
'デ

牢町||マ fく
ズ甲誌

準
一日?反省を記録にとどめる

ことにした。その中から生徒達の考え方のグくなら力、むことができたし パズから学
級会への盛りあがり,個人のつきあげの例もあらゎ■たo記録者はパズ長,輸番制な
どの方法で行った。このパズ日誌を通して生徒の実態がよくわかり指導の手がかりと

効果の判定にもなった。
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◎ 生徒の感想調査

金校生徒に「バズ学習などう思 うかJについて感想文を書かせた。その結果につい

ていえることは,

。お互いの性格がよくわかるようになった。

・学習が楽しくなってきた。

・学級が明るくなった。

:協力して掃除・作業ができるようになった。             ,1
等の賛成意見が圧機1的 に多かったが,な お∵部少数意見として,

・むだ話しが多すぎる。

・わかうないとすぐ聞くので迷惑だ。

などの感想もみられた。次に生徒の感想文の一例をあげてみる。

作文  2年女子

男子との話し合いも多 くなって, 1日 が楽しくなった。

理科の問題も話し合うようになってからは,よ くわかるよ

怒る人でもあまり怒らないようになったし,組のまとまり

にが手であった社会や

うになったぉ またよく

もよくなったと思 う。

作文  2年 男子

学級が大変なごやかになり,男女わけへだてなく話し合いができ,清掃なども
.

仲よく能率的にやれるようになった。 1「清掃のスピード化」を申し合わせ,朝 の

学習を充実させた。また自分たちで出題 した掲示テス トはなかなか評判がよかっ

負1。

◎ 教師の観察所見

職員会の中でだされた観察所見のおもだった ものをあげてみると,

・男女の協力が自発的にできるようになった。

・かくしだてなしなくなった。

・教師に自発的に意見を述べるようになった。

・決めうれたことは責flaを 果すようになった。

さ権力本願的な生徒 も一部にみられる。      、
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◎ 集団指数。集団基礎指数にょる調査
バズ学習方式をとり入れた直後と,実施後6かだ経てからの2回にゎたって全校的

に実施してみた。その結果は各学級ともに止昇してぃるが,特に1年生の上昇が2,
3年にくらべて著 しい傾向を示 した。
′以上のょぅなことをして初年軍を終ったゎけであるが,従来の学級経営が,と か く
情性に流れ, また形式主義的に扱いがちでぁった私たちにとって,多 くの教訓|を, こ
のパズ学習は与えてくれた。そして教科指導 と生活指導を一本化し,「 ょりよい人間
関係をつくる

｀
ための手立て」を学林牛暉?わらゆる時間に適用する見通 しがついたょ

うに思 う。

4 教科指導に おけ るパズ学習方式 の実践

(1)教科指導における問題点
・
学級教営にとり入れて一応の成果をおさめることができたバズ学習方式を, 4o年

度には教科指導を中心に,.グ ラブ活動に,生徒会活動にとり入れたのである。教科指
導につぃてはI「 もう話し合う技術は生徒自身かなり経験があるから,と り入れてもき
きら:と うまくいくだろう」とぃぅ安易な考え方で出発したのが事実であった。 しかし
実際にとり組んでみると,教師側の期待したょうにはぃかず,問題点の続出であっれ
・授業中のどこで,どのょうな話し合いをさせるべきか。
・ うまく話 し合 嗜ヽ1で きま 時間の浪費が大きtヽ。
・嗅:バズ学習方式のとり入れ易い教科と,そ うでない教科があり, また学習内容にょっ

ても難易がある。       1_
・比較的断片的 ドリル鏡慮要素をもつ学習内容は効果があるように思われるが,深い
思考を必要とするような内容の場合では困難である。

・パズ学習方式をとり入れた効果的な指導法とは,どんなものかも
等の多くの問題点が出て,各教科ごとに学習内容とバズ形式の試案を作って検討も

してみたが結果的には余り効・lRは なかった。
(2)1学習のきまり|の 検討 と指導

問題点の解決のため職員会での研究,塩田先生のIEWゃ研究授業などを通して実践
を積みあげてぃった。この研究で明らかにした学習のきまりともい うべき主な点:ま

・話 し合いを必要とする内容を的確な課題として与えること。
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。話し合いのルールの再確認と指導      ,,|..・ :′ ||:。
'')

・パズ長だけが発表するのでなく,誰でもが話し合いの内容を琴毒■ぅこ|ができる

,ょ うにするこ   .・ ・      l    l.F Pil、 ■ :

・わからないことは,わかるまで聞き,聞かれた生徒ιキ必ず教れゃ|と 。: _.

・話し合いの能澤をあげる.ため,問題を出して何分でやゃかを指示する。i f i

(ベルダイマーを使用)           丁      | :
」課題に対して教師は必ず「まとめJを行うこ|。           : :
・パズ長の養成                 1         、

以上のような点を明確にして,最初は生徒を話し合わねばならぬ状態にさせるため

にドリル的要素をもった学習内容から入っていった。そして思考を要する問題や,要

約をする問題等にういて,個人でやり→協同化 (話 し合う)→教師の指導解決→個人

別理解・確認の形をとって,この方法ですすめていった。このような学習のきまりと

いうべきものを考えて,教師・生徒一丸となって努力してきたが,大切な|と の下つ

は教師の教材研究であり,一時間の学習内容のどの部分でどのような課題をどう与え

るかということであった。このこと準ついて,次年度は課題を中心にして研写
=す

す

め ることFtし た。        iⅢ

(3)比較実験の結果       ・
:1_´                :・ `,

このようにして教科において実施してきたバズ学習方式rt対する効果はは■11て あ

がってきたのかの疑間と不安が残り,.ま た確信t深めたいために,更に進
～
だ研案を

計画するためにも,従来行なわれて賀た
=斉

指導方式の授業との比較実験を実施.し た。

それはこの年度の工学 llaの終り頃であったQ同じ学習内容を同じ教師にょっェ図。1に

あるような方法で学習方法をかえて実施した。         _f

比較実験授業の流れ

1_`,■ ■
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・プリテスト,fTFlζ 挙)のi内奪til″
tの授業内容の重点おょび応用的な甲題か

らテストカ
,有 ?■

F′子キ.2,そ ?琴業?進歩鑑

`理

解程事)を知るためにこの両テ
ストtま同1問雫夕ヽマ警零育|て

'(19 _|.
:李警度調査

:キ 学誓:準 挙1や琴林・関心・1解事・満尋度・教師ゃ仲間の態度等の

fl,琴 甲準ア
い
下

5,段階評定であらわさ■るょうにした調査用紙でこの比較実験の

授業にっいて上調1,p項目準答えるよう準指示をした。
・プリテスト・ポTス ト1√♂ 卜・.参加産調査は,そ?授業,前後の放課時を利用した。

表1  学カテストの結果(パズ学習,一斉学習)

プ リテス ト rfi-:z lTzl 進 歩 量

ぶ可暉馨窯
5.25(2.01)

3.加 (21lD
10f9(2,餓
8.25(2.64)

5.65、 1.撃

5.05(2.04)

二鷺亀1尊重:暑 1菫

0.ア2(1.01)

0.60(0.80

8.15(3.2の

6。 55(3.51)

ア.45(2.80)

5.75(2.69)

at鷲ユ1写真暑選
6.74(2.12)

4。 08(2.9∋ ζず,:選
8.フ

12.繁
5.61(2.57)

数字は得点の平均値 ( )内 はSD ※は 5%水準で有意

条  件 4F 年2 年5

バ〆学習縄

一斉学習組

・
42.82(5.46)

40.10(5.65)

引。85,o.2
31.11(5.96)

41,3(5.マ
57.12 (5。 09D

。 学カテ:ス.卜 の結果

表1に 示すごとくいずれの学年 教科においてもパズ学習組の進歩度において優れ

た成績をあげていぅo特に個人的な得点をみると上位の生徒と中位の生維との点数の

開 きが著 しく少 くなっていることと,中位の生徒の得点ののびが著 しい傾向にあった

ことが注 目され る。

o 参力□噴調査の結―l■

表 2に示すごと くこの調査でもパズ学習組の得点が優れている.こ れ1ま バズ学驚方
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式が生徒の学習に興味と理解を高めている一つの現われとみてよいと思う。

以上のような結果を得たわけであるが,全校生徒がすべて足並みが揃っているとい

うわけでないことを忘れず,孤立的な生徒の落ちこばれのないようにと,研究を進め

ると同時に常に個人的指導を加えていった。そしてこの比較実験研究にょって客観的

資料を作っての検討

“

よリバズ学習に対する確信を深めるとともに,実証的な研究に

対する多 くの貴重な体験を得ることができ,塩田先生の指導のもとに,「課題による

パズ学習のIB8」 という次の研究にとり組むことになったのである。

5課 題 に よ るパ ズ学 習方式 の実 践

研究は全職員の協力的な努力によりすすめたハ これまでの比較的おおまかなもの

とは異なって理論的にも実践的にも,かなりきめ細かい分析と検討を必要とするもの

だけに,努力のわりには研究の成・IIは 決して llJl待 どおりのものでな く,未解決なFmm

点を残すことも,かなりあったことは,やむを得ないことであった。本年度は課題の

研究にしばり,毎月 1回 の全職員が指導案を作 り,課題の内容,与え九 まとめ方等

について職員会の場で検討 し,そ の結果に基づいて交替で月 1回の研究授業を実施し

検討を加えた。

{1)基本的な課題の考え方

課題は生徒がそれを自分の問題としてとり組むことにより,理解や思考が進み結果

として,知識・技能が獲得されるような内容をもったものであり,したがって課題に

対する基本的な考え方は,細かい教材研究を前提として,

。そこに含まれる情報を整理し,単純化することができ易いような内容であること。

・次の課題を生み,ま た次の新しい学習へと発展性のある内容を持ったものであるこ

と。              ヽ

。応用のきく機能的な知識が得られるような内容。

・適度の困難さゃ複雑 さをもった内容で大部分の生徒がとり組められるものであるこ

と。

というような考え方にたって課題を考え, これを授業の中にとり入れるべく研究を

すすめた。

(2)授業の過程における課題の内容

これについては各教科によって著 しく異なり, また同じ教科であっても学習内容に

より,■斉指導がょり効果的な指導法である内容もあって,多少の異なりはある力ヽ
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比較的共通性のあるものにっぃてぁげてみる。 まず一時間の授業を三つの大きな過程
にゎけると,準備過程 (導入 )。

'中
:ふ象程

`展

甲 )・ 確認過程 (整理 )に大別するこ
とや

Sで き,それぞれの過程に考えられる課題内容につぃて述べると,

イ,準備過程

・本時の学習目標へすすむもとに振る内碁||、 わヽゅる経験・知識の想起,情報交換
等のジディネス的内容をも二た桑題。

・繭時の学習内容から発展的にだされて くる内容をもった課題。
・疑間ゃ意欲をもたせる内容の課題。

・
甲時から発展的にだされて

'く

る内容の課題     l・     |
口, 中′ら、過程

。その課題の解決にとり組むことによ

や技能を獲得することが期待される.

た ものであることが必要である。

・発見的・発展的な要素を もったもの
,

ハ,確認過程          ・

り,深い理解ゃ思考が進み,日 標とされる知識

ようなもので前述の課題の構成の基準に合致し
'

また準備課題の内容から発展したもの。

・中心課題での学習内容を要約し,確認し;応用し,次の学習への発展をねらうよう
な内容をもったもの。

二:課題内容の量

授業の各過程における共通的な課題内容につぃて述べたが,次に課題に含まれる内
容の範囲,複雑さ,知識量などにょって大課題・中課題・ガヽ課題にわけてぃる。もち
ろん小課題は中課題の,中課題は大課題の分節課題であるわけで,一時間の指導では
中課題程度のものが最も多 く用いられている。

(3)課題提示の方法と指導

イ,課題提示の方法

・課題の提示は大課題から中。だヽへとぃぅ提示と,ま た小課題ょり中・大課題へとい
う提示とがあるが,ぃずれの方向の提示をとるべきか:ま ,教材の性質,学習の進曜
などにょっても異なるわけであり,教材研究の結・l■適切に決めて行なっている。

・課題の提示法には日頭にょるか板書にょるか,印届1物によるかの提示方法を区別す
ることができるハ ょり碗確さ,生徒の正しぃ意味の受けとめ方を考えると印覇事物
(テス ト形式)に ょる方法・板書にょる方法が最も効果的であると考えられる。

口,指導助言とまとめ
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。課題の提示については,や り九 意味の受けとめ方:例を他にあげて説明 した りし

て,課題を正しくとらえるようにしている。

・課題提示後で生徒がバズで活動中は一般的には勲言しないが,机間巡視して話し合

いが不活発であるグループにはすぐその場で指導助言している。

・提示した課題については,必ず補足説明とまとめを生徒の発表後に行なって, くざ

りをつけるようにしている。

・教師の期待した答えが得られなぃ場合には生徒の発表に対して,「 こんな時にはど

うするかJ「そこから先はどうなるのかJ「 もう少しOOの点に?いて話し合いを

しぼって考えてみたらJ等の助言をしての思考の観点の方向づけをする場合が多いゎ

・能率的に課題を処理するためにべ/1/タ イマーによる時間制限を加えて実施している。

・提示された課題に対して生徒はまず個人でとりくみ,ついでバズ分団で話し合う。

教師の補足あるヽ ■ま修正とまとめ,次の課題へ…1・
。という~般的なとり組み方をし

ている。                    ,■

・課題に対して不明なところはパズ分団の中の議準聞いてもよいが,聞かれた生徒|ま

必ず相談にのってやり教えてやることが約束されている。またバズ分甲でまとゃた

ことを発表する場合は,教師は主として個人に指名することにしている。これりま

パズ分国内の全員をその課題に対して参加させ理解させることを前提として,他人

の力に依存するという生徒がでないよう配慮している。         1

(4)授業の一般的形式

これまで述べてきたところを,ま とめると次のようになり,われわれはこれを課題

によるパズ学習の指導の一般的形式 と考えている。

図1 -般的授業の形式

中 心

'過

程 )
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(5)実験授業しつ比較検討 1. .:il.、

上記の授業の一般的形式を実践 してきたゎけでぁるハ 同じ学習内容でも課題の内

今すた琴琴撃に|っ 下学習効果,も かゎらて くると考えられ, これまでの課題を主体と
した研究の一つのくぎりとして,課題のあたぇ方の相違にょる比較実験授業を実施し
て比較検討した。方法は前述の比較実験と同じ方法を用いたが,分節課題組は中心繰

撃吉〉1ヽ ,マ F｀ 9小馨題に分節して提示した組で,統一課題組は一つのまとまった颯
な

|卜 lレ杏
課

響
とヽして提示 した組でをぅ。._ま た把持テス トは 1か月後に実施した。

'1表
5 学カテスト

)内はSDを示す。

彎号?苦響卒煮察
tキ

省警レ,全体的にみていえることは,すべての学年教科とも分
節

輩警?場合マ
1,やや優れた結果を示 してぃることと,把持テス トの結果も高からた

こ
デ∴警早1,事 キ|クでやや。このような結果から課題内容,だし方についてどの

‐

方
竹1,|キ

,Il:)liヽ 1,1言論づけ′をすることはできないれ 課題のだし方,内容にょって
か

,,P,7饗摯寧準差なF.て くることは事実であ り,今後の研究の一つの手掛りを得た

わ
牢メ下ゃ

る
Ft.

そ
?性争キ|?1客

観察りに
パ

ィ学習の効果を■るために,昨年度より国語・社会・数学
理摯

::「琴薄?,1科 甲写
ついて標準学カテス トも実施 した。これについては後で述べた こ

い。il ill l ,_: i

6‐徒会:活動 :ク ラブ活動

教
牲

::琴
.IFが イ学習方式をとり入れたと同時に,生徒会活軌 クラノ活動にもこの

方
番考へ彎:'現

在に至っている。まず生徒会活動につぃては,こ の方法が生徒に浸透
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するまでには,かなりの時間を要したが,結論から先に述べると,

o人間関係に深味を増し,協力態勢が整ってきた。

o話し合いが積極的になった。 (特 に男女の区別な く,その活動ができるようになっ

た )

o自主性がみられるようになった。

などである。それらは実に大きな収獲であったも これが契機となって,各種委員会

から積極的に計画案もでるようになり,生徒会の運営も活発になってきた。昭和41

年度からの教育課程により,週一時「85の 生徒会活動の時間が設けられているが,全校

生徒が各種の委員会にわかれて,隔週ごとに全体集会と各種委員会にわかれて,生徒

が中心となって活動している。体育的行事などでは体育委員会で企画しその委員が会

の運営を行ない,コ ーラス委員会は生徒会の時間の最初の 10分間を全員で合唱する

計画をたて,委員が率先して台上にあがり:マ イクを利用して指揮し,新しい歌の指

導にあたるとヽ う`ように,以前にくらべて活発・積極性が増し,生徒会をより向上さ

せる意欲が生徒一人一人の心 rtし っか りと根をおろしたようである。

またクラノ活動において|ま ,人数 とクラブ数 (体育的クラブ6,文化的クラプ5)

の関係で,ク ラノによってはある程度の人数を確保しなければ活動に支障をきたすの

で,メ ンバーの配分が毎年悩みのたねになっている。そのようにして構成されたメン

パーで,い よいよ活動を開始するわけであるが,他校に匹敵する成果を呼待するため

に1ち 少ない部員をいかに活動させるかに,相当の努力が払われなければならない。

特にスクーノンバンド・体育的クラプはその傾向が強い。このハンディを生徒自身が自

分たちのこととして認識し,努力によってそれをカバーしてい くような手段をとらな l

けれ l・Iな らない。次のようなことが試みられている。まず第一に活動の時間帯を明ら

かにしたことである。体育的クラプの例をあげると,最初にその日
'の

練習計画 につい
.

て話し合い,それをもとにして準備運動,練習・整理運動と計画通 り行ない, 1日 の・

反省で終る。ただし練習のあとで,た えず反省のための話し合いが行なわれている。

また時間を有効に生かすためにベルタイマーが使用されている。第二に生徒の自主的

な活動を提したことである。それにはまず リーダーを育成することがなによりも肝要

であるという前提のもとに, キャプテンの権限を重視 し,み んながそれに協力するよ

うにした。第 5は話 し合い運動をできるだけ多 くとり入れたことである。バズ学習以
′

前のそれには,話 し合いなど全 くみられない活動であり,心のふれあいのないまま・

各自が技をみが くために終始した。 しかしそれ以後になると,話 し合いによって相手
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のいいところを指摘したり,注意したりし,ま た活動計画などの幅広い話し合いへと
発展していった。雨降りなどは, この話し合いが中心におこなわれることが多い。ま
た現在では,毎月第二金曜日の第7時限目以後,各クラプのキャプテン会議をもって,

各部の練習状況ゃ他校との試合つ様子などを話し合い,お互いに励しぁぃながらやっ
ているも,こ のような経過をたどろうちに,体育クラプは除々に充実し,20～ 25校
の中学校が集ってゃる管内の体育大会

“

おいて,40年度ソフトボール部が優勝し,

41年度には庭球が準優勝

「

42年度には庭球が優勝,卓黙3位, 43年駆 は卓球
が,5位 とぃうょぅに良い成績を示 し。また同年度には市内大会にぉぃては,ソ フトボー
ール部が優勝。バスヶットギー/1/部 ,庭球,卓球がともた準優勝の成績をあげた。ま
た文化部におぃても,ス クールバンド部が全国的なセーラファン ドに応募 して見事
415年度に入賞の栄を うけた。

,こ
のょうにクラブ活動にたぃても,ゎずか 500名たらずの本校が, loOo名 以

上もある学校にひけをとらずに,ょ 1ヽ成績をぁげたとぃ うことは,チームヮークとぃ ぅ
か,お

=い
の人間関係の高まった上での能率的な練習の成果のあらわれではないかと

思 う。                        ―

7 標準学カテス ト

40年度より教科指導 にバズ学習方式をとり入れて前述のような比較実験も実施 し
て,その効果をみてきたゎけであるが,ょ り科学的に学習能力がどのように変ってき
たかを客鶴的につかむために全校生徒を対称として,信頼度の高い標準学カテストを
国語。社会・数学・理科・英語の5摯 目につぃ,教 研率学年別標準テストを41年
1月 に第1回を実施して以来,毎年|れを進級:した学年において同種のテストを実施
して比較してみたわけでぁる。これ,ま今後も続けていくつもりである。

-171-



表4 431F度 5年生の学カテス ト結果

数字は偏差値の平均,( )内 はSDを示す。

表5 43年度 2年生の学カテスト結果

L.塵■_二
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科 圏 ・性 別 46年獲(5年 ) 42年度・(2年 ) 41年度 (1年 )

国 語
男 ‐‐~f― 52.6 (10.D

".8 (aの
″.3 .(9.∋

女 子 55。 0 (10。 0 騒。3(9.の 51.6  (10.3):

社 会
男 子 瓢.5 (11.5) 騨.0(9.∋ 覇/ (10.0
女 子 520 (10。 0 50.ア  (11.の 49.8(la7)

数 学
鴨 子 .52.5  (10.4) 52.1  (11.'0) 4912.:(1918)

女 子 52.1  (10。 7) 5119 :(10.9) . 51.3・
1 (10.7)

理 科
男 子 %。 2(10.9) 54.5  (10.5) 協 .η

~(11.0)

女 子 難,1(9.0 54.6 (9.① 5515  (1017)

英 語
男 子

".7 (8。
4) 46.1(9。 9)

i凛
:5・ (ウ :め

女 子 51。9(9。 1) 4ア.8 ・( 9:2):
14ア

.4 (9」∋

科 目 性 潟リ 43年度 (2年 ) 424手度 ( 1`手 )

爾 語

７∵男 51.4(10。 0 48.9  (′iC.ア)

子女 騒.4(9.① 摯3。 8  (10.2)

社 会

数 学

理 科

英 語

1男  子
「―

― ― ― ―

1女  子

1111  子 …

1女  子

1男  子

女  子

1男  子

女  手

椰.2(10.4)|
一 一 ―

―
        

―

|

編4.411915).|

秘.4(,。 8)|
―

― ―
… …

‐

-156.6(10。 の
|

豊

544(櫓
鋼

― L

弱.2(得 .の |

|
‐ 3.6 (998)|

二́

誌|
数字は偏差饉の二

|∵ 等,( )内 はSDを示す。
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・`表4・おょび51が ら
:考

えられぢヒとは, 1年から2年への伸びが大きいことをあり,

中学校へ入
=て

始めて
'｀'学

書方式にとり組んで, 1年生のうちti未当に自分のも

のになっていなかったことI IEβ ち表面的なことは知ったものの「深まり」「効果的

な実際にそくした方法Jを理解すること。意欲的な実践ふできず:ょ'ぅ ゃく2年生
になって, それをつかんできて,実践に移らたのではないかと思わ―れる。

。この表の2つの学年とも,男子は社会・数学 。理科に,女子は国語 t英語にそれぞ

れわずかではあるが高い数値をだしていることは,注目したいところである。

・傾向としては大体予期したようになったが,こ れが全部バズ学習方式1噛果であ:る

)と決めるごと'ざできなぜく力1,tの学警法が!も たらした原因であろうと思われるとこ

ろもあり,更にこれによって出てきた問題点も今後の研究のよりどころ二じたぃ。

_昭 和3'1年度は 61時間終了後 '20分間を生活の反省の話し合いを中心に,お互いの

1人間関係を :よ :く
す ること|に 力を入れてきた力ヽ この年度の終りの頃には教科の復習を

取り入れて復習バズヘの足がかり・的なも
′
のを含んできた。 40年度より土曜日を除い

,、た週 5三日)●第
'7:時限目め∫410分を,こ れにあてた::最初の頃は,学級まちまちな方法を

とったが「 基本的|な考え方は,次のょぅで全教師の意志統一をしっかりはかってすす

れめてきた
=現

在■で尋卜き
'続

い`て実施してきたが,こ の復習パズを足がか りとして,自

主的学習態度の育成ということを, 42年度以降は教科の課題研究 とあゎせて,研究

目標としてすずめ与[現在に至ちたのである。以下復習バズと, 自主的学習態度の育成

について述べてみたい。

復雪ンヽズの内容であ:る が当初は,,大体 2～ 5教科をバズ分団毎に決めてやっていた

が,一年生ではクラス全体で同一教科をしたこともある。そして最後の10～ 15分

を評価にとちていた志評価方法としては,パズ長,学級委員によって,板書による復

習バズでゃった教科の確認,評価を行なっていた。しかし復習バズRp,家庭学習と考

|え る生徒が多 ぐ:家庭へ帰らてからの自主的な学習はほとんどなされなかった.そこ

′、で現在は大体次のような方法で実施している。

現在は 1日 の学習の中心 (授業中担当教師が指示)をおさえ,それを復習し自分の

ものにさせ,不明確な点についでま,パズ分団で話し合い確認すると同時に家庭でど

んなことを学習するかのプランニングと,それをバズ分団毎にお互いに確認し合って

復習バズから家庭学習へ,家庭学習から翌日の教科学習へと発展するはしわたしにな
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「

るよう留意 している。換言ずれば自分で自分の宿轟を作るということにもなる。 しか

しそオtrが形式的なものでな く実質的な ものであるよう指導 し,その_二学級の独自性 も

認め合いながら実施している。つぎにその例をあげてみる。

一例  。本日の学習で重要なこと。

・理解不充分なことなどの理解と定着

・各自が家庭学習の計画立案

`バ ズとしての学習の相談と約束

・翌朝バメ分団毎に学習状況の確かめ合い

。計画 したこと,パズ分団での申し合わせたことのできていない生徒については,話
°

し合わせ解決させるようにしている。

生徒どうしの約束 l・■教師の宿題指示ょり効果の高い面があ り, 教師より与えられた
'

場合ほとんどゃってこなかった生徒でも大部分がやってくるようになった。教師め構

えとしては,パ ズ長にすべてをまかせ,パズ分団ごとに解決させ,教 FITは できるだけ

うしろだてとなって前面に出ないように心がけている。教師の前面に出ての指導1憚

々に/1い ての指導は最終的なものという考え方をとっている。

つぎに指導方法については,教科担任より授業中に重点の指導,指示はなされるし,

その授業で与えられた中心課題などは復習バズrt取 り上げられてくるわけであるも

担任教師はパズの行動がスムTズにしかも実のある活動がなされるよう留意し指導

にあたっている。                          
′

oバズ長がこれから何を, どのょうな方法でやっていくのか。メンパーはそれにあわ

せて とり組んでいるかを観察指導する。

oメ ンパーキ饉 には能力差,個人差が大きいので,個々の生徒が 自分の立場でフルに

とり組むように指導しなければならない。

oま たどの生徒も能カーぱい出して,問いたり教えた りしているかどうかが指導 の観

点になる。

oリ ーダーが説明一方でバズを進めているような班,不熱心な班, さわがしい班など

を見つけて観察じ,その状態がどのメンバーの学習態度から起っているかを分析し,

個霧嚇旨導をすることが大切である。

・
バズ自誌の検圃等により現状をしっかりつかんでの指導 も大切である。
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9 家庭学習 。自主学 習 の態 度 の育成

復習バズは正規授業の発展として行なわれるものであり,家庭学習へ発展するもの

である。家庭学習は,.あ くまで自主学習であり復習パズょりの延長であるという考え
方lC・ 立つとき両者は極めて強ぃ結びつきを持っている。それだけに復習バズの定着が

重要になるわけである。

自主学習(家庭学習)が しっかりできるようになれば,明 日への学習意欲もでき,

授業中の態度,・ 理解度,話 し合、の`深ま,も 一層の進歩があ り, より高率な学習効果

となるものと信ずる。

生徒たちがぅしっかりし■目的なもってむがう能動的学習状態が自主学曽態度であ

る。この態度の育成こそ最 も専要でゎり,から徹底の困難な問題で もある。それだけ

に現職教育等で学級の実状などを もちょって研究 しあい,指導L育 成するよう努力

してそる。1 1 .:

0予習的課題の指示
.ま

ず第一に篠習バズの充実と定着を考えたわけでこれは前述したょうな内容と方法

で行なっている。

生徒に毎日の学習に興味をもたせ,学習意欲を起させることが必婁をある。教科担
任にょり)授業の終りにっぎの学習に関係する予習的課題の指示をすることにしてtヽ

る。あらかじめ個人学習を通して準備(調、)させセおき学習に:ま いることが大切だ
と思う

`.そ

のためには教師っ指示する予習的課題が間順になる。個人の学習の結果が
教室で,学習にとりあげられ,自分でわかったところがどう説明されるか,あ るい|ま

発表したことな,,ギ う塗討され修正されていくか。
′
不明点はど

｀
うなぶだろうと学習に

興味をも
｀
?こ とになる。こんなことから自主学習が高められ二強められてtlく ものだ

1と 考え実践してい る。

またものの見方,桑じ‐方, Fnkt事識する力を育てることも大切で,こ ういう力が

できれば問題を問題として感じ目標を自分で見う眸出すようになり,・ 自分で解決しよ

うとするようになる。これも自主学習態度を育てることにつながるものだと思い,そ
|んな画全も心をむけている。

o個人差に応ずる指導

復習バズ?時間に各自が自分の宿題を計画し,家庭学習へ発展させているわけであ
るが,教師の忘れてはならないことは,個人を正しくつか私 個人差に応じた指導の
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重要なことである。担任なり,教 r斗担年
による学習相談準よ

_7響
々
?ず胃?ア 事で

き

ゃ,学習方法上のF「JMの治療をしなけれな自主学習の伸長をはがぶご
1と

ilむずかしい

のでこういう面も考えて指導している。               1

o学級のふんいきづ くり                      1・

何でも話し合え,思ったことが何でもいえる学級のふんいきづくり,学習意欲を起

すような学級のふんいきづくりも忘れることのできない重要な面であるもこういつた

面の指導は全教師がいして授業に臨んでいるわけであるが,何 といっても学級担任の

最も心ずべき点で,更に向上するよう,お互いに研究し合って実践に当っているoll

o補習問題                          :・
昭和41年度姜では,復習バズの時間40分を 3年生のみ教科担任が交互に指導に

あたるいわめる補習授業を実施してきた。しかし42年度なら:鮮今まで,補習授業を

廃止し,復習バズの時間を自主的にバズ学習させている。補習廃止にふみきるために

臨 それだけの学校の態勢ができていなければならないわけであるが,幸い本校では

パズ学習4年目ということで,生徒の学習態度ができていたこと,復習バィ?つみあ

げとい1こ とで,父兄もそれをよく理解L9協力的であったことなどで,ななの抵抗

もなく廃止にふみきることができた。生徒のほうも昨年までの補習は1やらすられる鬱

むこヽち受身の態度が見られ,補習に出るのがいゃだという考えの生徒力琳目当数ぃたの

,が本年は極めて自主的に取り組み,真 allさ がみられ,望ましい自主的な態車が見りれ

るようになり,学力の面でも昨年と比較 して,決して劣ってtヽ ない点から考えても1,

こういったつみあげの効果であると,喜んでいる。本校が復習バズの時間を設けてぃ

るのは,自主的学習の態度習慣をつ くるのが最大の目的であるので,よ り∵層この1復

習バズを充実させることに力を入れて,い こうと考えている。     |:.ll l
l                                            r r‐ 1l il,I

嘉義:経|‐‐
fl‐ |.1.

以上が本校がバズ撃習方式を昭和3:9年度よりとり入れて,現在奪での研究の概要

である。関係各方菫めご援助と全職員が協尭一致し研究を進おそ各たが■導今後多く

の課題を残す結果となったoい よいぶ力を合わせて研究を続け,教育推進に微力では

あるが勢ブJし ttt書 たtヽ 二考えている:         ・・・‐|
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あ と が き

0随分苦しい日々 の連続て:レキ1世の中には喰わず嫌いもあれば,特男J勉強もし
ないで批判ばかり,問題点ばかりはじくりだして得々としてぃる人 もあるので

すから,在野からバズ学習の効能をい くら説いてみても,なかな力1陽の目を見
なかったのです。                    :

0それが,|?噂
響

田義準の
管みり

言響 日本が
ズ学習研究会が発足 し第 1回西日

本バズ学習研究集会が開催されるはこびになったことは,何 としても嬉しいこ

とです。これでバズ学習?全国組織の大きな基盤ができたと思います。
o今回は南国情緒たっぷりな暉波路で,しかも阿波踊の最中の開幕とあって県外
からの申込みを断るのに苦労 しました。          `

0発表される小清水小,中部ィヽ,春 日井東部中,坂下中,豊浜中はこの道の先進

校です。福島小は福島方式で鍛えてきました。それぞれの学校の特徴ゃ実践を

発表 しあい,討議しあうこの会tt教育実践の上に本きな貢献をするものと場待
しています。

0ただ研究物には紙数の制限があって,実践してきた何分の一かの記録かのせ争

れなかったのは残念ですが,あとはそれぞれの学校の研究物をお順してくださ

ヽヽ。

o編集 された集録 は,さ さやかで貧 しい ものですが0わたしたち爾ム奪畿が釉 畿

ています。子どもの願き〕保護者?願いがこもっていろめです幸
oバ ズ学習研究の同志が自信とfr念を もって,こ れからの幾爾賞鑽鍮上箕式ズ撃

習ゼ生ぶじゼ1(ぞ泰こ
1だ

,rぎ lち の研究発嚢以上に幾畿が舞暮鶴④≧κい象ず鐵

oお互い教育生命在こ■準かけて生命つきるまで努力していおない亀玲守ず穀

(簿酸卜 攣購 穆

愛知県豊田市小清水小学校
:

愛知県豊川市中部小学校

徳島県徳島市福島小学校

人

愛知県春日井市東部中学校

愛知県春目井市坂下中学校

広島県豊浜村豊浜中学校
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